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　焼けつくような喚かん声せいが、闇やみの中にこだまする。石造りの地下通路にまで響ひびき渡わたるその音は、人間の声というよりも、獰どう猛もうな獣けものの咆ほう哮こうに似ていた。どんな凶きよう暴ぼうな魔ま獣じゆうでさえも怯ひるませる、圧あつ倒とう的な暴力の気配。

　通路の石積の隙すき間まから、ぱらぱらと小さな欠片かけらが落ちてくるのを、彼女は気にも留めずに通り過ぎた。足を止めることは許されない──この先に、彼女を待ち受けている運命に辿たどり着くまで。

　最後の角を曲がると、目の前に光が広がった。目が慣れて、真っ先に見えるのは、どこまでも高い真っ青な空だ。巨きよ大だいなすり鉢ばち状の、闘とう技ぎ場の底から見上げる空は、まるで地上との対比のように、いつだって美しい。

　喚声が一ひと際きわ高くなる。見渡す限かぎりの、顔、顔、顔。帝てい国こく最大の闘技場に詰つめかけた人々の視線は、すべて彼女に集中している。この世界の中心に立つただ一人──〈剣けんノ舞まい姫ひめ〉の姿に。

　だが、彼女が聞きたいのは彼らの声ではない。その場で微び動どうだにせず、目を閉じる。この割れるような音を切り裂さいて響く、澄すんだ鐘かねの音──それが、合図。

　喚声すら断たち切る速さで、彼女は手にした大おお振ぶりの剣を閃ひらめかせる。磨みがかれた鋼の刃やいばが、太陽の光を弾はじいて強きよう烈れつに輝かがやいた。どれほど離はなれたところにいても、見る者の目を惹ひきつけずにはおかないほどに美しい──けれど、どこか恐おそろしい剣けん舞ぶ。

　剣を操あやつって身を翻ひるがえしたとき、何かが視界の端はしで動く。大人が両りよう腕うでを広げたほどの黒い影かげは、遠目には靄もやのようにも見えるだろう。形の定まらない不気味な飛行物は、彼女の上に覆おおい被かぶさるように広がって、獲え物ものを食くらおうとする。

　舞まいを止めずに、魔獣との距きよ離りを測る。動きを止めてはならない。ましてや魔獣に怯おびえて逃にげ出すなど、もっての外だ。これは見世物なのだから──襲おそわれる者の安全は誰だれも保証しない。生き残れる者でなければ〈剣ノ舞姫〉にはなれない。

　襲いかかってきた魔獣が、視界いっぱいに広がる。彼女は剣を引き寄せ、鋭するどい一いち撃げきを繰くり出した。狙ねらうのはただ一点、正体のない霧きりの化物が見せる唯ゆい一いつの実体めいたもの──喉のど笛ぶえを切り裂く鋭い爪つめの、その間。

「────！」

　手て応ごたえを感じた途と端たん、視界が晴れた。絶命した魔獣が、空気を震ふるわせて消え去ったのだ。彼らは屍しかばねを残さない。生命が尽つきれば、幻まぼろしのように消えていく。

　いつの間にか、客席の声もまた消えていた。あまりにも呆あつ気けない幕切れに啞あ然ぜんとしたような、傷一つ付かない〈剣ノ舞姫〉の姿に落らく胆たんしたような、それでいて誰もが気け圧おされて動けないでいる、そんな沈ちん黙もく。音もなく舞まい続けた彼女は大きく腕を振ふり上げ、剣を地に突つき立てた。跪ひざまずいて、舞を終えたその瞬しゆん間かんに、再び上がる爆ばく発はつ的な歓喜の声──彼女の腕前を称たたえ、またはあっさり片がついてしまったことに落胆し、しかし誰もが興奮を隠かくせない。戦いと流血への期待が、更さらなる熱ねつ狂きようを呼ぶ。

　喚声に応こたえるように、顔を上げる。にっこり笑って一礼してみせる彼女は、誰の目にも自信に満みち溢あふれ、この舞ぶ台たいに立てる己おのれを誇ほこらしく思っているように見えるだろう。

　観衆に、惜おしげもない笑え顔がおを振りまきながら──、

「ああ、もう……どいつもこいつも、馬ば鹿かばっかりだ」

　表情を少しも崩くずさずに、喚声にかき消される悪態をつくのは、今やすっかり習い性になってしまった、ルーナの悪い癖くせだった。
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　地上のすべてにあまねく降り注ぐ太陽の光にもかかわらず、その部屋はひどく薄うす暗ぐらかった。窓には厚いカーテンがかけられ、光はほとんど入らない。

　僅わずかに物の形が判別できるほどの薄うす闇やみの中に、彼はいた。

　その視線の先に、ぼんやりと光が灯ともる。壁かべの一部を覆っている、薄い透とう明めいな結けつ晶しようが発する輝きは、太陽の輝きとは明らかに別種の、冷たい無機的なものだ。色の違ちがう光が、幾いく重えにも重なりあっていく。光の筋が不思議な線を描えがいて、ここにはない像を形作っていく。

　やがて現れたのは、美しい少女の姿だった。艶つややかな髪かみが強い風に弄られても、少しも気に留める様子はない。一目で踊おどり子と解わかる鮮あざやかな衣装を身に纏まとってはいるが、不思議と彼女からは、そうした女たち特有の妖よう艶えんな気配はしなかった。凜りんとして、清せい冽れつな空気──まるで彼女が手にしている、曇くもりひとつない剣のような。

　抜ぬき身の剣を手に、少女が舞う。最初は緩ゆるやかに、次し第だいに速く。しなやかな身体からだを強調するような動きの一つ一つが、生命の輝きに満ちていて、見る者の心を捕とらえて離さない。恐るべき魔獣の襲しゆう撃げきも、その舞を止めることはできなかった。澱よどみのない動きで魔獣の注意を引き、あるいは逸そらせる。鋭い一いつ閃せんの後、魔獣の姿が霧む消しようする。

　やがて圧倒的な歓呼の前に、少女が伏ふせていた顔を上げる。整った顔立ちは、見る者のほとんどが美しいと感じるだろうが、同時にどこか剣けん吞のんな雰ふん囲い気きがある。愛くるしい乙女おとめとはほど遠い──剣を手に、邪よこしまなものを打ち払はらう、勇ましき戦乙女だ。

　観衆に向かって、少女が笑みを浮うかべる。それまでの雰囲気が一転、甘く柔やわらかい印象の笑顔。その唇くちびるが微かすかに動くのを、彼はじっと見つめた。声は聞こえない、喚声にかき消されて、一度だって聞けた例ためしはない。
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　柔らかそうな唇に触ふれる。幻げん影えいの少女は手応えなく彼の指を素す通どおりし、ここにはいない観衆に愛あい想そを振りまいている。

　──彼女にこの手で触れることは、決してないのだろうけれど。

「君を愛している──ルーナ」

　届くことのない想おもいを、誰に言うでもなく、彼は密ひそやかに呟つぶやく──いつものように。
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「ルーナ！　お前ってやつは！」

　興行の開始を告げる舞の披ひ露ろうを終えた後、宿舎に戻もどったルーナは、開口一番浴びせられた怒ど声せいに僅かに顔をしかめた。建てつけの悪い扉とびらが、がたんと軋きしむほどの大だい音おん声じようだ。剣けん闘とう士し上がりのいかつい大男は、傍はた目めには言い知れない迫はく力りよくがあるそうだが、ルーナにとってはただの小うるさい雇やとい主に過ぎない。というか本当にうるさい。

「落ち着け、イェーガ。このボロ屋が崩れ落ちる」

「お前は落ち着いてんじゃねえよ！　なんでおれに呼ばれたか、解ってんだろうな！」

　諭さとすつもりの忠告は、逆効果だったらしい。更に大声を張り上げる大男に、ルーナは素直にこくりと頷うなずいた。もちろん、用件は解っている。言われなくても解る。

「だからもう帰っていい？」

「ふざけろよお前!?」

　言われなくても解る説教を、延々と聞く意味があるのだろうか。まったくの時間の無む駄だだ、と思うルーナの前で、イェーガはようやく彼女を無視して、話を続けることにしたらしい。もう長い付き合いだというのに、未いまだに律りち儀ぎに彼女に話の腰こしを折られているあたり、馬鹿正直というか、なんというか。

「まったく、お前ときたら本当に……今日の剣舞、ありゃなんだ？」

　苛いら々いらとした様子で、イェーガは部屋を行ったり来たりしはじめた。少し左足を引きずるせいで、姿を見なくとも彼だと解る、独特の足音がする。彼が剣闘士を引退し、興行主として裏方に回る原因となった傷の後こう遺い症しようだ。その足あし下もとから目を逸らして、ルーナは彼に答えを返した。

「何って……むさくるしい男どもの汗あせ臭くさい勝利を願う、清らかで美しい〈剣けんノ舞まい姫ひめ〉の舞だけど」

「自分で言うな、自分で！」

「だけど、私は美人だろう」

　背を艶やかに覆う豊かな髪。日々、容よう赦しやない太陽の光と乾かわいた風に吹ふき曝さらされていても、少しの曇りもなく、磨かれたように透すき通る肌はだ。長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた大きな瞳ひとみ。ともかく、大たい概がいの人は彼女の容姿を好ましく思うようだから、おそらく自分は美人というものなのだろうとルーナは理解していた。髭ひげを生やしている男、髪を結ゆった女というのと同じ、見れば解る彼女の外見上の特とく徴ちようの一つ。

　イェーガは何か言いかけたが、ルーナと目が合うと一いつ瞬しゆん口を噤つぐんだ。難なん癖くせをつけようとしたものの、咄とつ嗟さに思いつかなかったらしい。

「……悪いこと言わねえから、自分で言うのは止やめとけ。お前が言ったら洒落しやれにならん」

「洒落なんか言ってない。事実──」

「事実じゃなくて建前の話だ！　少しは恥はじらいってものがねえのか。お前には謙けん虚きよな心と、ついでにもう少しおれを立てる気持ちを身につけてもらいた……ていうかそんな話でもねえ！」

「どっちなんだ。イェーガの話は解りにくいな」

「やかましい混ぜ返すな！　おれが言ってんのはな、なんで『影えい霧む』をさっさと殺しやがったのかってことだ！」

　つい先刻、闘とう技ぎ場の中心で、剣を持って舞う彼女に襲おそいかかった黒い影。『魔ま獣じゆう』と呼ばれるそれらの存在は、主に帝てい国こくの辺境に出しゆつ没ぼつする化物だ。どうして彼らがそこに現れるのか、どのような生態なのか、そもそも生きているのかいないのか、詳くわしいことはほとんど知られていない。

　ルーナに解るのは、ただ、目の前のイェーガが何を怒おこっているのかということだけだった。帝都に魔獣を入れるのは大仕事だ。専門の狩かりゆ人うどが生け捕どりにして、大枚をはたいて輸送して、細心の注意を払って帝都の門を通す──彼女が闘技場で一いち撃げきの下に打ち倒たおしたあの化物には、随ずい分ぶんと金がかかっている。

「それをお前、あんなにあっさり倒す奴やつがあるか！　前から言ってんだろ、じわじわと傷つけて、派手に動き回らせろって」

　何故なぜなら、観衆がそれを望むからだ。凶きよう暴ぼうな魔獣に襲われる若い娘むすめの姿を見て手に汗あせを握にぎり、彼女の反撃に胸を高鳴らせ、魔獣の断だん末まつ魔まに快かい哉さいを叫さけぶ。剣闘試合の興行の最初に行われる〈剣ノ舞姫〉の剣けん舞ぶは伝統ではあるが、現在では、その後の試合に対する熱ねつ狂きようをかき立てる広告のようなものだ。

　元々は、〈剣ノ舞姫〉が戦うようなことはなかった。しかし何年か前に、闘技場で女性を戦わせることが禁止されてから、誰だれか商売気のある人間が、その禁止令以降も闘技場に立つことを認められていた〈剣ノ舞姫〉を戦わせることを思いついたらしい。法の網あみの目をくぐる思いつきだが、これが思いがけず人気となって、今ではどこの興行でも必ず行われるようになっている。

「お前の腕うでで、できねえとは言わせんぞ。あの不気味なクソったれを手に入れるのに、いくらかかると思ってるんだ。これで客の入りが悪けりゃ、あの魔獣の代わりに、金貸し屋どもが俺たちを縊くびり殺しにくるぞ」

　イェーガの言うことは、剣闘試合の興行主としては当然のことだ。けれどそうと解っていても、ルーナはどうしても頷くことができない。

　……不意に、あの日の光景が蘇よみがえる。灼しやく熱ねつの太陽は容赦なく照りつけ、土つち埃ぼこりが汗に混じって肌を伝う。どこを見ても、人、人、人。彼らは皆みな、狂くるったように叫び続ける。彼女の目の前に倒れ伏す、足から血を流す男を指差して。

　──殺せ！　そいつを殺せ！

「まあ、お前の気持ちも解わかるがよ」

　不意に幻げん影えいの男が立ち上がって、ルーナははっと我に返る。イェーガは片足を引きずって彼女の前に立つと、それまでとは違ちがう調子で、諭すように言った。

「確かに悪あく趣しゆ味みな話だよ。あんな化物だって、嬲なぶり殺していいなんてことはねえだろうしな。だが、あそこに来る客が悪趣味だってことは、解り切ってるじゃねえか。そんで、そんな悪趣味な奴らを楽しませるのが、おれらの商売だろ。闘技場は舞ぶ台たいだ、これは見世物なんだよ」

「……解ってるよ」

「昔と違って、人を相手にしなくて良くなっただけ、ありがたいもんだ。化物どもには気の毒だがな」

　数年前、闘技場で女性が戦うことを許されなくなったときに、もう一つ禁止されたことがある。それまでは主流であった、剣闘士同士の試合を行うことができなくなったのだ。

　人と人とが武器を携たずさえて行う『試合』は、しかし実際のところ殺し合いに近かった。建前としては、剣闘士たちが徒いたずらに生命を落とすことがないよう、得物を落とせば負けだとか、立ち上がれなくなったら負けだとかいう規定があったが、罰ばつ則そくがない以上、ほとんど効果などなかった。運悪く負けた者の生死を決めるのは、観客だ。彼らに気に入られなければ、武器を落とそうが何をしようが、対戦相手にうっかり殺されてしまうものだった。

　多くの人々の抗こう議ぎにもかかわらず、この禁令は今も廃はい止しされていない。一説によると、この国の皇こう帝てい直々の下命であるともいう。歴代の皇帝の中には、剣闘試合に熱を上げ、城の中に剣闘士を呼びつけて試合をさせる者もいたらしいが、確かに当代の皇帝にそんな話は聞かない。というか、まるで話を聞かない。

　帝都の中心、高い壁かべに囲まれた広大な居城から出てくることのない皇帝のことを、知る者は少なかった。姿を見たという者も、この辺りにはほとんどいない。城外に住む『印無き者』であるルーナも、皇帝その人に会うことは決してないだろうし、だから噂うわさの真しん偽ぎを確かめることもできないのだが、しかしこの噂は案外信しん憑ぴよう性せいがあるのではないかと勝手に思っている。いつもはほとんど話題に上らない、影の薄うすい皇帝の名が敢あえて口にされる以上、何かしら根こん拠きよがあるはずだ。

「人間同士を戦わせて喜んでた奴らを、惹ひきつけなきゃなんねえんだからな。たまには、上手うまく負けて見せんのも必要なんだよ」

　イェーガの説教はまだ続いている。ルーナはうんざりしてため息をついた。

「それなら、イェーガ、私を負かすような凶暴な奴をけしかけたらどうなんだ？　昼間の『影霧』なんて、負ける方が難しい」

　魔獣にはいろいろな種類がいることが知られているが、『影霧』は夜に活動する性質がある。闇やみに紛まぎれて、鋭するどい爪つめで人を襲う『影霧』は恐おそろしい敵だが、一方で、その姿がはっきり見える昼間にはさしたる脅きよう威いでもない。もちろん、戦う術すべのない者には十分に危険だが、少しでも心得のある者が昼間に遭そう遇ぐうすれば、それほど苦もなく倒せるはずだ。先刻、ルーナがそうしたように。

　もっと、凶暴な魔獣を連れてくればいい。それこそ、男たちの剣闘試合に使われるような獰どう猛もうなものなら、どれほどルーナが望んでも、一撃では倒せない。観客が望む戦いを演出することができるはずだ──もっともその場合、じわじわ殺されるのは、彼女の方かもしれないのだが。

「馬ば鹿か言え」

　しかしルーナの提案に、イェーガは不ふ機き嫌げんに鼻を鳴らす。

「そんなことできるか。お前に何かあったらどうすんだ」

「……本当に、商売が下手へただな、イェーガは」

「お前みたいな、人の言うこと聞かん奴の面めん倒どうばっかり見なきゃならんからな」

「でも、だからイェーガのこと好きだ」

　ありがとう、とルーナが言うと、イェーガは言葉を失ったようだ。じっと見上げる彼女の視線を避さけるように目を逸そらすと、照れくさそうに頭を搔かく。

「……ああ、その、なんだ。今回は、まあ、仕方ねえか。次からはちゃんと、おれの言う通りに……」

「それは嫌いやだ」

「主張すんな！　お前、自分の立場解ってんのか！」

「大体、イェーガの話には根拠がない。私が舞まった日に、いつもと比べて客の入りが悪いなんてことがあったか？　今日だって」

「……お前についてる客って、変わってるからなあ」

　剣闘試合に先立って行われる〈剣けんノ舞まい姫ひめ〉の舞まいは、あくまで剣闘試合の一部である。多くの客は、剣闘試合を見るのと同じように彼女たちの舞を見る。

　ところが近年、闘技場に立てる唯ゆい一いつの女性として、〈剣ノ舞姫〉の存在が注目されるようになるに従って、不思議な現象が起きてきた。彼女たちを見るために、それまで剣闘試合には興味を持たなかった層までもが、闘技場に足を運ぶようになったのだ。男たちは美しい舞姫たちに熱を上げ、娘たちは舞姫の煌きらびやかな衣装やしなやかな動きに目を奪うばわれる。

　そしてルーナは、そうした新規客にとりわけ人気のある〈剣ノ舞姫〉の一人だ。剣闘試合ではなく、舞姫を見に来ている彼らは、ルーナが味気なく魔獣を倒しても、そんなことは気にしない。むしろ、その剣捌さばきの見事さが逆に受けたりもして、旧来の剣闘試合好きとはまったく違った好みであるようだ。

「若い連中の中では、〈剣ノ舞姫〉みたいな恰かつ好こうをするのが流行はやってるっていうしな……普ふ通つうの生活で着るようなもんじゃねえと思うが、流行りってのはよく解らん」

「それは……私にも、よく解らないけれど」

　ルーナは応こたえながら、知らず胸むな元もとに手をやった。他ほかの〈剣ノ舞姫〉同様、ルーナ自身のそれも取り沙ざ汰たされていることは知っている。他の舞姫たちとは違って、肌はだの露ろ出しゆつが少ない、特に胸元をあまり開けない衣装が多いから、市し井せいの少女たちにも真ま似ねがしやすいらしい。

　だが、本人は別に、好んでそうした衣装を身につけているわけではない。単純に、人目に晒さらせないだけなのだが……。

「まあ、なんでもいいがよ。それで仕事が来るんならな」

　それ以上考えるのを止めたらしいイェーガが、投げ出すようにそう言って、ルーナは目の前のことに注意を戻もどした。首を傾かしげて、彼に問う。

「仕事？　私に？」

「他の奴やつでもいいが、先にお前に言っておこうと思ってな」

　闘とう技ぎ場で、興行の安全と盛せい況きようを願って舞うのが務めの〈剣ノ舞姫〉ではあるが、それだけが仕事ではない。というか、他にも何かしなければ、到とう底てい食べていけない。

「いい仕事だからな。宴えん席せきの余興だ」

　そして、その雑多な仕事の中でも、一番多いのがこの類たぐいのものだ。酒の席に呼ばれて、舞を披ひ露ろうする。生命の危険はないから、その点ではいい仕事ではあるが、酔すい漢かんの相手をしたり、誰にも愛あい想そよくしたりということがあまり得意でないルーナには、楽な仕事とは言い難がたい。

　しかしそれを知っているはずのイェーガが『いい仕事』というからには、何か理由があるのだろう。

「そんなに金かね払ばらいがいいのか。どこの金持ちのところ？」

「ああ、金があるにはあるだろうぜ。なんせ『印持ち』だ」

『印持ち』──つまり、城の中に住む貴族だ。『魔ま法ほう』を扱あつかうための印を手に持つ彼らは、その力でこのフォーセガルド帝国を支配している。貴族の家系に生まれて『印』を入れられた者が、この地に満ちる力を『魔法』として利用して、様々な現象を起こす。

　印を持たない者たちが住む城の外と、貴族たちが住む城の内側は厳然と分けられており、内側の者が外へ来ることはできても、逆はなかなか難しい。城の中へ入るには、特別な許可が要いるからだ。個人的な使用人として仕えるか、出入りの商人となるか……この仕事のように、堂々と城門をくぐることができる機会は、だから大たい概がいの者が憧あこがれるものだった。誰だれもが噂に聞く、人の手を使わなくとも勝手に水が汲くみ上げられる井い戸どとか、炎ほのおより断然明るく夜を照らす熱くない光とか、冬でも花が咲さき乱れる温室などを、この目で見てみたいと思うだろう。

　けれど、ルーナは思いきり顔をしかめる。貴族だって？　冗じよう談だんじゃない。

「私は行かない」

「お前ほんとにおれの言うこと聞かねえよな！　行けっつってんだろ！」

「指名されたなら仕方がないけど、別に私でなくてもいいんだろ？　他の子に言ってあげて。喜ぶと思うし」

「なんで嫌なんだよ？」

「……いい思い出がないんだ」

　これまでにも、ルーナは何度か『印持ち』と同席したことがある。巷ちまたで何かと話題の〈剣ノ舞姫〉を、近くで見たいという人間は多い。しかも、酒の席にはより似合いの気の利きいた踊おどり子などではなく、敢えて剣など振ふり回す娘むすめを望む人々は、それほど不ふ埒らちな振る舞いには及およばない。少なくとも城の外のように、卑ひ俗ぞくな言葉で野次られたり、下心を持って近付かれたりすることが多くないのも、この仕事が他の舞姫たちに歓かん迎げいされる理由の一つでもある。

　確かにそういう意味では、ルーナも『印持ち』に、身の危険を感じることはなかった。危険ではないのだが……。

「あいつら、変態ばっかりだから」

「変態？」

「やたらと剣を持ってきて、これを持って舞ってくれ、なんていうのはまだ許せる。この衣装に着き替がえて、っていうのもまあ……まあいい。でも、剣で切って傷をつけて欲しいなんて言われても意味が解わからない。うっかり殺しそうだ」

「あー、そりゃあ、なんというか……本物だな」

「髪かみに触さわりたいとか、目を伏ふせてる顔が好きだからずっとそうしてろとか。あ、靴くつを舐なめられそうになったこともあったな。腹立ったから、靴をぶつけて帰ってきた」

「最後のは若じやつ干かん、逆効果というかむしろご褒ほう美びだったんじゃねえかという気がするが……」

「とにかく、私はもう嫌だ。気味が悪い」

　野次られたり、触られたりするのがいいわけではないが、またあんなことになるなら、貴族なんて相手にせず、城の外で地道に働いた方がいい。他の娘たちの話を聞くと、そんな経験はあまりないらしいから、ルーナの当たりがよほど悪かっただけなのだろうが、それでももう勘かん弁べんしてほしい。

　だが、イェーガはまだ諦あきらめていないようだ。困ったようにため息をつくが、それでも続ける。

「皆みんなが皆、そこまで変なのってことはないだろ。今度こそは、いい奴がいるかもしれん」

「いいや、今度も変態に決まってる」

「変態でも、いい奴かもしれねえだろ。お前の後こう援えん者になってくれるような」

　大体の〈剣ノ舞姫〉たちが、それを望む。外から見た華はなやかさとは逆に、それほど稼かせげはしないし、それでいて危険はつきものだ。ある程度歳としを取ったら続けられない仕事でもある。目立っている若いうちに、金持ちの後援者を捕つかまえて大きく稼ぐか、いい相手を見つけて結けつ婚こんするのが、〈剣ノ舞姫〉たちの身の振り方と相場は決まっている。

「物好きな金持ちがお前に入れ上げてくれたら、しめたものじゃねえか。そしたら……もう、闘技場になんぞ立たなくてすむんだ」

　もし本当にそうなったら、経験豊富な〈剣ノ舞姫〉を失って、イェーガには痛手に違ちがいないが、彼は真しん剣けんにそう言った。彼が真実、彼女のことを思ってくれていることは知っている。幼い頃ころから何かと面めん倒どうを見てきたルーナが、この華やかだが荒あらっぽい世界にい続けることを、あまり良くは思っていないのだ。

「今いま更さら、何を言ってるんだ。そもそも、私に剣を教えたのはイェーガじゃないか」

「遊びのつもりだったんだよ！　それをお前が調子に乗って、腕うでなんか上げやがるから」

「私の腕が悪くないことは認めるんだな。なんて言われても、私は辞やめるつもりなんかない。まだ、そんなこと考えなきゃいけない歳でもないし」

「そうして余よ裕ゆうぶってるうちに、若さってのはなくなるもんなんだよ。歳食って可愛かわいげがなくなってから、どうしようもなくなったって遅おそいぞ」

「なるほど。歳を取ると可愛げがなくなってどうしようもないのか。ユミルに詳くわしく訊きいてくる」

「ちょ、ちょっと待て！」

　ルーナがわざとらしく踵きびすを返しかけると、大おお慌あわてで押し留めてくる。ユミルは元〈剣ノ舞姫〉で、身寄りのなかったルーナを引き取ってくれた人であり、そして今はイェーガの妻でもある。

「おい、卑ひ怯きようだろ！　なんでユミルに言うんだよ！」

「なんでユミルに言われたら困るんだ？」

「くっ……。いいんだよ、ユミルにはおれがいるんだから。おれみたいな、強くて優やさしくてどこから見てもいい男がついてるんだからいいの」

「ああ、ついに自分で言ってしまったか。誰も言ってくれないからな、可か哀わい想そうに」

「お前さっき、自分で自分のことなんて言ってたよ。とにかく、おれのような素す晴ばらしい男に言い寄られる心当たりもねえんなら、大人しく仕事を受けろ」

　イェーガが呆あきれた口調で命令するのは、いつものことだ。しかし、その言い方は面おも白しろくない──それではまるで、ルーナに少しも魅み力りよくがないと言われているようなものだ。

　しかし実際、そんな心当たりなど欠片かけらもない……。

「……解った」

「おお、やっと解ってくれたか。じゃあ……」

「探してくる」

「はあ？」

　イェーガが怪け訝げんそうな顔をして彼女を見やる。ルーナはきっぱりと告げた。

「強くて優しくて顔も良くて金持ちの男を探して、捕ほ獲かくする。それなら文句ないんだろう？」

　言い寄られないなら、自分から捕まえるまでだ。別にそういう男に興味はないのだが、そこらを歩いている男に端はしから声をかけていけば、一人くらいはそんなのも見つかるだろう。

　言い寄られるかどうかは解らないが、何事にもやりようはあるものだ。たとえ少しは腕に訴うつたえても、とルーナは決意していたが、

「もっ……文句大ありに決まってんだろうが！　そういうこと言ってるんじゃねえよ！　どうしてそうなんでも、腕ずくで解決しようとするんだよ！　つか通行人を襲おそうなよ!?」

　何故なぜか余計に叱しかられた。
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　土つち埃ぼこりを舞まい上げた風が、石と煉れん瓦がの街並みを吹ふき抜ぬける。天気は今日も快晴だった。強い日差しを受ける赤茶けた街に、木々の緑はほとんどない。雨が少ないわけでもないのに、帝てい都ととその周辺では植物が育ちにくいというのは、つとに知られた話だ。

　とはいえ、この街が色しき彩さいに乏とぼしいとは言えない。色とりどりの服を着た人々が、狭せまい街路に溢あふれんばかりに詰つめかけている。露ろ店てんに並べられた果実の瑞みず々みずしい輝かがやき。店同士は競きそうように、鮮あざやかな色彩の特とく殊しゆな織りの布を、日ひ除よけの庇ひさしとして広げている。

　人でごった返す市場の一角で、ルーナはそれら馴な染じみの風景を、眺ながめるともなく眺めていた。建物の壁かべに寄りかかって、ときどき、少し離はなれた店先にいる連れの様子を確かめる。まだ、生き生きと店主と値段交こう渉しようを続けているのだろうか。

　法外な値でない限りは、言い値で物を買うルーナには、あの値切りにかける情熱は理解し難がたい。そしてその温度差は、連れの方でも同じようで、「あんたはあっちへ行ってなさい。気が殺そがれるから」と、店先から追い払はらわれた。そのこと自体は構わない。むしろ退たい屈くつな場から離れられてよかったくらいだが、それにしても一体いつまで粘ねばる気なのか。

　──…………。

　離れている間に、思いがけない事故が起きたりはしないだろうか。普ふ段だんであれば馬ば鹿か馬ば鹿かしい心配も、しかし今は笑い飛ばせない。何せ相手は、普ふ通つうの身体からだではないのだから……。

　やはり行ってみるべきか。ルーナが壁から身を離して、歩き出しかけたとき。

「あの……」

　不意に、声をかけられる。自分にとは思わず、二、三歩踏ふみ出したルーナは、しかし続く問いに足を止めた。

「もしかして、あなた、ルーナ？　〈剣けんノ舞まい姫ひめ〉の」

「そうよね？　昨日、闘とう技ぎ場で見たもの！　こんなところで会えるなんて！」

　話しかけてきたのは、二人連れの少女だった。歳は十七、八くらい、ルーナとあまり変わらなく見える。どちらも、軽い布地をふんだんに使った、昨今流行はやりの装いをしていた。〈剣ノ舞姫〉が、若い娘むすめたちの間で、羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けられるようになってからの流行だ。

「握あく手しゆしてくれる？　ねえ、いつもこの辺にいるの？」

「いや、今日は人の付き添そいで……」

「いつもと違う恰かつ好こうなのね？」

　華やかな少女たちに対して、ルーナはといえば実に簡素な姿だった。飾かざり気がないと言えば多少は聞こえがいいものの、事実は野や暮ぼったいに近い。洗あらい晒ざらしの服を着て、身を飾るものの一つもない姿は、年とし頃ごろの若い娘とも思えない。闘技場に出るときは、長い髪かみを梳すいて下ろすか、風になびくことを計算に入れて見み栄ばえ良く結ゆうかどちらかだが、今は頭の上の方で、無造作に一つに束ねているだけである。

「えっと……」

　闘技場で舞わない日は、剣や舞の稽けい古こがあるし、他ほかにもいろいろと雑用があるから、動きやすくて汚よごれていい服装でなければ困る。それに第一、面倒だ。

　しかし、それを堂々と少女たちに主張するのが躊躇ためらわれたのは、彼女たちの夢を壊こわしそうな気がしたからだ。ルーナはどう言ったものか迷ったが、

「やっぱり、周りに騒さわがれると困るからでしょ！」

「うん、そう」

　何やら好意的な勘かん違ちがいをしてくれたので、息をするように噓うそをついた。ルーナは内心で謝ったが、しかし目の前の少女たちには、彼女を疑う様子など少しもなさそうだ。

　あたしも、と差し出された手を握にぎりながら、ルーナはなるべく愛あい想そよく見えるように努めた。何といっても、彼女たちは大切な客なのだ。

「ありがとう。観みに来てくれて」

「今度も行くわ。いつ出るの？」

「できれば、恰好いい剣けん闘とう士しの試合がある日がいいわ」

「ねえ、〈剣ノ舞姫〉になったら、剣闘士と仲良くなれるんでしょう。いいなあ！」

　はしゃぐ少女たちに気付かれないよう、ルーナは辺りを見回した。彼女たちは大切な客だ……しかし、こういう会話は得意ではない。できれば早く切り上げたい、と思っている彼女の目に、ふと待ち人の姿が映った。店主とどういう交渉をしたのか、袋ふくろ一いつ杯ぱいの荷物を持とうとしている……！

「あの、ごめんなさい。私、もう行かないといけないから」

　慌あわてて話を遮さえぎると、まだ話し足りないらしい少女たちは不満げな顔をした。何か適当な言葉を探さなければならない。ルーナは半ば意識せず、彼女たちの手を握ると、その瞳ひとみを覗のぞき込む。

「……また、会いに来てほしい。あなたたちのこと、待ってるから」

　それまでの口数が噓のように、少女たちは黙だまり込んだ。息を吞のんだように固まり、まじまじと彼女を見つめ返す目元がうっすら赤くなっている。何かまずいことを言っただろうか、とルーナは焦あせったが、しかし好機は今しかない。そそくさと少女たちの側そばから逃にげ出す。背後で上がった悲鳴のような声は、聞かないふりをした。

「あら、ルーナ。もうあの子たちの相手は終わったの？」

　まだ話しててもよかったのに、と言う相手は、離れて待っていたルーナと少女たちに気付いていたらしい。その手から、ルーナは急いで荷物を取り上げる。

「ユミル！　終わったら私を呼ぶって言ったじゃないか！」

「だって、あんた忙いそがしそうだったんだもの。いつも言ってるでしょう、お客さんは大事にするものだって」

「ユミルの身体の方が大事だよ。重い物は持っちゃ駄だ目めだ。お腹なかの子に良くない」

「いやね、平気よこのくらい」

　そろそろ服の上からでもはっきりと目立つようになってきた腹部を撫なでて、ユミルはあっけらかんと笑う。ルーナはため息をついた。もうじき母親になるというのに、こんなことで無事に子供に会うことができるのだろうか。

　もっとも、一度生まれて来さえすれば問題はない。ユミルはいい母親になるに違ちがいない──幼いルーナを手元に置いて、世話を焼いて育ててくれたのと同じように。

「少しくらいはね、運動した方がいいのよ。あんたもイェーガも、心配しすぎよ」

「ユミルがいい加減すぎるんだ。もし具合が悪くなったらどうするの」

「あたしとイェーガの子供なのよ。頑がん丈じように逞たくましく生まれてくるに決まってるわ」

　不満の表情を隠さないルーナに、ユミルは安心させるように言う。ルーナは答えず、彼女のすぐ横に位置を取った。激しい人波から庇かばうようにして歩く。彼女に万一のことでもあっては大変だ、何からも守らなくては。

「悪いわね、ルーナ。〈剣ノ舞姫〉様に、荷物持ちなんかさせちゃって」

「わざとらしく言わないで。ユミルだってそうだろ」

「もう違うもの。元よ、元。今みたいなやり方じゃ、あたしには無理。剣けん舞ぶはできても、剣が使えるわけじゃないからねえ。本当、結けつ婚こんして辞やめられてよかったわ」

　何気ない言葉、しかしそれがユミルの心こころ遣づかいだということを知っている。彼女は言ってくれているのだ──もう、とうに許しているのだと。

　けれど、ルーナのしたことが消えるわけではない。だからそれだけに、今を守らなければならないと思う。ユミルと、イェーガと、生まれてくる子供を。

「さあ、次はあっちよ！」

「えっ、まだ行くの？」

「何よルーナ、あんたもう疲つかれちゃったの？　情けないわねえ、何のために鍛きたえてるのよ」

「荷物持ちのためじゃない。ていうか違う、ユミルが休んでて。どこかで座っててくれたら、私が買ってくる」

「駄目。あんたに行かせたら、言い値で買ってくるでしょうが」

　疲れる色も見せず、目的地へ向かうユミルは生き生きとしたものだ。人気のある〈剣ノ舞姫〉だった頃ころは、買い物といえば綺き麗れいな衣装や装そう飾しよく品ばかり、家事など見向きもしなかったユミルだが、今はそれが随ずい分ぶんと楽しいらしい。麦や豆、肉に野菜、各種の香こう辛しん料りようの店までも次々と回っていく。

　目的のものをすべて買い揃そろえることができたのは、更さらに一刻ほど経たってからだ。袋に、最後に買った干した果物を詰つめ込むと、ルーナはずっしりと重いそれを持ち直した。

「ここでお終しまいよ。お疲れ様」

　その様子を見ながら、ユミルがそう宣言する。ルーナは思わずほっと息をつく。これでやっと帰れそうだ。荷物の重さなどはどうでもいいが、ユミルの身体を心配しながらこの人ひと混ごみをうろうろするのは、さすがに疲れた。

「付き合ってくれて、ありがとね。あんたには退たい屈くつだったでしょうけど」

「いいや、私も退屈はしてなかった。いろいろ見ていたから」

「あら？　あんたも何か探し物があったの？」

「うん。強くて優やさしくて顔が良くて金持ちな男がいないかなと思って」

「何それ？」

　唐とう突とつな発言に怪け訝げんそうな顔をするユミルに、ルーナは先日の一件を説明した。結局、あの日の仕事は別の娘が喜んで行ったが、しかしいつもそういうわけにもいかない。イェーガの組に所属している限りは、組のために稼かせがなければならないのだ。自分で稼ぐのが嫌いやなら、金のある後こう援えん者を見つけなければならない。

「そういう男を捕つかまえたら、もう貴族相手の仕事はしなくてもいいってイェーガが言うんだ」

「ああ、そういうこと……何を言い出すかと思ったら。あいつも仕方のない奴やつね。そんなこと言って、実際ルーナが男の子を連れていったら血相変えるくせに。本当に、誰だれか連れてってみたら？」

「でも、どこに行ったら見つかるのかな」

　一日、通りを見ていたのだが見つからない。そもそも強さや優しさなどというものは、見て解わかるものでもないだろうから度外視するにしても、他の項こう目もくにしたって難しい。こんな市場の人混みに、これ見よがしに着き飾かざってくる者など滅めつ多たにいない。どの男も大たい概がいは、目と耳が二つずつ、鼻と口が一つずつ付いている──どう違って、何がいいのやら。

「……ちょっと、あんた本気？　見たら解るでしょ、そんなこと！」

「解らないよ」

「もう、いつになったらあたしは、あんたから恋こいの話の一つも聞けるのかしら。せっかくあたしに似て、見た目は文句なく美少女だってのに。美男子の一人や二人、虜とりこにできなくてどうするの」

「ユミル、私たちが似ているはずはないよ」

「とにかく、男はもっと注意してよく見なさい。美男子が解らないなんて、人生損してるのよ。あれは誰が見ても楽しめる、人類の共有財産なんだから」

「誰でもって、ユミルも美男子が好きなの？」

「当たり前じゃないの。いい、上手うまくいい男を捕まえたら、ちゃんとあたしに紹しよう介かいするのよ」

「じゃあイェーガは美男子なのか」

「はあ？　あいつが？　そんなわけないわよ、あの筋肉馬ば鹿かのずんぐりむっくりが！　まあ……役に立つこともあるからいいんだけど。それに見慣れてくると、肩かたの辺りの線が逞しくていいかもって思うし、よく見たら綺麗な目だし、横顔を見たら鼻筋が通ってて……」

「うん、ごめん。なんかすごくごめん」

　いかにもこき下ろしている口調の、隠かくし切れない嬉き々きとした響ひびきに、ルーナは急いで謝った。まったく馬鹿げたことを訊きいてしまった。ユミルの一番はイェーガだから、彼以外の『いい男』のことなんて、訊いたって仕方がないのだ。

「！」

　不意に、何かにすれ違いざまぶつかられ、ルーナは意識を現実に引き戻もどされた。咄とつ嗟さに視線を向けた先には、ぶつかって大きくよろける幼い少年の姿がある。勢い余って転びそうな少年は、しかしぎりぎり体勢を立て直し、振ふり向きもせず走っていく。

「どけ！」

「！　ユミル！」

　だが、それを目で追っている暇ひまはない。すぐ側で聞こえた悲鳴に、ルーナは即そく座ざに動いていた。男たちに突つき飛ばされて倒たおれそうなユミルの身体からだを支える。すんでのところで抱だき止めたとき、わっと人の声が上がった。

「捕まえたぞ、小こ僧ぞうめ！　舐なめた真ま似ねをしてくれたな」

「逃げられると思ったのか、え？」

　先刻、ルーナにぶつかった少年が、若い男たちに囲まれている。ユミルを乱暴に突き飛ばした男たちは、彼女のことなど顧かえりみもしない。一人が、少年の胸むなぐらを摑つかんで放り投げた。倒れたところを、別の誰かが蹴けりつける。通行人はどよめいて彼らを避さけ、少し離はなれたところからその様子を窺うかがっている。

　どうやら少年は、誰かの財さい布ふを掏すり取ろうとしたらしい。決して褒ほめられたことではないが、この辺りではよくあることだ。身寄りも、行く当てもない子供は徒党を組んでこうした悪事を働き、街の者たちに眉まゆを顰ひそめられている。

　だが今、少年が痛めつけられているのを誰もが傍ぼう観かんしている理由は、それだけではない。身なりのいい若者たちの、その手に刻まれた幾き何か学がく的な模様。

　──『印持ち』か。

　貴族たちが持つ『印』は、魔ま法ほうを発現させるための基き盤ばんだという。はるか昔は、限られた能力のある者だけが、高度な訓練と複雑な手順によって操あやつる神秘だった魔法は、特とく殊しゆな印を身体に刻むという発明によって、多くの人々がより簡単に扱あつかえるようになった。逆にいえば、あの印さえあれば大概の人間が魔法を使えるようになるため、限られた者しか刻むことを許されない。つまり、貴族、あるいは金を積んでその地位を買える者だけ。

　他人が一目で見て取れる手の甲こうに印を刻むのは、周囲にその身分を知らしめるためでもある。事実、若者たちの暴行を遠巻きに見ている者のほとんどが、不快そうな、あるいは同情の表情を浮うかべていたが、それでも誰一人として、積極的に止めようとはしなかった。街の鼻つまみ者の子供のために、貴族の若者たちの機き嫌げんを損そこねて、厄やつ介かい事を背負い込むことはないと思っているのだ。

「ユミル、大だい丈じよう夫ぶ？」

　腹部を庇かばったユミルが頷うなずくのを確かめて、ルーナはとりあえず安あん堵どの息をついた。もし、彼女の身に何かあったら──転ばされでもしていたら、後こう悔かいしてもしきれないところだ。あの連中は、自分たちが何をしたか解っているのだろうか。

　解っていないのだったら──思い知らせてやる。

「──少し待ってて」

「え？　ちょっ……ルーナ！　止やめなさい！」

　慌あわてて制止するユミルの声を後ろに、ルーナはすたすたと歩き出した。遠巻きに見つめる人々の間から進み出て、男たちの方へ向かう。

「……なんだ？」

　やがて、若者の一人が彼女に気付く。ルーナは彼らの顔を順に見つめて、まず訊いた。

「ユミルを突き飛ばしたのは、誰？」

「はあ？　何を言っているんだ、お前」

「さっき、おまえたちの誰かが突き飛ばした。お腹なかに子供がいるんだ」

「知るかよ、そんなこと」

　ルーナの方に注意が向いて、少年を痛めつけていた手が止まる。何事かと振り返った別の男が、小こ馬ば鹿かにしたように笑った。

「なんだよ、この女。おかしいのか」

「待てよ、よく見たら、結構可愛かわいい顔してるじゃないか。これならまあ、ちょっと変でも許せるな」

「よし、来い。楽しませてくれたら、小こ遣づかいくらいはやってもいいぜ」

　男の一人が、強ごう引いんに彼女の腕うでを摑む。ルーナは逆らわず、声を抑おさえてもう一度尋たずねた。

「誰が、ユミルを突き飛ばした？」

「知らないって言ってるだろ。事故だろ、事故。むしろ感謝しろよ。これ以上、お前ら壁かべの外の連中が、手て癖くせの悪い小僧を生まないようにしてやったんだ」

「答えられないのか」

　再び、男たち全員の顔を見る。にやにやと笑えみを浮かべる彼らの目には、罪悪感など欠片かけらもありそうにない。

「なら──全員に仕返ししてもいいんだな」

　言うが早いか、ルーナは摑まれていた手を振り払はらった。相手の喉のど元もとに、痛つう烈れつな蹴りを叩たたき込む。恐おそろしいくらいに呆あつ気けなく、男の身体が地に崩くずれる。

「な……！」

　男たちの驚きよう愕がくの声が発せられるより早く、次の標的に向かう。素す手での戦せん闘とうは得意ではないが、仮にも剣けん闘とう士しとして訓練を受けていたのだ。不意を突かれてうろたえるような相手なら、いくらでもやりようはある。

「……この女！」

　そしてそれは、相手にも解ったのだろう。二人を倒したところで、別の男が剣を抜ぬく。細身の、見るからに実戦に使うことはなさそうな装そう飾しよくの剣だが、真剣には違ちがいない。周囲がどよめく。

「素手の女相手に、剣を抜くのか。さすが、子供を大勢で殴なぐるような連中は勇ましいな」

「ふざけやがって！　殺されたくなかったら大人しくしろ！」

　意外にも、剣の構えはそれほど悪くなかった。かつて戦場に立って血を流すことが尊ばれた時代の名残なごりか、今でも剣術は貴族の子し弟ていの教養なのだ。

　ルーナは素早く周囲を見み渡わたして、近くの店先に手ごろなものを発見した。金物を吊つり下げておく、頑がん丈じようそうな棒だ。品物が売れてしまったのか、所在なげに近くに立てかけられている。借りる、と店主に宣言したルーナは、答えも聞かずにそれを手にした。

「……なんだ？　そんな棒きれ、どうするつもりだ」

「もちろん、これでおまえを殴るに決まっている。剣じゃないのは、ちょっとした手加減だ。感謝してくれて構わない」

「！　こいつ！」

　激げき昂こうした男が斬きりかかってくる。斬り殺されてもおかしくない勢いではあったが、しかしルーナには恐れるに足りない。『斬り殺してもいい』──『斬る』という意志のない剣など、怖こわがってみせる価値もない。

　剣と打ち合い、力を逸そらす。目の詰つまった木は重く、いつも振り回している剣とはだいぶ勝手が違ったが、それで不利になるような相手ではない。敵が大おお振ぶりした隙すきを狙ねらって、鋭するどく突く。

　しかし次の瞬しゆん間かん、視界の端はしで何かが動いた。咄嗟にそちらを向いたのは、本能的な危機感の為なせる業わざだ。その正体を確かく認にんして、ルーナは息を吞のむ。何もないところに燃え上がる──紫むらさきがかった炎ほのお。

　──……魔法！

　自然界のものではない、『魔法』の炎だ。ルーナも貴族の屋や敷しきに呼ばれたとき、何度か目にしたことがある。貴族たちが住む城の中では、夜に足あし下もとを照らす明かりに、この火を使うからだ。

　けれど、その炎が生み出されるところをこの目で見るのははじめてだった。ましてや、それで攻こう撃げきされた経験などない。思わず固まってしまうルーナに、しかし紫の炎は容よう赦しやなく迫せまる。駄だ目めだ、避けられない──。

「っ！」

　不意に、胸むな元もとに痛みが走る。同時に、何かが弾はじけるような音がした。衝しよう撃げきに視界が真っ白になって、息ができない。地面がぐにゃりと歪ゆがんだような、ひどい眩暈めまい。立っていられない……。

「──ルーナ！」

　だが、悲鳴じみた声が意識を揺ゆさぶり、ルーナははっと我に返る。反射的に避けた場所を、白はく刃じんが通り過ぎる。そうだ、まだ戦いの途と中ちゆうなのだ。

　やり過ごした剣が戻もどってくる前に、敵の間合いに飛び込む。渾こん身しんの力で鳩みぞ尾おちを突つくと、相手は大きく呻うめいてその場に蹲うずくまった。

　──今のは……。

「なんだと……」

　動きを止めた敵に、それでも油断なく身構えて立つルーナの耳に、微かすかな声が聞こえた。呆ぼう然ぜんとした呟つぶやきを洩もらすのは、魔法の炎を投げつけてきた男だ。少し離れたところに立って、驚愕の表情でこちらを見ている。

「炎が……馬ば鹿かな、『印無き者』に、そんなことができるわけ……」

　しかし彼女と視線が合うと、その表情に怯おびえの色が混ざる。彼だけではない、ルーナに痛い目を見せられた他ほかの男たちも、同じ目で彼女を見ている。憤ふん怒ぬ、驚愕、混乱──そして、恐きよう怖ふ。

　どちらも、何も言わなかった。互たがいに庇い合うように、男たちはじりじりと彼女から距きよ離りを取っていく。怒いかりに駆かられて襲おそいかかってきそうな顔をしながらも、何かがそれを阻はばんでいるようだ。

　やがて、耳みみ障ざわりな舌打ちを一つ残し、男たちは背を向ける。来たときと同じく、しかしそれ以上に乱暴に人々を押し退のけて、ついにその場を立ち去った。

　張り詰めていた空気が、ようやく緩ゆるむ。周りからどっと歓かん声せいが上がって、ルーナはようやく身体からだの力を抜いた。急いで振ふり返って、ユミルの姿を捜さがす。先刻、男たちの剣を前にルーナを我に返らせた声は、確かに彼女のものだった。そうだ、ユミルはどうしているのだろう。

　しかし、相手の姿を見み出いだしたルーナは、思わずその場に立ち竦すくんでしまう。誰だれも彼もが安堵の表情を見せる中でただ一人、ユミルは強こわ張ばった顔で彼女を見つめていた──その目に、どこか怯えたような色を浮かべて。
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　結局、ルーナがユミルとともに、闘とう技ぎ場近くの住まいまで帰り着いたのは、夕暮れも終わりかけの時刻だった。予定ではもう少し早く帰ってくるはずだったのだが、例の揉もめ事のせいですっかり遅おそくなってしまった。

　ことのきっかけだった少年は、気付いたときには姿を消していた。見物人によれば、男たちの注意がルーナに移った辺りで素早く逃にげたらしい。

　少年は見つからなかったが、彼女自身の素す性じようについては、あっという間に知れ渡わたってしまった。市場で声をかけてきた少女たちのように、ルーナの顔を知っている者が野次馬の中にもいたらしい。次々と握あく手しゆを求められるわ、あちこちで呼び止められるわといった様々な足止めをやり過ごすだけでも相当にうんざりしたというのに、その上ユミルを送った先で、待ち構えていたイェーガに開口一番「ルーナ！　お前、今度は何をやらかした！」と怒ど鳴なられるに至っては、完全に閉口した。もっとも、ユミル絡がらみの事情を詳くわしく説明したら、「なんだと！　よくやった！」と一いつ瞬しゆんにして評価が反転したので、実害はなかったが。

　ユミルを送っていった後は、借りて住んでいる自分の部屋に帰ろうと思っていたが、「今日は泊とまっていきなさい」と強く言われれば断れなかった──ユミルがどういうつもりでそう言い出したのか、よく解わかっているから。

「別に、いいのに……」

　あてがわれた、狭せまいながらも居い心ごこ地ちのいい部屋に入り、ルーナは一人ため息をついた。先刻のことが、鮮あざやかに脳のう裏りに蘇よみがえる。市場で男たちを叩き伏ふせたルーナに、ユミルは怯えた目を向けた。強張った表情に感謝の笑みもなく、どころか泣きそうな顔にさえ見えた。──そして多分、すぐにその表情を隠かくせなかったことを後こう悔かいしている。

　だが、それはユミルのせいではない。誰かのせいだというのなら、それはルーナ自身のせいだ。

　身を助ける芸として、ルーナに舞まいを教えたのはユミルだったが、しかし残念なことに、その方面におけるルーナの才覚はそれほど突とつ出しゆつしたものではなかった。身体を動かす能力に不足はなくとも、それで感情を表現し見る者の心を引き込む、舞の本質ともいうべき部分でどうにも足りない。

　見る者の心を引きつけるというなら、彼女の場合は、真剣で戦ってみせる方が、よほど人の心を引くらしい。ユミルが剣闘士だったイェーガと付き合っていたのが縁えんで、闘技場に出入りするようになったルーナが、剣闘士たちを管理する興行主に目をつけられるのは早かった。いつでも話題作りに腐ふ心しんしている興行主にとっては、見た目と裏腹に腕うでの立つ少女は恰かつ好こうの材料だったのだ。

　そして、それで金を得られることを知ったルーナにとっても悪い話ではなかった。ユミルにくっついて、並の舞手として稼かせげる額など足下にも及およばない金が、たった一度の試合で簡単に手に入るのだ。これだけあれば、ユミルに頼たよらなくても生活できる。どころか、今までの恩返しだってできる。その金に自分の生命がかかっていることは解っていたが、それでも構わなかった。ただ生きていても金にならない、どころか金を食うだけだ。これだけ利率良く金に代えられるなら、そんな結構なことはない。

　──馬鹿だったのだ。かかっているのが彼女の生命だけだなんて、誰も保証はしなかったのに。

　あの日から、ユミルが彼女を恐おそれていることに気付いている。だからルーナも、ユミルの前では剣けんは持ちたくなかった。荒あらっぽいことはしたくなかったのだが……。

　──でも、あんな連中、放っとけるか。

　したくはなかったが、けれどそれでも、あの男たちを止めたことに後悔はない。妊にん婦ぷを突き飛ばして、子供を殴なぐって……市中、あんなに人がいるところで、平気で魔ま法ほうを放つような連中なのだ。思い出して、ルーナは今いま更さらながらに慄りつ然ぜんとする。もし、あの場にいた人々が巻き込まれていたらどうなったのか。剣けん闘とう試合でも、火を吐はく魔ま獣じゆうとの戦いは、最低でも三人以上の男が同時に立ち向かう大掛かりな見世物だ。武器もない素人しろうとに、避さけられるはずがない。

　いや──彼女にだって、避けられるわけはなかったはずなのだが。

　──そういえば……あれ、どうなってるんだ……？

　あとでユミルから聞き出したところによると、炎ほのおは確かにルーナに迫せまったが、彼女に触ふれる直前に消えてしまったという。彼女に向かって放ほうられた炎は、しかし不自然な軌き跡せきを描えがいて──まるで炎自体の意志であるかのように、内側から弾けるようにかき消えた。あんた何かしたの、とユミルに尋たずねられて、ルーナは大きく首を振ったものだ。

　何もしてはいない、できるはずがない──けれどあのとき、突とつ然ぜん感じた異様な感覚は、一体何だったのだろう。

　用意された寝ね間ま着きに袖そでを通す。記き憶おくを辿たどるルーナの指は、我知らず、露あらわになった胸元に向かう。触れて異常があるわけではない、けれどあのとき痛みを感じたのは、確かにここだ。いつもは注意深く隠している、胸元にある、奇き妙みような痣あざ。

　人が見れば気味悪くも、痛々しくも見える青黒い痣は、自然にできたというにはあまりにも人じん為い的な造形に見えた。幾き何か学がく的な線が幾いくつも絡からんで、複雑な形状を作っている。よく言えば咲さく花のような、悪く言えば呪のろいの刻印のような──まるで、貴族たちが持つ『印』のような。

　しかし、魔法の印は後天的につけられるものだし、第一こんなところには刻まない。身分を示すものだから、もっと人目に晒さらしやすいところになければ意味がない。

　──それに、『印』のある子供が、捨てられるわけはないし。

　この痣が本当に生まれたときからあるのか、知る者は誰もない。物心ついたときには、ルーナは既すでに一人だった。親も兄弟もなく、気付いたら娼館の下働きとして売られていた、らしい。本当なら客を取るように躾しつけられるところだが、幸か不幸か、胸の痣のせいでそうはならなかった。気色悪い痣、何かおかしな病気を持っているのではないかと忌き避ひされて、建物の中へも入れてもらえなかった。もし、ちょっとした縁がきっかけでユミルが引き取ってくれなければ、今いま頃ごろこうして五体満足に生きていたかは解らない。

　もう、痛みは少しもない。けれどあの瞬しゆん間かんの感覚は、まだ身体に染しみついている。

　──本当に……何か、病気なのかな、私。

　幼い頃ころに聞かされた言葉が蘇り、ふと不安に駆られる。だが、そんなことはあるはずがないと思い直した。これまで十数年なんともなかったのに、今頃になって病気にかかるなどというのはおかしい。

「なんでもない」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやいて、ルーナはそれきり忘れてしまうことにした。たいしたことではない。二度と会うこともない連中と、ちょっと揉めただけのことだ。

　寝しん台だいに入って、目を閉じる。昔、ユミルと二人で暮らしていたときに、ルーナが使っていた寝台は、結けつ婚こんして家を移っても、そのまま持ってきてくれたらしい。久しぶりの寝ね心ごこ地ちに安あん堵どした瞬間、何もかもがどうでもよくなり、ルーナはそれ以上の思考を手放して眠ねむりについた。

　自分のものだったはずの寝台を、懐なつかしいと感じること──その僅わずかな距きよ離り感かんには、気付かないふりをした。








[image: ３]






　思えばその日は最初から、ルーナにとっては災難ばかりの一日だった。

　闘とう技ぎ場で〈剣けんノ舞まい姫ひめ〉を務める日だったから、事前に身体からだを動かす時間を取るために早く部屋を出たのに、途と中ちゆうで迷子を拾ってしまった。泣き止やまない子供を持て余しつつ親を捜さがせば、やっと見つけた母親には誘ゆう拐かい犯扱あつかいされた。何とか誤解を解いて、やっと闘技場に辿り着いたときには時間ぎりぎり、身体を慣らす暇ひまもなく舞ぶ台たいへ叩たたき出される羽目になった。

　仕事はきちんとこなせはしたが、雇やとい主のお叱しかりは避けようもない。イェーガに怒鳴られ、午後中訓練をやらされた。理由はあるにせよ、確かに遅ち刻こくは遅刻だ。やむなしとルーナは覚かく悟ごを決めたが、イェーガが自分で剣を手にするのを見たときには、即そつ刻こく逃にげ出せば良かったと後悔した。イェーガに剣を取らせたら、現げん役えき時代は帝てい都とで屈くつ指しの剣けん闘とう士しだった技量と、無む尽じん蔵ぞうの体力で以もつて、疲つかれ果てるまで追い込まれると決まっているのだ。

　それさえ終われば帰れると信じて耐たえたのに、予定外の仕事が入ってきた。宴えん席せきで、余興の剣けん舞ぶを披ひ露ろうしろという──舞台のある酒場や、小さな劇場が催もよおす演目ではなく、個人で〈剣ノ舞姫〉を雇おうとするからには、金持ちの市民か貴族と相場が決まっていて、そしてあろうことか、これは貴族の方だった。

「だから！　私は嫌いやだってあれほど」

「もういいだろ別に。靴くつくらい舐なめさせとけ。意外とそういう奴やつの方が安全だ」

「何が安全だ！　あと靴が勿もつ体たいない！」

「投げつけるな！　とにかく、お前が行くの。ご指名だからな、代わりは不可だ」

　ルーナは思わず呻うめいた。指名であれば、断ることはできないのが決まりだ。

　その上、迎むかえの馬車まで寄よ越こされては仕方がない。急いで汗あせを流して着き替がえ、舞姫らしく身なりを整え、ルーナは馬車へ乗り込んだ。特とく殊しゆな紋もん様ようを彫ほり込まれた車体は、城じよう壁へきを通過することが許されている証あかしだ。『印無き者』が、貴族たちの住む城壁の内側へ行くには、魔法の力を付ふ与よされた物の助けが要いる。

　既に日は落ちかけて、空は濃こい藍あい色いろに染まりはじめている。通りに面した夜の店が焚たく篝かがり火びが、連なって道筋を照らした。地上に満ちる炎の温かな光は、しかしその先の異質な闇やみさえも、浮うかび上がらせているように見える。その先──闇そのものが固まったかのような、冷たく堅けん固ごな城壁は、見る者を押し潰つぶすかのような威い圧あつ感かんを持ってそびえている。

　城壁に囲まれた皇こう帝ていの居城は広大なもので、それ自体が既に一つの街とも言える。帝国を統治する様々な役所、官舎、迎げい賓ひん館かん、貴賓のための客室棟とうなどをはじめ、使用人たちの住居やその他付属の建物が立ち並んでいる。その間に張り巡めぐらされた通路は、雨風を防ぐために屋根と壁かべに覆おおわれ、城壁内のすべての建物を一つの巨きよ大だいな建築物のように繫つないでいた。建物は時代を経るごとに、上へ上へと伸のびていき、高いところでまた通路が雑多に作られる。晴れた日には、皇宮は城壁の上に燦さん然ぜんと輝かがやき、まるで羽う化かする直前まで膨ふくらんだ繭まゆのように見える。

　しかし今、夜の中で、繭は昼間の存在感が噓うそのように闇に溶とけ込み、その姿は目に見えなかった。馬車が皇宮前広場を突つっ切ると、紫むらさきの炎が城壁の一部を示すように燃えているのが見える。城門だ。

　ルーナは馬車の窓から、紫の炎が揺ゆれる様子を、息を詰つめて見守った。この炎は、もし資格のない者が門をくぐろうとすれば、立ちどころに燃え上がって阻そ止しするものと聞いていたが、ルーナが気を張ったのはそのためではない。

　馬車が門をくぐる──途と端たんに、頭の芯しんがくらりと揺れるような感覚に襲おそわれる。ほんの些さ細さいな、けれど常に感じる不快感。

　──……まただ。

　貴族の宴席に招かれるのが好きでないのは、もちろん一番の理由は変な客のせいだが、これも密ひそかな理由だ。城へ入るたびに、ほんの少し変な気分になる。たいしたことではない、動くのに支障はないくらいのものだから、誰だれにも言ったことはないけれど、いつまで経たっても慣れる気配はない。

　頭を振ふって、その感覚を追い払はらいながら、ルーナは馬車を下りた。おそらくは城に仕える召めし使つかい用の通路なのだろう、石造りの塔とう内ないはどこを見ても陰いん気きな灰色で、明かりとして灯ともされている紫の炎の他ほかは、彩いろどりの一つもない。圧あつ迫ぱく感かんさえ感じるほど高い、吹ふき抜ぬけの天てん井じよう。何層にも重なる通路に、無数の階段。ただでさえ気分が良くないのに、目が回りそうな視界だ。

　ルーナは早々に視線を上方から逸そらして、目の前だけに集中することにした。案内役の男の背だけを追ってついていく。もしはぐれたら、二度と戻もどれる気がしない。

　いつもなら、階段のどれかを上り、目的の貴族の屋や敷しきへ向かうはずだ。巨大な建物の中の部屋であることもあるし、個別の館やかたであることもあるが、どちらにしろ皇帝により城内に場所を与あたえられている以上、この通路はすべての貴族の住まいに繫がっている。あまり高層階にある家でないといいけど、とルーナは密かに願っていたが、案内された場所は、高層階でも、家でさえなかった。

「……ここは？」

　ぽっかり空いた空間に、目を瞬またたく。ルーナが連れてこられたのは、四角く、暗く、何もない部屋だった。広くもなく、狭せまくもない。何かが運び出された後の倉庫のような風ふ情ぜいだが、しかし目に見える限り、床ゆかには塵ちり一つ落ちていない。

「この先だ」

　入り口で足を止めたまま、案内人はぶっきらぼうに部屋の中を指差す。

「いいから行け。お待たせしてはならん」

　行けと言われても、この部屋には通り抜けられそうな通路も扉とびらも見当たらない。しかし案内人が顔をしかめて睨にらむので、ルーナは仕方なく中に足を踏ふみ入れた。さりげなく、帯びてきた剣けんに手をかける。行き止まりに追い込まれる、本能的な嫌けん悪お感かん。彼女のような一市民相手に、何かあるとも思えないが……それでもすぐに動けるように。

　だが、そう思っていたにもかかわらず、次の瞬間起きたことに、ルーナは咄とつ嗟さに反応できなかった。

「！」

　突とつ然ぜん、床が青白く光りはじめる。その光が不可思議な紋様を描えがいていると気付いた瞬間、言い知れぬ衝しよう撃げきに襲われた。急に床が消え去って、どこまでも落ちていくような感覚。視界が奇き妙みように捻じれ、ルーナは思わず目を閉じてしまう。痛みとも吐はき気ともつかない不快さに襲われ、たまらず膝ひざが崩くずれる。

　しかし、それはほんの僅かの間のことだったのだろう。膝ががつんと床に落ちた痛みで、ルーナははっと我に返った。床はある……消えてはいない。

「立て」

　不意に、誰かが命じる声がした。驚おどろいたルーナが顔を上げるより先に、左右の腕うでが摑つかまれる。振り払おうとするが、しかしそれより先に目に映った周りの様子に、ルーナは愕がく然ぜんとして目を見開いた。

「え……？」

　そこは既すでに、一いつ瞬しゆん前に彼女が入れられた、倉庫のような場所ではなかった。広々とした円形の部屋、床は鏡のように磨みがかれて、壁かべ際ぎわにある幾いくつもの燭しよく台だいの光を反射している。すぐそこにいたはずの案内人の姿は消え、代わりに数人の男たちが現れていた。皆みな、腰こしに剣を帯び、揃そろいの制服を着ている。濃のう色しよくの上着に、喉のどまで留める金のボタン。身に付けている、紫し暗あんの宝玉を嵌はめこんだマント留め──けれど、それは。

「……皇宮騎き士し？」

　帝国が抱かかえる数多あまたの兵の中でも、常に皇宮を警護する皇宮騎士は特別な存在だ。出自にかかわらず選ばれ、もし選ばれれば、本来貴族にしか許されない『印』を賜たまわることができる。彼らが持っている、魔ま力りよくを封ふうじて作られると言われる紫暗の宝玉は、その身分の証でもあり、城外の住民にとっても憧あこがれだ。

　わけが解わからない。その皇宮騎士が、何故なぜ彼女の腕を摑んでいるのか。そもそもここはどこなのか。

「──やはり、間ま違ちがいないのか」

　しかし彼女がその疑問を口に出す前に、再び男の声がする。両腕を摑んでいる騎士たちが威い儀ぎを正す気配を感じた。

「耐たい性せいがあるのは確かなようです。詳くわしいことは調べなければ解りませんが……まさか、このようなことがあるとは」

「とりあえずは、証言通りだな」

　感情のない声で応じて、男が近付いてきた。室内で、彼だけが皇宮騎士ではないらしい。背の高い、若い男だ。決して華か美びなところはないが、どこか目を離はなせない緊きん張ちよう感かんのような雰ふん囲い気きがある。

　男は、ルーナの前で足を止めた。と、突然その手を伸ばす。乱暴な手つきで、ぐいと彼女を上向かせると、まじまじとその顔を見下ろした。

「本当に、あの『ルーナ』か……よりにもよって、なんでおまえなんだ」

　後半は何故か顔をしかめ、男は苦々しげに言った。ルーナは啞あ然ぜんとし、男の顔を見返す。この男と、どこかで会ったことがあるだろうか。

「そっちは知らんだろうが、私はおまえをよく知っている。不本意ながら」

　男は手を放した。まるで物に対するような粗そ雑ざつな態度に、ルーナはようやく苛いら立だちが込み上げてくるのを感じた。状じよう況きようが摑めないせいで、ついぽかんとしていたが、よく考えればこんな扱あつかいをされる謂いわれはない。

「そういうそっちは誰なんだ。言っておくけど、一方的に知っているなんて言われても気持ち悪いだけだ」

　たまにいるのだ、闘とう技ぎ場で見かけただけなのに、自分を知っていて当然といった態度で迫せまってくる輩やからが。皇宮騎士をこんなことに使える以上、身分は高いのかもしれないが、しかしどう考えても頭がおかしい。変態はお断りだ、とルーナが言った瞬しゆん間かん、辺りの空気が張り詰める。騎士たちはぎょっとしたように彼女を見、無礼を咎とがめる目つきで睨んだ。

「……まあ、気持ちは解る」

　意外なことに、変態呼ばわりされた当の本人だけが落ち着いた様子だった。男は何やら同情めいた口調で呟つぶやいたが、しかしルーナが訊きき返す前に、再び冷然とした声で告げる。

「しばらく、おまえの身み柄がらは預からせてもらう。無む駄だな抵てい抗こうはしない方がいい」

「何を言って……」

「先日、市場で騒そう動どうを起こしたな」

　理り不ふ尽じんな宣告に声を上げかけたルーナは、しかし畳たたみかけるように確かく認にんされて、思わず絶句した。既に忘れかけていたが、そういえばそんなこともあった。ユミルを突き飛ばした傍ぼう若じやく無ぶ人じんな若者と対たい峙じしたときのことだ。

「あれは……騒動なんかじゃない。大体、先に剣を抜いたのは私じゃない」

　しかし、彼女の訴うつたえに誰も耳を傾かたむけないのは明らかだった。あとで聞く、という素そっ気ない返事に、ルーナはようやく事態の深刻さに気付く。もし、彼女のことを皇宮騎士に訴えたのがあのときの男たちなら、彼女の言い分など端はなから聞きはしないだろう。相手は貴族だ。
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　貴族と知っていて彼らとことを構えたのは、一番には単純に腹が立ったからだが、もう一つには、たとえルーナが少し何かしたとしても、彼らは黙だまっていると踏んでいたからだ。スリとはいえ子供をよってたかって攻こう撃げきするのは、あまり名めい誉よなこととも言えない。その上、先に剣を抜いて女に負けたとあっては、意地でも黙っていると思っていた。

　だがどうやら連中は、ルーナの想像よりはるかに自尊心に欠けるらしい。こうして城内に招き入れられたことからして、既に罠わなに違ちがいない。城外に彼女を捕とらえに行くのではなく、わざわざ偽にせの依い頼らいまで寄よ越こして、彼女を城内に呼び寄せたのだ。万が一にも、彼女を逃にがさないために……。

　──……なんで、そんなことを？

　半分は動どう揺よう、もう半分は純じゆん粋すいな疑問でそう思う。彼女を犯罪者として捕らえるつもりなら、普ふ通つうは彼女のところに兵士を送って寄越すものなのではないだろうか。こんな風に、わざわざ噓うそまででっち上げて、彼女を城へ呼び寄せるような手間をかける理由はないだろうに。

　しかしそれを口に出して問う余よ裕ゆうはなかった。このままでは抗こう弁べんさえできず、問答無用で牢ろう屋や行きだ。焦あせる気持ちを抑おさえ、ルーナは可能な限り動きを殺して辺りを確かめる。騎士は五人、壁かべに扉は四つ。一番、突とつ破ぱしやすそうなのは──背後。

「連れていけ」

　男の命令に従い、左右の腕を取った騎士がルーナを歩かせようとする。二、三歩それに従って、ルーナは素す早ばやく腕を振ふり払はらった。上手く相手の呼吸を読んで、間合いを外すやり方は、男が多い剣けん闘とう士しの世界でやっていくうちに身に付けたものだ。

　騎士たちが反応するより一瞬早く、駆かけ出す。追い付かれるより先にと、ルーナは扉を開け放ったが、しかし次の瞬間、呆あつ気けに取られて動きを止めてしまった。

「…………！」

　頰ほおを撫なでる風が冷たい。真っ先に目に入ったのは、夜空だった。雲に隠かくれて月は見えないが、地上の明かりが拡散して薄うす明あかるい空は、はじめて見る近さだ。

　扉の先は、どこにも続いていなかった。中空に張り出した広い露ろ台だいからは、帝てい都とが一望できそうだ。皇宮の、繭まゆのような外観を構成する無数の通路が、眼下にひしめきあっている。大地は見えない──恐おそろしく、高い。

　ルーナはぞっとして見下ろした。この皇宮の常として、少しばかり階段を上りはしたが、決してこれほどの高さを上ってはいないはずだ。

「残念だが」

　背後から、落ち着いた声がする。はっと我に返り振り返ったルーナの目に、慌あわてる様子もなく近付いてくる男の姿が見えた。

「ここから逃のがれる術すべはない。元来た通りに『術じゆつ式しき』を起動して、下りる以外はな。おまえがこの塔とうに閉じ込められたいというなら、それはそれで構わないが、大人しく地上に降りた方が、待たい遇ぐうはましだと思う」

　男の声こわ音ねには恫どう喝かつめいた響ひびきはなく、ただ淡たん々たんと事実を告げているだけのように聞こえたが、それは無情な宣告でもあった。彼の声に応じるように、再び騎士たちが近付いてくる。先刻、彼らの手を振り払うことができたのは、彼女がどこにも逃げられないことを知っていたからだとルーナは気付いた。

　しかし──そう簡単に、思い通りになどなってたまるものか。

「！　おい！」

　誰だれかが慌てた声を上げるのが聞こえるのに構わず、勢いをつけて露台から飛び降りる。もちろん、地上まで落ちるつもりはない。張り巡めぐらされた細い繭の糸──屋根つきの通路の上に着地する。

　設計上、そんな衝しよう撃げきは想定されていなかったのだろう。重く、深く、軋きしむような音がして、足あし下もとの通路全体が恐ろしく震ふるえた。屋根を葺ふいた真しん珠じゆ色の石にひびが入り、ばらばらと崩くずれ落ちる。しかし、とにもかくにも通路は残った。

　ルーナは、ついさっきまで自分がいたはずの露台を見上げた。一歩間違えれば、どこにも引っかからず暗くら闇やみへと落ち込んでしまう虚きよ無むの空間に隔へだてられ、それは実際の距きよ離りよりも、ずっと遠くにあるように見える。彼女を捕らえていた騎士たちが、壁から頭を出して何か叫さけんでいるようだ。しかし、そこから身を乗り出して彼女を追ってくる気配はない。

　ルーナは身を翻ひるがえして、更さらに別の通路の屋根に飛び移る。天窓を踵かかとで踏ふみ壊こわし、通路の中へ飛び下りると、とにかく彼らの手を逃れるべく、当てどもなく逃とう亡ぼうをはじめた。







　あっという間に見えなくなった少女の姿を、彼は呆気に取られて見送った。彼女がこちらを警けい戒かいしているのは解わかったし、だからこそ大人しく諦あきらめさせようと、わざわざここまで追い詰つめたのだが……まさか、この場所から逃げ出すとは。

「……なんだあれは。小こ猿ざるか」

「申し訳ありません」

　我に返った騎き士しの一人が頭を下げる。捕ほ縛ばくするべき対象を取り逃がすなど、通常ではあってはならない失態だが、彼は叱しつ責せきはしなかった。彼らに通常外の任務をさせていると、認識しているからだ。優先すべきは彼女を捕らえることではなく、決して傷つけないこと。

　そして、何より重要なことは……。

「追つい跡せきできるか」

「『術式』の魔ま力りよく痕こんが残っています」

　他ほかの者から魔力による干かん渉しようを受けたとき、人はその魔力の一部を身体からだに取り込むことになる。どの程度取り込むかは、受けた魔力の干渉、つまり『魔ま法ほう』の種類や威い力りよくによって違うが、程度の差はあれ、そうした影えい響きようを受けることには変わりがない。そして能力のある者なら、その痕こん跡せきを辿たどることができる、らしい。

　もっとも、彼には理解できない話なのだが。理論として頭にあったそれらの知識を思い出して、しかしそこでふと疑問に思う。

「……『精せい霊れいの民たみ』であっても、痕あとは残るのか？」

　伝承に残る、『輝き石せき』の主。彼らの技術の体系は、帝てい国こくの生み出した魔法とは異なる。『精霊の民』は、魔法に影響を受けないというのが定説だ。もし彼女に魔力痕が残ったなら、彼女は『精霊の民』などではなく──彼らが追う理由もまた、なくなるのではないか。

「解りません」

　問われた騎士は、困ったように答えた。なにしろ、前例のないことなのだ。帝国が成立するより前に姿を消した『精霊の民』は、現在では古い文ぶん献けんに僅わずかな記き載さいが残るだけの存在である。

「伝承通りであれば、我々が使う魔法程度では、痕など残りはしないはずです。ですが……この『術式』の影響を免まぬがれる者は、おそらくないかと」

　彼は、広間の方をちらりと振り返った。『輝石』の力をその場に定め、魔法を起こす『術式』と呼ばれる光の紋もん様ようは、強い魔力を持つ者にしか作れない代しろ物ものだが、中でもそこにあるものは、帝国屈くつ指しの大規模術式だ。……製作者がそれを作った理由は「ここまで階段上るの面めん倒どうだ。疲つかれるし」というふざけたものだが、それでも、長い帝国の歴史を通じてもほとんど例を見ないものであることは間ま違ちがいない。

　脳のう裏りに蘇よみがえるその顔に、彼は思わず顔をしかめる。あいつの作ったものならば、おそらく常識は通用しない。魔法は効かないはずの『精霊の民』に、力ちから業わざで魔力痕を残すくらいは十分にあり得る。

「とにかく、あの娘むすめを追うのが先決か」

　一いつ瞬しゆん、このことを「あいつ」に告げようかと考える。あいつなら、娘の行方ゆくえを摑つかむことも容た易やすいだろう。しかし続く一瞬で破は滅めつ的な未来が予想できて、彼はその案を早々に放ほう棄きした。──もし、この皇宮内に『ルーナ』がいると解ったら、一体何を仕出かすことか。

　危ない橋を渡わたるのは避さけるべきだ。彼は少女の逃げ去った方向を一いち瞥べつして踵きびすを返すと、付き従う騎士たちに再度命じた。

「あの娘を捜さがし出せ。──面倒な連中に悟さとられる前に、速すみやかに彼女を保護しろ」
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　皇宮の細い通路を、ルーナは一人歩いていた。向かう先はない、どころかここがどこかも解らない。できれば階段を見つけて地上に下りたかったが、どういうわけか、解りやすく上下に伸のびる階段は見つからなかった。通路が坂道になっていたり、下り階段があればその先に上り階段があるといった有様で、ほどなく距離の感覚もなくなった。

　冷たい壁かべに挟はさまれた、埃ほこりっぽい場所を歩く。城内の人目を避けようと、狭せまい場所を選び、目立たない扉とびらを開けて進んでいたら、いつの間にか壁の隙すき間まに入り込んでしまったようだ。足下を照らすのは、先刻広い通路から取ってきた燭しよく台だいの光だけ。

　──どこなんだ、ここ……。

　逃にげ出したときは、すぐにどこか外に出られると思っていたが、どうやら甘い考えだったらしい。歩いているうちに、ルーナは次し第だいに不安を覚える。人のいるところを避けたはずが、今はむしろ逆に、人に会おうにも会えなそうだ。外から見た、あまりにも巨きよ大だいな皇宮の外観を思い出すと、尚なお更さら不安が募つのる。

　その上、だんだん気分も悪くなってくる。突とつ然ぜん、見知らぬ男たちに驚おどろかされている間は忘れていたが、皇宮に入ったときから感じている不快感は未いまだ消えない。ルーナは少し立ち止まり、胸むな元もとを押さえて深呼吸をした。歩いているだけなのに、息が上がる。身体がだるいような、苦しいような、得体のしれない不調。

　体調を崩すことなんて滅めつ多たにないのに、こんなときに限ってついていない。早く家に帰りたいのに、帰り道も解らない。

　──とにかく……。

　一休みしよう。鼓こ動どうが頭に響くのを感じながら、ルーナは通路の奥まで辿り着いた。このまま際限なく歩き続けると思うと、眩暈めまいがしてくる。角を曲がって進む前に、一度現状をよく考えてみなければ。

　だが、そう思って石壁に寄りかかった瞬しゆん間かん、背中で壁ががたんと動いた。どうやらただの石壁ではなく、扉になっていたらしい。彼女が手にしている燭台の炎ほのおでは、石の扉の継つぎ目はよく見えなかったのだ。

　石壁に空いた隙間から、風が吹ふき込んでくる。ルーナは扉を開けると、急に目の前に広がった光景に驚いた。

　──……外？

　風が運ぶ微かすかな香かおりと、ざわつく緑の葉擦はずれの音。真っ先に目に入ったのは、色とりどりに足下を埋うめる花の色だった。たった今まで石造りの通路を歩いていたはずなのに、足の裏に感じる弾だん力りよくは確かに土のものだ。ついに屋外に出られたかと思ったが、そうではないらしい。見上げれば天てん井じようこそないものの、幾いくつもの塔に囲まれて、空は狭い。

　それにしても、こんな風景は見たことがない。足下に草の葉を踏みしめて、ルーナはその空間に入り込んだ。帝てい都とグラシリアは不毛の地だ。植物が育たず、作物どころか街路に緑を見ることさえない。地に茂しげっている草花も、頭上に枝を張る木々も、急に濃のう度どを増したような辺りの空気も、はじめて触ふれるものばかり。

　だが、不思議と嫌いやな感じはしなかった。堂々とした枝えだ振ぶりの木に歩み寄る。ざらつく幹の感かん触しよくにどこか温かみを感じて、ルーナは大きく息をついた。手をついて、木に寄りかかる。

「！」

　だが次の瞬間、背後で小さな音がした。草の葉を踏み分ける気配に、ルーナははっと振ふり返る。手をかけた剣けんは、剣けん舞ぶに使う刃はのないものだが、反射的に柄つかを握にぎる。

　いつの間にか、少し離はなれたところに人が立っていた。追手だろうか、と警戒したのは、しかしほんの一瞬のことだ。相手の姿を確かく認にんしたルーナは、思わず目を奪うばわれて、その場に立ちつくしてしまう。

「…………」

　それは、若い男だった。光のように澄すんだ白金の髪かみが、白はく皙せきの頰ほおに落ちかかる。すっと通った鼻び梁りようと形のいい唇くちびる、すべてが完かん璧ぺきに整った造作には、美しさを通り越こして、神がかった畏い怖ふさえ覚える。人の姿をしていても、どこか人ではないような──まるで、神々が手ずから、寸分の狂くるいもない美として作り上げた人形のような。

　目を惹ひきつけられ、というよりはむしろ呆あつ気けに取られて、ルーナは声もなくその男を見つめてしまう。男女にかかわりなく、こんなに綺き麗れいな人間をはじめて見た。客商売にはあるまじきことに、会った人間の顔をあまり覚えていられないルーナだが、この青年の顔はきっと忘れられないだろう。どこにいても──たとえ壁の外の、無数の人波の中にあっても、決して見み紛まがうことはないだろうと思えるほどの、圧あつ倒とう的な美び貌ぼう。

　青年が近付いてきても、まだルーナは動けなかった。それはひどく現実感を欠いた、幻まぼろしのような光景に思える。紫むらさきの光が照らす真っ白な花を踏ふみ分けて、彼が目の前に立つ。彼女を見つめる瞳ひとみは、鮮あざやかな緑のような、彩いろどりのない灰色のような、不思議な色をしていた。本当に見えているのか不安になるような、宝石の瞳。

「……まさか」

　彼が不意に言葉を発したので、ルーナはようやく我に返った。まるで幻のようだったから、全然気にもならなかったが、気付けば不ぶ躾しつけなまでの至近距きよ離りで見つめられている。この男は幻ではない、確かに存在する人間だと認識して身構えたルーナは、しかし続く相手の言動に目を瞬またたいた。

「その発想は、なかった……」

　え、と訊きき返す暇ひまもない。男は更さらに距離を詰つめると、彼女の背後にある幹に手をついた。あまりにも無造作な態度は、まるで彼女がそこに存在しないかのようで、ルーナは剣を抜ぬく間合いを逸いつしてしまう。彼には、彼女が見えていないのだろうか。

　だが、不思議な色の瞳は、確かに彼女を映していた。吐と息いきがかかりそうなほど近くで、男はまじまじと彼女を見つめながら、まだ何か呟つぶやいている。

「すごいな、本当に現実みたいだ。立体に構成してみるなんて！」

　面おも白しろい、と言われても、何のことやらさっぱりだ。何と言っていいか解わからないルーナだが、相手は彼女の答えを必要とはしていないらしい。

「でも、何を媒ばい体たいに使ってるんだ……それに何で彼女なんだ？　どこのどいつだ、勝手にこんな……」

「何の話だ？」

「決まってる、おれ以上に君を知っている奴やつなんて、ここには」

　次の瞬間、男は愕がく然ぜんとした表情になって言葉を切る。目を丸くして彼女を見やり、ぽかんと口を開けている様は、その神がかった美貌も形なしというところだったが、やがて啞あ然ぜんとした表情のまま呟く。

「……喋しやべった？」

「喋るとも。私に口がついているのが見えないのか？」

　思わず、厭いやみの一つも言いたくなる。先刻からこの男の振る舞まいは、まるで彼女など目に入ってはいないようだ。いや、見るだけなら、失礼なほどに凝ぎよう視しされているのだが……およそ、見知らぬ人間に取る態度ではない。

　この男は一体何者か。とりあえず、皇宮の中の住人なのは確かそうだ。飾かざり気はない、けれど品のいい身なりだから、召めし使つかいなどではなく、ここに住む貴族か何かなのだろう。

「……勝手に庭に入って悪かった。うっかり、道を間ま違ちがって」

　当たり障さわりのない言い訳をしながら、そろそろと男と距離を置く。見つかってしまった以上、外の人間だとばれないうちに退散したほうがいい。気分はいよいよ悪く、冷や汗あせさえ滲にじんでくる。どこか別の、休めるところを探さなければ……。

「──はじめてだ」

　しかし、退路は断たたれた。男は突然、素す早ばやく彼女の行く手に立つ。見上げた瞳は今度こそ、彼女を見ていた──彼女だけを。

「はじめて、君の声を聞けた。いつもあんなに近くで、君を見ているのに──君の声だけは手に入らなかった」

　嬉き々きとして男はそう言い、ルーナはますます当とう惑わくする。近くでというが、こんな男に会った記き憶おくはない。いくら何でも、こんなに目立つ顔の人間を、見落としたり忘れたりするはずがない。

「あ、ま、待って。あなたは何か勘かん違ちがいしている。私は……」

「ルーナ」

　だが、彼の口から自分の名前が出てくると、そうも言えなくなる。というか、何故なぜこの男は彼女のことを知っているのだ。まさか、先刻の騎き士したちの関係者だろうか。この男もやはり、彼女を追っているのだろうか。

　警けい戒かいも露あらわに、ルーナは男を睨にらみつける。が、衝しよう撃げきはまったく別の方向から襲おそってきた。ルーナの強こわ張ばった表情など気にも留とめず、男はにっこり笑うと、とんでもない台詞せりふを吐はいたのだ。

「愛してる」

「……は？」

「君を愛してる、ルーナ。ずっと前から、君のことだけ見てる。君の淡あわい赤みがかった髪も、闇やみの中に煌きらめく宝石のような瞳も、冷静で綺麗な顔も、柔やわらかそうな唇も真しん珠じゆ色の歯も、剝むき出しの腕うでも衣装に透すける脚あしも、他ほかの娘むすめのように偽いつわってはいない胸も大好きだ」

「気持ち悪！」

　ルーナは思わず叫さけんでしまった。商しよう売ばい柄がら、どこで誰にどう見られているか解らないものだと覚悟はしているが、面と向かって告げられるのはさすがに衝撃的だ。というか、普ふ通つうは思っていても言わない。

　だが、相手にそれを気にする様子は見られない。怒いかりと羞しゆう恥ちと嫌けん悪おがない交ぜになった彼女に睨まれても、平気な顔で勝手な言葉を続ける。

「でも、ずっと君の声だけは聞くことができなかった。今、その最後の秘密も解ったんだ。ああ、本当に声も素晴らしいな！　君は何もかもおれの理想なんだ、ルーナ」

「知るか！」

　怒りのあまり怒ど鳴なったら、頭がくらくらした。心臓が痛いほどに激しく鳴り、呼吸するのも辛つらいほど身体からだが重い。今にも失いそうな平へい衡こう感かん覚かくを必死で保ち、なんとか相手を睨んでいるルーナの前に、しかし男はにこにこしたまま何かを差し出してくる。

　彼の掌てのひらにあるのは、見慣れない物体だった。よく磨みがかれた表面をした、石のような外見だが、よく見れば薄うすく光っている。魔ま法ほうのかかった品物なのかもしれない。

「イシュト」

　腹立たしいほどの上じよう機き嫌げんで、男は嬉うれしそうに言った。

「おれの名前。呼んでみて」

「絶対嫌。それは何？」

「ああ、これ？」

　彼が応じると、石がぼんやりと光を増した。と同時に、聞き覚えのある声が聞こえる。

『おれの名前。呼んでみて』

『絶対嫌。それは何？』

『ああ、これ？』

「音を記録しておけるんだよ」

　なんでもないことのように男は言い、ルーナは驚おどろいて石を見やった。わけが解らないが、会話は寸すん分ぶん違たがわず先刻と同じで、男の声も変わらず聞こえた。強しいて言うなら自分の声は違ちがって聞こえたが、けれど言葉や発音は、確かに自分のものだと思う。

　だが、このちょっとした不思議が一体何なのか。苛いら立だって顔を上げたルーナの問いたいことが解ったのか、男はすぐに答えてくれた。もっとも、解ったのは目的だけのようだったが。

「だから、ルーナ。おれの名前を呼んでくれ。いつでも君の声を聞いていたいんだ」

「ふざけんな！」

「ふざけてなんかいない、おれは本気だ。毎朝、君の声で目を覚ましたい。これに君の声を記録して、枕まくら元もとに置いておけば、耳元で君が囁ささやいて起こしてくれる。素す敵てきだろ？」

　──殴なぐりたい。

　およそ感じたことのない感情が湧わき上がり、ルーナは思わず拳こぶしを固める。気色悪いというか腹が立つというかわけが解らないというか逃にげ出したいというか、とにかく一発くらい殴らなければ気が済まない気分だ。綺き麗れいな顔だろうがなんだろうが構うものか。

「…………」

　しかしそう思って踏み出そうとした瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん視界がぐにゃりと歪ゆがんだ。込み上げる吐き気に、崩くずれるように膝ひざが落ちる。これまでなんとか堪こらえてきたが、一度気が逸それてしまうと、もう元には戻もどれなかった。血の気が引く感覚と一緒に、意識までも遠くなる。鼓こ動どうに合わせてじりじりと痛む、胸むな元もとの──。

「……ルーナ？」

　当惑した声に呼ばれたが、返事をするどころではない。放っておいてほしいと、ルーナは声にならない声で呟つぶやいた。たいしたことではない、今日この宮殿に来るまでは、少しも体調は悪くなかったのだ。少し休めば、元に戻るはずだ。
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　何かが、蹲うずくまった彼女の身体に触ふれる。恐おそろしく冷たい、氷のような感かん触しよくにぞっとするが、すぐにそれが手だと解わかった。見知らぬ相手、しかもわけの解らない男の手など借りたくはなかったが、振ふり払はらう力も入らない。ルーナはぎゅっと目を閉じて、されるがままになっていた。何か考えるような余よ裕ゆうはなく……それに、優やさしく触れられると、何故か少し楽になるような気がする。

　しかし、そんな心ここ地ち良さはすぐに飛んでいってしまう。冷たい手が、いきなり首筋を撫なでた。

「少し我が慢まんして」

　耳元で囁く声。答える暇ひまもなく、襟えりを探さぐられる。ひやりとした外気が、本来服に覆おおわれているはずの肌はだには鋭するどく感じられた。ボタンを外されたと認にん識しきするより先に、白金の髪かみが彼女の視線の高さまで下りてくる。男は彼女の前に跪ひざまずき、素早く、けれど恭うやうやしくともいえる態度で、露わになった彼女の肌に口付けた──鎖さ骨こつの下、決して人目に触れさせることのない、奇き妙みようで不気味な、彼女の『痣あざ』に。

「────!!」

　一気に頭に血が上る。言葉にならない悲鳴を上げて、ルーナはそれまでの願い通り、思いきり、目の前の綺麗な顔を引っ叩ぱたいた。
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　はっと気がつくと、ルーナは見知らぬ場所にいた。

　真っ先に目に入ってきたのは、見慣れない天てん井じようだ。いつも寝ね起おきしている狭せま苦くるしい部屋のものよりも、倍も高い位置に見える。真っ白な地に薄うす青あおで描えがかれた幾き何か学がく模様は、豪ごう奢しやというよりは素そっ気ないほど無機質な印象だったが、それでもここが、彼女には想像もつかない贅ぜいをこらした場所であることは容易に知れた。希少な鉱石から作られる独特の青は、富の象しよう徴ちようである。

　その天井を見上げて、彼女は寝しん台だいに横になっていた。背に感じる、柔らかいけれど確かな弾だん力りよく。さらりと肌に触れる敷布、いい香かおりのする枕まくら、重さを感じない、上等な上うわ掛がけ……。

「…………！」

　ルーナは弾はじかれたように身を起こした。ここはどこだろう、まったく覚えのない場所だ。いつ、こんなところにきてしまったのか。そもそも、何があってこんな……。

「目が覚めた？」

　しかしそれらを思い出す前に、突然すぐ側そばで声がして、ルーナは心臓が止まりそうになった。視界の外に人がいるなど、気が付きもしなかったのだ。仮にも剣けんを取る者としては不覚と言うよりないが、こちらを覗のぞき込む声の主を目にした途と端たん、何もかも思い出した。白金の髪、灰色がかった寒色の瞳ひとみ──一度見たら忘れない、忘れられない圧あつ倒とう的な美び貌ぼう。

「もう少し、眠ねむっていてもよかったのに。君の瞳が見られないのは残念だけど、寝ね顔がおもすごく可愛かわいい」

　寝台の側に座って、その男はにこにこしている。誰だれであれ思わず目を奪うばわれる、うっとりするほど綺麗な笑えみに、しかしルーナの心臓がどきりとしたのは、決してときめきの類たぐいではない。

　──よくも、ふざけた真ま似ねを。

　偶ぐう然ぜん迷い込んだ皇宮の庭園で、この男と遭そう遇ぐうした。そうこうしているうちに、立っていられないほど気分が悪くなって……なのにこいつときたら、とんでもないことをしてくれたのだ。

　しかし、思わず彼を引っ叩いて、その後のことは記き憶おくにない。ルーナは慌あわてて、自分の状じよう況きようを確認した。舞まいの仕事をするときはいつもそうするように、凝こった形に結ゆっていたはずの髪が、いつの間にかきれいに解かれているのに気付いたときには愕がく然ぜんとしたが、すぐに寝台横の卓たくの上に、髪留めや飾かざりの類がきちんと並べて置かれているのを発見した。どうやら誰かが、枕に頭を預けるのに邪じや魔まになると判断して、外してくれただけのようだ。服も元のまま、乱れたところもない……胸元のボタンも、今はちゃんと留められている。

　とりあえず今は、変なことは何も起きていない。一通り我が身を確かめて、ルーナはほっと息をつきかけたが、しかしそこで視線を感じて中止した。振り向けば、男はまだじっと彼女を見つめている。

「……なんで、じろじろ見てるんだ？」

「君が綺麗だから」

　彼は間かん髪はつ容いれずに答えた。ルーナの不ふ審しんの表情に気付いているのかいないのか、にこやかな表情を少しも変えない。害意はなさそうだが、しかしそう凝ぎよう視しされては居い心ごこ地ちが悪い。鏡でも見てろ、とルーナは思った。

「人を観察するのは止やめてくれ。気分が悪い」

　室内の明かりに照らされる相手の瞳は、記憶よりも暗い灰色がかっているように見える。温かい色合いの炎ほのおの赤で、淡あわい緑色が飛んでしまうのだろう……と考えて、ルーナははじめて気がついた。暖色の灯火──本物の炎だ。皇宮内で明かりとして使われる、魔法の炎とは違う。

「気分悪い？」

　彼女の言葉に、ふと男が表情を変えた。真顔になって、その不思議な色の瞳を僅わずかに眇すがめて彼女を見る。

「おかしいな。あれで干かん渉しようは防げると思ったんだけど──」

　次の瞬間、ルーナは言葉にならない声を上げそうになった。何気なく、本当に何気なく、男が彼女に手を伸のばしてきたからだ。その指が彼女の胸元のボタンを探るのと、ルーナが片手を振り上げるのとはほとんど同時だった。──一度ならず、二度までも！

「触さわるな！」

　伸ばされてきた手を、弾くように振り払う。相手の動きが止まった一いつ瞬しゆんに、すかさず腕うでを伸ばした。摑つかんだのは、寝台の側に置かれていた彼女の剣だ。鞘さやを放ほうるように抜ぬいて、男の喉のどに突つきつける。

「私に近付くな──動いたら、ただじゃおかない」

　剣けん舞ぶに使う、刃はのない剣。しかしそれでも、首を狙ねらって一いち撃げきされればただではすまないことは、誰にでも解るはずだ。動きを止めた男を、ルーナは油断なく見つめる。男が退くまでは、剣を引くつもりはない。

「！」

　つもりはなかったはずなのだが、しかし次の瞬間、ルーナは自分からその剣を引いてしまった。男が表情一つ変えず、再び動き出したからだ。なんの躊躇ためらいも、恐きよう怖ふもなく、彼女を覗き込んでくる。突きつけられた剣など見えてもいないような動きで──まるで、自分から喉を刺さし貫つらぬこうとでもいうような。

「ちょっ、危な……！」

　もしルーナが、一瞬でも剣を引くのを遅おくらせていたら、殺しはしないまでもひどい怪け我がを負わせただろう。あまりのことにルーナは啞あ然ぜんとしたが、しかし彼はそんなことなど気にも留めていないようだ。固まってしまった彼女に手を伸ばすと、胸むな元もとのボタンを外してしまう。我に返った彼女が払い除のける前に手を引くと、男は至し極ごく満足そうに言った。

「──ああ、大だい丈じよう夫ぶ。やっぱり、おれは間ま違ちがってない。君の『痣』は、とりあえず封ふうじておいたから」

　何か失敗したかと思った、という声を、ルーナは聞いてはいられなかった。目の前の男を、まじまじと見つめる。依い然ぜんとして、彼は穏おだやかな様子だったが、今はそれがひどく不気味に見える。

　どんな人間でも、喉のど元もとに剣を突きつけられて平気な者はない──平気な振りをすることはできるが、その場合でも、自らに降りかかるであろう苦痛を避さけようと、必死で算段を巡めぐらすものだ。だが、この男にはそれがなかった。彼女が必ず剣を引くと、解っていなければできないほど無造作な動き……だが、そんなことは有り得ない。あの瞬しゆん間かんまで、彼女には剣を引く気など欠片かけらもなかったのだから。

「おまえ……何なんだ？」

　あまりにも些さ細さいな、しかし強きよう烈れつな違い和わ感かん。人並み外れた男の美しさが、その感覚に更さらに拍はく車しやをかける。こんな人間が、本当にいるのだろうか。これはもっと──異質な、何か。

　しかし男は、たった今自分がしでかしたことなど、欠片も意識していないらしい。未いまだ剣を握にぎりしめたままのルーナを、何故なぜか嬉うれしそうに眺ながめると、無む邪じや気きな様子で小首を傾かしげる。

「あれ、おれの自己紹しよう介かい、覚えてくれてない？」

「いや、自己紹介とかじゃなく……」

「イシュトって呼んでくれって言っただろう？　こうして君の声が聞けるなんて、本当に思いもしなかったんだ。はじめて、闘とう技ぎ場で君の姿を見たときからずっと──愛してる」

　ああ、そういえば何やらそんな戯たわ言ごとを言われたような気がする。ほとんど記憶から抹まつ消しようしかけていた台詞せりふを再度持ち出され、ルーナは剣を握る手から、力が抜けそうになるのを感じた。つまりこの男は、〈剣けんノ舞まい姫ひめ〉である彼女の客なのだろう。衆人の前で芸を売ることで向けられる、そうした一方的な好意には慣れているが、それにしてもここまで頭の中身を疑いたくなる言葉は滅めつ多たに聞かない。客が、しかも皇宮に住まう貴族が、〈剣ノ舞姫〉とはいえ一いつ介かいの『印無き者』にくれるとしたら、金か、それに類するものしか有り得ないのに。

　──何だこいつ……。

　何が愛だ。金目の物をくれるならまだしも、そんな言葉一つで何かを期待しているのなら大おお間ま違ちがいだ。金持ちなら金持ちらしく、贔ひ屓いきにしてやるとか、目をかけてやっているとか、それらしいことを言えばいいのに……と思いかけたルーナは、そこでふと気がついた。先刻、彼女に触ふれた、白い手──『印』は見当たらない。

「おまえは、貴族じゃないのか」

　貴族なら、魔ま法ほうの印を手に持つものだ。それが見当たらないということは、彼はそうした身分ではないのだろう。しかし、貴族でないのならどうして城の内側に住んでいるのか。どう見ても、城仕えの使用人には見えない。

　問われた男は、一瞬、当とう惑わくしたようだった。目を瞬またたいて彼女を見たが、ルーナの視線を辿たどって意図を悟さとったようだ。納なつ得とくしたように笑って、両手を裏表にひらひらさせてみせた。滑なめらかな肌はだには傷一つない、一目で労働とは無む縁えんと解わかる、綺き麗れいな手。

「ああ、印がないからか。うん、そうだ、貴族じゃない」

「貴族じゃないのに、どうして城の中にいるんだ」

「ときどきは、そういうのもいるよ。この城には、とんでもなく人がいるみたいだから。それに、貴族じゃないのは君も同じじゃないか」

「私？　私は住んでるわけじゃない。ここには仕事で呼ばれて……」

「──皇宮騎き士しに追われて逃にげ出した」

「！」

　当たり前のように男がそう言って、ルーナは思わず息を吞のんだ。再び剣を握りしめる彼女の前で、しかし彼は少しも動じる様子はない。

「でも、すごいな。どうやって逃げ出したの？　君の剣けんの腕が優すぐれているのは知っているけど、それでも、彼らが君一人を相手にできないとも思えないんだけど」

　その上、吞のん気きな口調でそんなことまで訊きいてくる。いかにも他人ひと事ごとなその問いが終わらないうちに、ルーナは寝しん台だいから飛び降りていた。脳のう裏りで警けい鐘しようが鳴り響ひびく。

　皇宮騎士は、皇こう帝ていの直属だ。彼らの行動は、皇帝の意志という権けん威いに裏打ちされている。妨さまたげられる者はなく、それを望む者もまたいない──この男が、彼女が騎士たちに追われていることを知っているのなら、既すでに彼女の所在を知らせているかもしれない。今ここに、騎士たちが踏ふみ込んできてもおかしくない。

　──迂う闊かつだった。

　ぼんやりしている暇ひまなどなかったのだ。一呼吸に満たない間で剣を構えると、ルーナは退路を探す。窓には厚いカーテンがかかっていて、外の様子は解らない。扉とびらは部屋の反対側……。

　しかし次の瞬間、その景色がぐるりと回った。いや、回ったのは景色ではなく、彼女の視界の方だ。身体からだに力が入らない。鈍にぶった平へい衡こう感かん覚かくが、それでも上体が傾かたむくのを感知したときには、踏みしめていたはずの床ゆかが近付いていた。直後に来るはずの衝しよう撃げきに、反射的に身構える。

「ルーナ」

　けれど、名を呼ぶ声が耳元で囁ささやくのと同時に、視界のぶれが収まった。冷たい床の感かん触しよくの代わりに、何かが彼女を支えている。それが男の腕で、自分が彼に抱だき止められたと気付いたときには、ルーナは完全に自由を奪うばわれていた。慌あわてて身み動じろぎするものの、もう遅おそい。彼は彼女の身体に腕を回すと、そのまましっかり抱きしめる。

「な……！」

「じっとして」

　上げかけた声に、囁きが応じる。ルーナは更にもがいたが、彼女が相手を突き飛ばす前に、ふっと拘こう束そくが解けた。座り込んだのは、柔やわらかい布地の上──さっきまでいた寝台の上。

　ふらつく頭を押さえながら、ルーナはようやく、彼が自分を助けてくれたことに気付いた。倒たおれそうな彼女を支えて、寝台に戻もどしてくれたらしい。咄とつ嗟さに警けい戒かいして突き飛ばそうとしたことを、一瞬反省しかけたが、しかし続く彼の行動にその思いもかき消えた。

「びっくりした。いきなり倒れたりしないでくれ。──傷でもついたら嫌いやだ」

　頰ほおに触れる、冷たい感触。無ぶ遠えん慮りよな仕草に、はっとルーナが視線を向けると、端たん整せいな顔が恐おそろしく近くにあった。ルーナはぎょっとして言葉を失ったが、男は少しも気にかける様子はない。明らかに近すぎるその距きよ離りに、間近で合った視線に、ルーナは妙みような動どう悸きを覚える。いくら何でも近すぎる──けれどそうして彼女を見つめているはずの瞳ひとみが、まるでこちらを映してもいないような気がするのは何故だろう。

　宝石のような瞳だ。綺麗で、見る者を惹ひきつける──血の通わない、虚うつろな光。

「だから、ここで休んでいるといい。きっとまだ、酔よいが抜ぬけないんだろう」

　やがて、一通り彼女を眺め回して満足したのか、彼がそう言って手を離はなしたので、ルーナははっと我に返った。そうだった、こんな男に好き放題観賞されている場合ではない。

　だが、立ち上がろうとするとやはり目が回る。先刻、庭園に迷い込んでしまったときほどひどくはないが、頭の芯しんがふわふわとして定まらない感覚は今も続いている。顔をしかめて小さく舌打ちするルーナに、男はそら見たことかといわんばかりの笑え顔がおになった。

「ほら、やっぱり無理じゃないか。遠えん慮りよすることはないよ。むしろ、ずっとここにいたらいいとおれは思うんだけどどうかな」

「……他人の不幸を笑うなんて、どういう神経だ」

「今、気分が悪いのはすぐに治まる。酔ってるだけだ、たいしたことない。うん、たまにはそんな風に、調子悪そうな顔をしているのを見るのも悪くないな。君は滅多にそんな顔しないから」

　悪意などまるでなさそうな口調、しかし言っていることには情の欠片もない。眩暈めまいを堪こらえ、ルーナは相手を睨にらみつける。実際に具合を悪くしている人間を前にして、よくも軽く言ってくれるものだ。労いたわれとは言わないが、もう少し言い方があるだろうに。

「私は酒なんか飲んでないぞ。酔ってなんかいるものか」

「酒じゃない。君のそれは、魔法に酔ってるんだ」

　一方的な決めつけに抗こう議ぎするつもりで、つっけんどんに言い返したルーナだが、しかし思いがけない相手の答えに当惑してしまう。『魔法』とは、貴族たちが当たり前のように使うあの『魔法』のことだろうか。しかしもちろん、魔法の印を持たない彼女には無縁のものだ。そもそも、『魔法』で酔ったりするなんて、聞いたことがない。

「……酒を飲まなくても酔える魔法があるのか？　何が楽しいんだ」

「そんな魔法はないよ。単に、君の身体が魔法というものを受け付けないだけだ──君が、その痣あざを持っている以上」

　彼の言葉が何のことを言っているのかを悟り、ルーナは思わず胸むな元もとを押さえた。たちまち蘇よみがえる記き憶おくは、先刻、庭で気を失う直前のものだ。耳元で何か囁く声、答える間もなく、這はってきた指が器用にボタンを外して……冷たい感触が、肌に触れる。氷のような、けれど確かに柔らかさを感じる──一いつ瞬しゆんの口づけ。

　思い出した途と端たん、かっと頭に血が上る。気付けば、ルーナは枕まくらを引っ摑つかんで、目の前の男の顔面に叩たたきつけていた。

「……っの、変態！　よくも、あんな真ま似ねをしてくれたな！」

「？　あんなって？」

　突とつ然ぜん、枕を投げつけられた男は、しかし彼女の怒いかりを全く理解していないようだ。柔らかい枕はさして痛くもなかったらしく、彼はそれを抱かかえたまま、きょとんと彼女を見返した。

「さっきの今で、もう忘れたとは言わせない！　人の身体に、勝手に……」

　勝手に何をしたのか、口に出して訴うつたえることはできなかった。普ふ段だんは人目にさえ触れないようにしている痣を見られた挙げ句、あんな行こう為いを許すなんて、屈くつ辱じよく以外の何物でもない。たまらなく嫌だし、悔くやしくてならないが……それにしても何故なぜこんなに、動悸がしてくるのだろう。頭が熱くなって、うまく考えがまとまらない。剣の勝負で後おくれをとったときも、屈辱は同じことだが、こんな風にいても立ってもいられないような気分になったことはないのに。

「ああ、なんだ」

　しかし、彼女にそう責められても、相手にはまるで応えた様子はない。彼女が言わんとする行為のことは伝わったらしく、ようやく思い当たったというような声を上げると、小さく肩かたを竦すくめてみせる。

「もしかして、怒おこってるの？　どうして？　君はおれに感謝してくれてもいいはずなんだけど」

「感謝!?」

「放っといて、君がへたり込むのを見ててもよかったんだけど、うっかり死なれたりしたらまずいかなと思って、君の『痣』を封ふうじておいた。それは『印』と似て非なるものだ。『輝き石せき』の力を使うみたいに魔法に触れると、君の身体に負担がかかる」

　反省どころか、なにやら人としていかがなものかという台詞せりふが出てくるが、しかしルーナはすぐにそれを指し摘てきすることができなかった。それよりもっと気になる言葉が出てきたからだ。ルーナは半ば無意識に胸元に触ふれた。この痣がどうしたというのか。『輝石』？

「あれ……もしかして、何も知らない？」

　彼女の当とう惑わくは、しかしどういうわけか、相手にとっても意外だったらしい。わけが解わからず、眉まゆを顰ひそめるルーナに、彼はさらに問うた。

「誰だれも、君に言わなかったのか？　君に逃にげられた皇宮騎き士しの誰も？」

「！　なんでそんなこと……」

「だって、それが理由だからさ。彼らが君を欲しがるのは、君にその痣があるからだ。それは『輝石』を支配する『印』──『精せい霊れいの民たみ』の血を継つぐ証あかしだ」

「……なんだそれ」

　ますますわけが解らない。物心ついたときからそこにあった奇き妙みような痣は、しかし見た目がよくないというだけで、何の意味も持たなかった。気味悪がられることはあっても、何か価値があると思う者はこれまでなかった。……ごく幼い頃ころは、こんな痣があるから捨てられたのだろうかと考えたりもしたが、顔も知らない両親のことは、結局今も、何も解らないままだ。

「誰の……血を継いでるって？」

「『精霊の民』だよ。もう、伝承の中にしか残っていない、古い古い一族だ」

　はるか昔──このフォーセガルド帝てい国こくが興おこるよりさらに前、この地を支配していた人々を、後世の人々はそう名付けている。彼ら自身がどう呼んでいたかは知る術すべがない。彼らはあるとき忽こつ然ぜんと、大陸全土から姿を消してしまったからだ。残したのはわずかな伝承と、朽くちかけた遺い跡せき……。

「それと、『輝石』」

「『輝石』？」

「彼らの力の結けつ晶しようだ。彼らは優すぐれた技術を持っていて、この世界のあらゆるところから力を引き出して、いろいろなことに使っていたらしい。ちょうど、帝国の人間が『魔ま法ほう』を使うみたいに」

「……よく解らないんだけど」

「うん、どういう技術だったのかは解ってない。ずっと、誰にも解らないんだ。はっきりしているのは、『輝石』っていう力の塊かたまりが、確かに存在していることだけだ」

『輝石』という名前も、後世の命名だ。現在では失われてしまった技術によって膨ぼう大だいな力を集積した、光り輝かがやく石のような外観のその装置は、『精霊の民』の遺物の中でも特異な存在だった。他ほかに見つかった数少ない遺物は、そのほとんどが遺い棄きされ、崩ほう壊かいしかけて、本来の姿も働きも完全には留とどめていないのに対し、『輝石』は生き続けているのだ──打ち捨てられ、主を失った今もなお、得体の知れない力を溜ため込み続けている。

「でも、正体が解らなくても力は力だ。そこにあるのに、使わない手はない。『精霊の民』の技術が手に入れられないなら、別のやり方で利用すればいい。──宝箱の中身を盗とるのに、鍵かぎが開かないくらいで諦あきらめるなんて馬ば鹿かげてるだろう。どうせ盗るなら、箱を壊こわして蓋ふたをこじ開けたって何の問題もない」

「そんな無茶苦茶な」

「おれがやったんじゃないよ。やったのはヴァルシウスだ。六百年くらい前に」

　あまりにも何気なく口にされた年月に、ルーナは目を瞬またたいた。また恐おそろしく昔の話だ。六百年前といえば、ちょうどこの国が生まれたくらいの……と考えかけてふと気付く。

「ヴァルシウス……って、それもしかして、皇祖ヴァルシウス帝てい？」

　この国の人間なら、子供でも知っている名だ。フォーセガルド建国の祖、初代皇帝ヴァルシウスの業績は半ば伝説化して、広く民衆に知られている。それまでは一地方をひっそりと占しめているに過ぎなかった小国を、一代で大陸の覇は権けんを争うほどの強国にしたのだ。その後の帝国の発展の礎いしずえを築いた偉い大だいな皇帝として、今なお人々の崇すう敬けいを集めている。

「今、この国で扱あつかわれている『魔法』は、元々彼が持ち込んだものだ。ヴァルシウスは冴さえない男だったが、術者としてはなかなか腕うでが良かった。『輝石』に何重もの術をかけて、引き出した力を『精霊の民』でなくても利用できるものに変えることに成功したんだ。おかげで、滅めつ亡ぼうを待つだけだった彼の国は、逆にその力で大国にのし上がった」

「……いいのか、そんなこと言って」

　別に愛国心だの忠誠心だのに満ち溢あふれているわけではないルーナだが、それでも人並み程度の常識はあるから、建国の皇帝は敬うべきだということくらいは認にん識しきしている。しかしその人物を指して「冴えない男」とは、よくも言うものだ。不敬罪で捕つかまってしまえ、とルーナは半眼で彼を見やったが、その念は伝わらなかったらしい。男は涼すずしい顔をして、解った？　と逆に彼女に問いかける。

「？　何が」

「どうして、皇宮騎士が君を追ってるのかってことさ。ヴァルシウスの術式以降、『輝石』はこの国の魔法の根源だ」

　そしてこのフォーセガルドは、まさにその魔法によって発展を遂とげてきた国だ。魔法の恩おん恵けいを受ける『印』を持つ者と、そうでない者の間に厳然と横たわる格差は、この国のあり方を象しよう徴ちようしている。国境では魔法の力によって他国を退け、それによって国内の安定が保たれている現実は、直接は魔法と関かかわりを持たない、ルーナのような壁かべの外の『印無き者』にも十分認識されていることである。現在のところ、魔法の力なくしては、この国は一日だって立ち行かないだろう。

　だが、国の礎、全すべての根源である『輝石』は、実はこの国のものではないのだ。何故動いているのか、正しい使い方さえ解らない厄やつ介かいな、『精霊の民』の遺産。

「長い間、他人の落とし物を我が物顔で使ってきたところに、今になって落とし主が帰ってきたんだ。慌あわてもするよ。──ルーナ、君は『輝石』の正統な主だ。君は一人で、この国の全てをひっくり返せる可能性がある」

「…………」

　さらりととんでもないことを言われる。咄とつ嗟さに返す言葉が出てこず、ルーナは呆ほうけたように相手を見返すよりなかった。一体、こいつは何を言っているのか。いや、言っていることは解るが、だからといって到とう底てい信じられるものではない。

『精霊の民』なんてはじめて聞いた。『輝石』なんて見たこともない。なのにどうしてそんな理由で、追われなければならないのか。

「そんなこと言われても知らない。『輝石』なんか要いらないし、別に国をひっくり返したりもしたくない。ていうか、やり方が解らない」

　百歩譲ゆずって、彼女が『精霊の民』とやらの血を引いていたとしても、それだけで何が起こるとも思えない。ルーナは彼女自身のことを、ほとんどと言っていいほど知らないのだ。両親のことも生まれた場所も、本当は歳としだってはっきりと解らない。血けつ縁えん上の先祖が何者であれ、彼らがどんな知識を残したか、彼女にはまるで知ることはできない。

「それは関係ない」

　だというのに、目の前の男は無情にも、彼女の言い分をあっさり却きやつ下かする。

「『精霊の民』は、言い伝えなんて頼たよりないものに、自分たちの技術を託たくしたりはしない。彼らの技術についての記録が、ほとんど残っていないのがいい証しよう拠こだ。彼らには、そんなことをする必要がなかった──必要なことは全て、血で受け継ぐことができた」

　その結果が、彼女の持つ痣あざだと彼は言った。それは決して自然のものではない──生まれてくる子供に、人じん為い的な形質を受け継がせることができるような技術を、彼らは持っていたのだ。

「そんな……偶ぐう然ぜんだろ」

「君のそれは、魔法の『印』と似たようなものだよ。使う力が、魔法か、よく解らない何かであるかの違ちがいだけだ。ただ、この国で使われる魔法っていうのは、『輝き石せき』の力をヴァルシウスの術式で歪ゆがめたものだから、その痣が変に反応して、調子が悪くなるんだろう。だから、おれが痣の力を封ふうじたら、まあまあましになったんじゃないか」

「封じるって、どうやって？」

「さっきの今で、もう忘れたの？」

　何気なく尋たずねた質問に、聞き覚えのある言葉が返ってくる。彼が意地悪く笑うのを見て、ルーナはそもそものきっかけとなった一件を思い出した。庭園で、胸むな元もとの痣に口付けられた──もしかして、あれがそういう魔法だったのか……。

「……って、本当にそうか!?　他にやりようがあったんじゃないのか？」

「あるけど、手間も時間もかかるよ。あと、服脱ぬいでもらわないと」

「噓うそ!?」

「口付けは、一番単純な魔法の発動条件だ。術式も呪じゆ文もんも要らない」

　とんでもない答えに、ルーナはぎょっとして固まったが、しかし彼の方は平然としたものだ。言葉だけ聞けば邪よこしまな意図が窺うかがえそうなもので、もし同じ言葉を宴えん席せきで言われたなら、手元が狂くるったふりでもして近くに短たん剣けんか何かを投げつけてやるところだが、何故なぜか彼の言い方には、そうした欲よく望ぼうめいたものが欠片かけらも感じられない。

　いや、今だけではない。ずっとそうだと、ルーナは改めて気がついた。この男は、普ふ段だんの彼女の客とは違う、全然別の生き物だ。彼女を金で買わず、思い通りに動かそうともせず、愛しているなんて囁ささやいて──けれどそれはどこかひどく無機質な、血の通わない響ひびきに聞こえる。ちょうど彼の、まるで夢で作られたような、現実感を欠いた美び貌ぼうと同じように。

　きっと、この男に他意はない。おそらくはその言葉通りに、彼女の痣の力とやらを封じただけなのだろう。けれどそう思った瞬しゆん間かん、前とは違う腹立たしさが湧わき上がってきて、ルーナの気分は少しも晴れなかった。身の危険を感じるような際きわどい目で見られたいとは思わないが……しかしまったく『他意がない』のもどうなのか。というか、何故彼女ばかりが、こうもどぎまぎしていなければならないのか。不公平にも程ほどがある。

　──忘れよう……。

　男から目を逸そらして、ルーナは内心で思い決めた。道みち端ばたで小石に躓つまずいたくらいの、何の意味もない事故だ。彼は魔ま法ほうで、彼女を助けてくれただけ……。

　──……ん？

　だが、そこまで考えて、ルーナはおかしなことに気がついた。再び、男に視線を戻もどす。しげしげと眺ながめるのは、彼の滑なめらかな手。

「……ちょっと待て。おまえ、さっき、貴族じゃないって言わなかったか？」

「？　そうだけど」

　貴族が手の甲こうに刻む『印』は、魔法を使うためのものだ。しかしこの男の手にはどう見ても、印が刻まれてはいない。一体どういうことだと詰きつ問もんするルーナを、男はきょとんと見返した。何を言われているのか解わからないといった顔をしていたが、彼女が印の件を指し摘てきすると、心底驚おどろいたように声を上げる。

「ああ！　もしかして、『印』がなければ魔法が扱あつかえないと思っているのか」

「もしかしてって、普ふ通つうそうだろう」

「なくたって使えるよ。当たり前じゃないか。あれが発明されるまでは、誰だれも『印』なんか持たずに魔法を使っていたんだから」

　だが、それは随ずい分ぶん昔のことだと聞いている。そしてその頃ころの魔法は、今よりもずっと扱える者の少ない、神秘の業わざだったのだ。それを誰でも扱えるようにするために『印』が発明されたのだから、なるほど元々その能力がある者であれば、『印』などなくとも構わないのだろうが、しかしルーナにはにわかに信じがたい話である。そんなことができる人間を、見たことがない。

　もし実在するにしても、この広大な帝てい国こくでほんの数人くらいだろう。目の前の男が、その希少な数人のうちに入るのだろうか。

「じゃあ、証拠を見せてくれ」

「証拠？」

「おまえが本当に、魔法を使える証拠」

　正確には、知りたいのは「胸元に口付けしてきた正当な理由の証拠」なのだが、そこは黙だまってルーナは問うた。もしでたらめを言っているのなら、とりあえずもう一発くらいは殴なぐって、相応の金でも取ってやる。

　そう思って目を眇すがめて睨にらむルーナの目の前で、男は戸と惑まどったようだった。といっても、都合の悪いことを訊きかれて焦あせっているというようではない。彼は目を瞬またたくと、心底困った顔で逆に問い返してくる。

「そんなこと言われたの、はじめてだな……証拠って、どうすればいい？」

「どうって、何か魔法を見せてくれればいいじゃないか。この目で見たら、おまえの言うことを信じるとも」

「この目で見たら……？」

　彼はそう呟つぶやいて、それきり少しの間黙り込んだ。なおも何か考え込んでいたが、やがて何かを思い決めたように一つ頷うなずく。

「まあいいか。夜だし、ばれない」

　何が、と、ルーナは尋ねることができなかった。彼がそう呟いて視線を転じた瞬間、衝しよう撃げきに襲おそわれたのだ。彼女だけではない、彼女のいる場所そのものが、地じ響ひびきのような音とともに大きく揺ゆれる。

　ルーナは寝しん台だいの上で身体からだを強こわ張ばらせ、辺りを見回した。室内の至る所から、軋きしむような音がする。今にも倒とう壊かいするのではないかという気配に、背筋が凍こおった。一体何が起きたのか、とにかくここから逃にげ出さないと……。

「ほらルーナ、見て」

　だが、慌てて部屋を飛び出す前に、吞のん気きな声が彼女を呼ぶ。見れば、さっきまで側そばにいたはずの男は、いつの間にか窓辺に移動していた。厚いカーテンに手をかけると、室内を振ふり返り、にこにこしながらそれを開ける。

「君の言う通り、ちゃんと目に見える奴やつにしてみたよ──おれ、こういうの見るのはじめてなんだけど、思ったより大きいんだな」

　最初、窓の外には何も見えなかった。黒一色で塗ぬり潰つぶされた、何もない闇やみ──しかしそれが巨きよ大だいな質量を伴ともなって蠢うごめいたとき、ルーナは思わず窓に駆かけ寄っていた。まだ頭の芯しんがふらついて、身体はいつもより重かったが、そんなことは気にならない。気にしている余よ裕ゆうはない。

　再び、地響きが建物を揺らす。黒い影かげが、窓の外で足を踏ふみ鳴らしたのだ。巨大な影の翼つばさを広げ、長い首をもたげて、血のように赤い瞳ひとみで地上を睥へい睨げいする。あれは──。

「──『翼よく竜りゆう』か！」

　帝国の辺境に出現する『魔ま獣じゆう』の一種だ。帝てい都との闘とう技ぎ場には、見世物にするために様々な魔獣が運ばれてくるが、『翼竜』を運んでこようという命知らずはいないだろう。ルーナがかつて一度だけ見たことのある『翼竜』は、四し肢しと首を幾いく重えにも鎖くさりで縛しばられ、闘技場に引き出されてきたにもかかわらず、戦った数人の男たちに手て酷ひどい傷を負わせたのだった。長くしなる尾おは岩を砕くだき、鋭するどいかぎ爪づめは、人間の身体くらいは容易たやすく切り裂さく。興行用になど到とう底ていできない、獰どう猛もうで好戦的な魔獣。

　だが今、窓の向こうにいるのは、確かにその『翼竜』である。しかも、ルーナの記き憶おくにあるものよりもはるかに巨大だ。小山ほどもあるその影が、獲え物ものを探すように首を振るのを見て、ルーナは血の気が引く思いだった。あんなものが、一体どうして帝都に湧いて出たのか……。

「ふうん、そういう名前なのか。あんなに重そうなのに翼なんかあって、本当に飛べるのかな？」

　しかし、傍かたわらで緊きん張ちよう感かんのない声が呟くので、ルーナははたと我に返った。見れば男は何やら物もの珍めずらしそうに、外の様子を観察している。ルーナは啞あ然ぜんとし、次いで先刻の会話を思い出した。

　──証しよう拠こって、どうすればいい？

　──何か魔法を見せてくれればいいじゃないか。

『翼竜』が身をくねらせ、建物の壁かべを尾が叩たたく。腹の底に響く轟ごう音おんと振しん動どうに、ルーナはたまらず叫さけんだ。

「イシュト！　まさか、これおまえの仕業か!?」

　ほとんど怒ど鳴なりつけるように言うと、相手はようやく振り向いた。が、その表情を見る限り、彼女の言いたいことはまるで伝わっていないようである。彼はぱっと顔を輝かがやかせると、嬉うれしそうに言った。

「ああ、やっとおれの名前を呼んでくれた」

「そんなこと言ってる場合か！　なんだあれは！」

「何って、ルーナが見たいって言ったんじゃないか」

「何を!?　あれを!?」

　あんな恐おそろしいもの、誰が好き好んで見たいものか。どういうつもりだ、と、更さらに怒鳴るルーナに、しかし相手は少しの悪意もなさそうな笑えみを浮うかべるだけだ。

「だって、目に見えなきゃだめなんだろう？　これならはっきり見える」

「こんなもの、はっきり見えてたまるか！　どこから連れてきた！」

「よく解らないけど、東の国境付近じゃないかな。術式のない転移魔法はまだ不安定なんだ」

　彼の言葉の意味が全すべて理解できたわけではなかったが、しかし現実は認めないわけにいかない。ルーナは絶句して、窓の外にいる『翼竜』を見やった。こんなことが、起こり得るはずがない。辺境にしか現れないはずの魔獣が、何ら前まえ触ぶれもなく、忽こつ然ぜんと帝都に現れる──それも、もっとも厳重に守られているはずの、皇宮の中に現れるなんて。

　──魔法は神秘の業。人知を超こえて世界を変える、人に非あらざる力。

　ルーナは再び、目の前の男を見やる。もう、彼の能力を疑うことはできなかった。『印』を持つ数多あまたの貴族たちとは違ちがう、そんなものを必要としない、本物の神秘の力だ。

　彼は貴族ではないと言っていたが、こんな力があるのなら、皇宮にいることにも納なつ得とくできる。皇宮騎き士しが、身分を問わず城に仕えることを許されるのと同じように、彼もまた身分はなくとも、皇こう帝ていに許されて仕える者なのだろう。

「あ、飛んだ」

　……しかし、仮にも皇宮に仕える立場で、この所業は許されるものなのか。窓の外を眺めるイシュトが軽い口調でそう呟いた直後、これまでにない揺れに襲われて、ルーナは現状を思い出した。何が起こったのか、見なくても解る──突とつ然ぜん、見知らぬ場所に引きずり出されて、業ごうを煮にやした『翼竜』が、ついにこの塔とうに取り付いて壁を一いち撃げきしたのだ。

「……っの、馬ば鹿か！　何を吞気に見物してる！」

　相手を引っ摑つかまんばかりにして、ルーナは元げん凶きように詰つめ寄った。このままでは、建物の崩ほう壊かいは時間の問題だ。というよりも、皇宮全体が崩壊してもおかしくない。

「よりにもよって、なんてものを呼び出した！　今すぐ何とかしろ！」

「これで、おれのこと信じてくれる気になった？」

「だから、そんな場合じゃないだろう！　どうにもならないなら、皇宮騎士でも呼べ！」

「皇宮騎士？」

　こうなったら、あれを倒たおすしかない。言い捨てて、窓辺から踵きびすを返したルーナの背を、意外そうに問い返す声が追ってくる。

「どうして？　君は彼らから逃げたんだろう。捕つかまってもいいの？」

「人死にが出るよりましだろう。このままじゃ、大勢死ぬぞ」

　あの『翼竜』を放ほうっておいたら、必ずそうなる。皇宮にどれだけの数の人間が暮らしているのか知らないが、その多くは武器を持たず、戦うこともできない人々であろうとは想像がつく。早くあの魔獣を排はい除じよしない限り、彼らは逃げることもできず、魔獣の餌え食じきになる運命だ。

　寝台に放り出していた剣けんを手にする。刃はのない剣けん舞ぶ用の剣では、ろくに戦うことなどできないが、今いま更さら悔くやんでも仕方がない。どうせ、彼女一人であの魔獣に勝てるわけはないのだ。騒さわぎに気付いて、戦える連中が集まってくるまでの時間を稼かせがなければ。

「──それで、どうしていけない？」

　だが、一刻を争う状じよう況きようだというのに、問いかけは更に続く。剣を携たずさえたルーナは、苛いら々いらと振り返る。あの男はまだぼやぼやしているのか。

「何やってるんだ、早く誰だれか呼べって言っただろ！」

「君はどうするの。まさか、あれと戦うつもり？」

　危ないよ、と他人ひと事ごとのように彼は言う。ルーナは尚なお更さら苛立った。誰のせいだと思っているのだ。

「ここにいれば安全だよ。君のことは、おれが守るから」

　しかし彼女が言い返すより先に、イシュトがそう続けたので、ルーナは言いかけた文句を一いつ瞬しゆん飲み込んだ。ようやく動きを止めて、相手を見やる。だからさ、と彼は淡たん々たんと告げる。

「危ないことはしないでおきなよ。そんなことしたって、何もいいことはない。逃げたい奴は逃げるだろう」

「逃げられない奴はどうなるんだ。もし、塔ごと崩くずれたりしたら……」

「自分で自分を守れないなら、何があったって仕方がない。少なくとも、君が危険を冒おかす理由はない」

　それとも、誰か城に知り合いでもいるのかと問うイシュトは、心底不思議そうな顔をしていた。この非常時に、彼女に底意地の悪い問いを投げかけているというようではない。おそらく、彼は本気で言っているのだ。悪意でもなく、冷れい徹てつな計略でもなく、当たり前のように他人を切り捨てられる。

　いかにも、皇宮住まいの人間らしいことだ。最初は愕がく然ぜんとしたルーナだが、しかしすぐに思い直して相手を睨にらんだ。冷たい怒いかりがわき上がって、心を浸ひたしていく。いつもそうだ──自分の生命を危険に晒さらすことのない者が、他人の生命を左右する。

　脳のう裏りに蘇よみがえる、焼け付くような太陽と空の青さ。地上の凄せい惨さんさとは不ふ釣つり合いなほど晴れ上がった空高く、耳を劈つんざく喚かん声せいが響ひびき渡わたる。無数の口が、散々に喚わめき立てる──弱い者は、死ぬのが運命だと。

　──殺せ！　殺せ！　殺せ！

「馬鹿言え」

　幻まぼろしの声を追い払はらうように、ルーナは鋭く一言声を発した。記憶に引きずられそうな意識を、何とかせき止める。今は、それを思い出している場合ではない。

「仕方がないなんて、そんなことがあるものか。──死んでも仕方がないなんて」

「…………」

「死ぬか生きるか、決めるのは本人だ。決められないのは不幸なことで、仕方がないことなんかじゃない。力があろうがなかろうが、誰だって、生死を強制される謂いわれはない──たとえ、運命にでも」

　生まれも育ちも関係なく、たった一つだけ公平に与あたえられた財産を、公平でないものが奪うばっていくのは間ま違ちがっている。生命の使い方を決めるのは、それを持っている者であるべきで……もし決められないのなら、決められるときまで生きている方がいい。

　だが、こうしているうちにも、悲劇は目前に迫せまっている。もう何度目になるか解わからない衝しよう撃げきが建物を揺ゆらし、ルーナは舌打ちをして窓に取りついた。こじ開けて、外に出ようとする彼女の目に、巨きよ大だいな影かげの尾だけが見える。とにかくこいつを、建物から引き剝はがさないと……。

「！」

　その尾おの先に、ぽつりと光が灯ともった。新たな異変に身構えるルーナの前で、光は次し第だいに強くなる。得体の知れない輝きが、まるで粘ねばつく液体のように、魔ま獣じゆうの身体からだを覆おおっていく。

　夜の闇やみから、闇色の魔獣の輪りん郭かくを浮かび上がらせた光は、今度はその内側を侵しん食しよくしはじめた。光がますます強くなる。光に覆われた魔獣が、大きく身をくねらせる。地じ響ひびきと、目を焼くような光の強さに、ルーナは思わず目を閉じてしまう──と、その瞬しゆん間かんに、すべての気配がかき消える。

「……え？」

　音もなく、光もない。目の前には、何もない闇ばかりが広がっていて、ルーナは驚おどろいて目を瞬またたいた。徐じよ々じよに目が闇に慣れてきても、やはり同じだ。地響きも揺れも収まった──まるでたった今までのことが、夢であったかのように。

「消え、た……？」

　更さらに少しの間、様子を窺うかがう。窓の外に、本当に何の気配もないことが解り、ルーナは全身の力が抜ぬけていくのを感じた。大きく安あん堵どの息をつくと、今いま更さらながらに心臓が縮む心ここ地ちがする。どうやら、あの恐おそろしい魔獣と、戦わなくてすんだらしい……。

「戻もどしといたよ」

　だが、傍かたわらから例によって吞のん気きな声が聞こえて、ルーナははっと振ふり返った。窓の外を確かめもせず、あっさりとそう言ったイシュトは、彼女と目が合うと軽く肩かたを竦すくめてみせる。

「なかなか、壮そう観かんだったのにな。闘とう技ぎ場でだって、こんな見世物はしやしないだろう？」

「戻しといた、って……」

「元いたところに返した。まあ、多少位置がずれているかもしれないけど、翼つばさがあるものにとっては、たいした誤差じゃないと思う」

　呼び出したときと同じように、理り不ふ尽じんなまでに無造作に『翼よく竜りゆう』をこの場から消し去った彼は、しかし自分が引き起こした一連の現象に悪びれる風もない。その、何もかもすっかり終わったような顔に、ルーナは思わず胸むなぐらを引っ摑んだ。この男は一体、何を考えているのだ。

「……この、大おお馬ば鹿か！　何をやってる！」

「？　ルーナが言ったんじゃないか、『今すぐ何とかしろ』って。ちゃんと何とかしただろ」

「できるなら、もっと早くにやれ！　そもそもあんなもの呼ぶな！」

「それはどっちか一つだ。呼ばなきゃ、返すこともできないわけだし」

「うるさい！」

　反省どころか何やら自じ慢まんげに主張するイシュトを、問答無用とばかりに怒ど鳴なりつけ、ルーナは軽い眩暈めまいを覚える。彼が何を考えているのかは理解できないが、いろんな意味で常識を期待できない相手だということだけはよく解った。『印』を持たない皇宮の住人。彼女に魔ま法ほうを見せるためだけに、皇宮に魔獣を呼び出して、それをなんとも思わない。たとえ何が起きても、どれだけ無む辜この人々が傷つこうと気にかけない。もし彼女が喚かなければ、きっとこの男は今でもあの魔獣を野放しにし続けて、他人事のように事態を見物していたに違ちがいない。

「ああ、でも、良かったじゃないか」

　しかし、そんな彼女の評価に気付きもせず、男はそう言って笑うばかりだ。憤いきどおりに任せて胸ぐらを摑むルーナの手を嫌いやがりもせず、どころか逆に彼女を覗のぞき込んでくる。中身がどうあれ、思わず目を奪われてしまう綺き麗れいな顔を前に、一瞬言葉を失うルーナに向かって、彼は無む邪じや気きな口調で言った。
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「気分が悪いのが治まったみたいで。もう、起きても平気そうだ」

「…………」

　……どうやら一応、彼女の様子を心配してくれてはいたらしい。が、それが果たして心配と言えるものなのかどうかは、甚はなはだ疑問である。確かに気分の悪さは吹ふっ飛んだが、そういう問題ではない。どこから文句を言っていいか解らず、ルーナはがっくりと項うな垂だれるより他ほかになかった。話が通じないにも程ほどがある。

「……あのな。そんなことはどうでも……」

「でも、君はまだしばらくここにいた方がいい」

　しかし、続けてそんなことを言われたので、ルーナは途と中ちゆうで言葉を切って相手を見上げた。今度は一体、何を言い出すつもりなのだろう。

「もし君が、捕つかまりたくないと思うのなら。──この家には、皇宮騎き士しといえども、おいそれと踏ふみ込めないから」

　皇宮騎士、の言葉に、ルーナは自分が直面していた問題を思い出す。そもそもは彼らから逃にげて、この屋や敷しきに入り込んでしまったのだった。

　もちろん、捕まりたくなどない。それに値あたいするようなことを彼女が仕出かしたならともかく、身に覚えのないことで、一方的に拘こう束そくしようとするような連中を相手に、まともな扱あつかいを望めるわけがない。しかし……。

「どうして……」

「うん？」

「どうして、私を庇かばうんだ？　相手は皇宮騎士だぞ」

　皇宮騎士は皇こう帝ていの直属、その行動のすべては皇帝の名において行われるものだ。皇宮の住人として、逆らうことは許されないはずである。もしことが明るみに出たら、彼自身にも影えい響きようしかねないというのに、何故なぜ彼女を匿かくまおうなどと思うのか。

「もちろん、君を愛しているからに決まってる」

「それに、おまえの言うことが正しいんなら……私を放っておいたら危ないとは思わないのか」

　いい加減極きわまりない彼の答えは無視して、ルーナは更に問いかける。先刻、イシュトが語ったところによると、どうやら彼女の存在は、帝国の魔法の源である『輝き石せき』とやらに影響を及およぼすらしい。帝国、特に魔法を扱う貴族たちが暮らす皇宮では、万一その力を止められるとなると死活問題になる。『印』を持たないにしても、皇宮に住んでいるらしいイシュトにも事情は同じことだろう。いや、むしろ彼にとってこそ、ルーナの存在は脅きよう威いであるはずだ。貴族ではない彼は、おそらくはその魔法を扱う才覚でこの城にいるのだろうから。

　ごまかしは許さない、という目で、再度質ただしにかかったルーナに、相手は少し肩を竦めた。本当なんだけどな、と呟つぶやいたが、しかしそれ以上は言わずに、彼女を見つめ返す。不意に、その瞳ひとみが変わったような気がして、ルーナは何故かどきりとした。真っ直すぐに彼女を見つめる、真しん剣けんな──けれど見る者を落ち着かない気分にさせる、底知れない色。

「……むしろ、おれはそれを見たいんだ。君が『輝石』を手に入れられるかどうか」

「なんだって？」

「一体、何が起きると思う？　何百年も、何一つ変わらなかったものが、もしかしたら変わるかもしれないんだ、君一人のために。どうなるのか、誰だれにも解らない──こんなに素す敵てきなことはないじゃないか」

　その声には一いつ切さいの躊躇ためらいも、逆に感情も感じられず、ルーナは思わず相手の顔をしげしげと見つめた。この男は、本当にそれを望んでいるのだろうか。変わるかもしれないものは、彼が属すべき秩ちつ序じよだというのに。

　……しかし、彼ならそれも十分にありそうな話だとも思う。皇宮に魔獣を呼び込んで、平然としているような男なのだ。今更皇宮を守ろうだとか、皇帝のために彼女を排はい除じよしようだとか、考えるとも思えない。

「……解わかった」

　この男が、信用できるかどうかは解らない。どちらかといえば、警けい戒かいしてかかるべき相手だとも思う。しかし目下のところ、もっとも避さけるべきは皇宮騎士たちだ。

「不本意だけど、状じよう況きようがはっきりするまで、厄やつ介かいになることにしよう。……本当に、ここに皇宮騎士は来ないんだろうな？」

　いざとなったら、この男も皇宮騎士に突つき出してやろうと、ルーナは心算を固めていた。先の魔獣の一件だけでも、明るみに出たなら大事になるだろう。彼にしても、皇宮騎士などにかかわりたくないのは同じことだろうから、少なくとも連中と通じる可能性は低いはずだ、と考えるルーナに、イシュトは嬉うれしそうな笑え顔がおを向ける。

「もちろんだとも！　ここにいる限り、君には誰も近付かせない。皇宮騎士だろうと、他の誰だろうと」

「……いや、そこまでしてくれなくてもいいんだけど」

　それはそれで、若じやつ干かん怖こわい。嬉き々きとして語る彼に一いち抹まつの不安を覚え、ルーナはつい釘くぎを刺さす。先刻のことが思い浮うかんだ──皇宮騎士を寄せ付けないように、またとんでもない魔ま獣じゆうを呼び出したりしかねない。

「おまえが何をしようと勝手だが、あまり大おお袈げ裟さな魔法は使ってくれるなよ。余計な注意を引きたくない」

　いくらなんでも白昼堂々、あんなものを人目に晒さらしたりはしないと信じたいが、しかしそんな常識を期待できるようなら、そもそも『翼竜』など出現させたりするはずがない。念には念を入れるつもりで、きつい口調で告げたルーナを、イシュトはきょとんと見返した。彼女が言わんとするところを理解していないようだったが、やがて何かに思い当たったらしく、解ったよ、と頷うなずく。

「大袈裟なことはしないようにする。でも、それには君も協力してくれないと。──君が口付けを許してくれたら、何も服まで脱ぬいでもらわなくてもいいわけだし」

「…………」

　どうやら、彼の考える『大袈裟な魔法』に、魔獣を呼び出した件は入っていないらしい。そうだ、元はといえばその話だった──今いま更さら言われなければ、都合よく忘れていられたのに。

　咄とつ嗟さに目で探した先に、ルーナは目的のものを発見する。先刻、彼女が放ほうり投げた枕まくらは、まだイシュトが小こ脇わきに抱かかえたままだ。どうでもいいところで律りち儀ぎだと、意識のどこかで思いつつ、ルーナはそれを取り上げる。今現在できうる限りの力で、引きつり気味の顔ににっこりと笑みを浮かべると、そこではじめて不安げになった相手の顔に向かって、力ちから一いつ杯ぱい投げつけた。

「──出てけっ！」
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　結局、ルーナはその晩を皇宮に泊とまって過ごした。彼女を追っているはずの皇宮騎士の動向が解らない上に、第一、皇宮の門を開ける方策がない。皇宮の門は、『印』を持つ者か、魔ま法ほうの加護を受けた物を持っている者でなければ、開けることができない。

　それに相手は皇宮騎士なのだから、今いま頃ごろは皇宮のすべての出入り口を封ふう鎖さして、彼女を捕とらえようとしていてもおかしくない。彼女一人のためにそこまでするかどうかは疑問だが、少なくともそれが可能なことは確かだ。

　それらの事実を冷静に指し摘てきしたイシュトは、しかし彼女を取り巻くその状況を、欠片かけらも恐おそれてはいないようだった。普ふ通つうであれば、彼女を揉もめ事の種と看み做なしてもおかしくないところだろうに、執しつ拗ように滞たい在ざいを勧すすめ、食事をさせてくれ、寝しん室しつまで用意してくれた。親切に感謝……したいところだが、胡う散さん臭くささは拭ぬぐえない。一体、彼はなんのつもりで彼女を助けてくれるのだろう。

「だって、君を愛してるんだ」

　本人に尋たずねてみても、こんな言葉が返ってくるばかりなので、ルーナは追つい及きゆうを諦あきらめるしかなかった。信用できないにも程ほどがある言い草なのだが、それでもあの綺き麗れいな顔に、邪じや気きのない笑みを浮かべて言われると、どうもきつく問い質ただす気が萎なえてしまう。本当に、容姿だけは無む駄だにいい男だ。

　──ユミルが見たら、なんて言うかな。

　以前、美男子は好きだと言っていた姉貴分のことを思い出す。ルーナにとっては気勢を殺そがれる分、邪じや魔まくさくも思えるイシュトの美び貌ぼうも、きっとユミルなら嫌いやがりはしないだろう。

　だが、それを実際に確かめてみることはできない。

「──それで、いつになったら私は帰れそうなんだ？」

　その朝も、朝食の席で顔を合わせたイシュトに、ルーナは開口一番そう言った。窓から緑の庭園を望める食堂には、彼と彼女しかいない。既すでに、見慣れてしまった光景だ──まったく不本意なことに。

「おはよう、ルーナ」

　一方で、挨あい拶さつの一つもなく険悪に問われた相手は、まるで動じなかった。愛あい想そよく挨拶をしてきたイシュトは、そこで彼女の姿に目を留めると、嬉しそうに笑う。

「ああ、やっと用意した服着てくれたのか。うん、すごくいい」

「……仕方ないだろ。他ほかに着き替がえがないんだから」

　今朝、彼女が袖そでを通しているのは、彼女の服ではない。指摘され、ルーナは少し気まずくなった。こんなことまで世話になるつもりはなかったのだが、しかし背に腹は代えられない──彼女が城にやってきた夜から数えて、今朝は三度目の朝になる。

　こんなところで何日も過ごす羽目になるとは思わなかったから、身の回りに必要なものを用意してくれるのはありがたい。ありがたいがしかし、こういう厚こう意いは逆に困る。ルーナは改めて、自分の姿を眺ながめやった。決して華はなやかに飾かざり立ててはいない、むしろ簡素と言えそうなほどの作りだが、少しも地味な印象にならないのは、仕立てがいいせいだろう。肌はだに触ふれる布地は、見たことがないほど目の細やかな、手て触ざわりの良い上質なもの──少なくとも、見み栄ばえが一番頑がん丈じようさが二番の舞まい姫ひめの衣装とは、まるで物が違ちがうのは確かだ。あの衣装だって、彼女の収入から考えれば、決して安いものではないのだが。

「どうなってるんだ……」

　着る物の価値にそれほど詳くわしいとは言えないルーナが見ても、上等だと解る代しろ物ものだ。見知らぬ客に、おいそれと貸せるものではない。落ち着かず、ルーナは思わず嘆たん息そくを零こぼした。もし、どこか汚よごしでもして弁べん償しようを迫せまられたら、身代を潰つぶしかねない。

「どこか気に入らない？　良く似合うよ」

「貸してもらっておいて何なんだけど、もうちょっと普通の服にしてくれないか。皇宮の下働きのお仕着せでいいから」

「なんでそんなの着たいんだ？　そっちの方がずっと綺麗だし、君の美しさに相応ふさわしい」

「こんなの着て動けるか。剣けんの稽けい古こもできやしない」

「きっとそう言うだろうと思って、動きやすいものを選ばせたんだけど、それでも駄だ目め？」

「いや……動きやすいとかにくいとか、そういう問題じゃなくて」

　単に身代を潰したくないだけだ。こんな恰かつ好こうで、剣など振ふり回せる者がいるだろうか。それとも、借金を背負わせる新手の罠わなか何かか。女の服の価値など、男には解わからないものなのかもしれないと、ルーナは更さらに口を開きかけたが、すぐにその必要はないと解った。イシュトがあっさりと、こう続けたからだ。

「なんだったら、君の好みの服を仕立ててもいい。いくらでも、好きなだけ作っていいよ──ずっと、ここで暮らしてくれるなら」

「ふざけるな」

　なるほど、価値が解っていないのではない。そんなことが気にならないほどの金持ちなだけだ。ルーナは憤ふん然ぜんと言い返し、そもそも言わんとしていたことを思い出した。そうだった、服の話ではない。

「もう、これ以上は待てない。少しは何か解ったんだろうな」

　何か、というのは、彼女を追っている皇宮騎き士しの動向のことだ。もしイシュトが前に語った通り、彼女が確かに『精せい霊れいの民たみ』で、彼らはその身み柄がらを欲ほつしているとして、彼女をどう扱あつかうつもりなのか解らない以上、迂う闊かつには動けない。

　そして、この家に皇宮騎士を寄せ付けないと豪ごう語ごしたイシュトには、どうやら彼らの動きを探さぐる伝つ手てがあるようだった。状じよう況きようがはっきりするまで、という約束で、この屋や敷しきに身を寄せたルーナだが、しかし昨日までの二日間に、彼からその『状況』を聞き出せたことは一度もない。

　このままでは、無む為いに時間ばかりが過ぎていくだけだ。今日という今日は、確かなことを聞き出したい。もし何の手がかりも得られなければ、これ以上ここにいても仕方がない。皇宮騎士がどうであろうと、街へ戻もどる方策を考えよう。

　そんな彼女の決意を知ってか知らずか、詰つめ寄られたイシュトは相変わらずだった。彼女の剣けん幕まくに目を瞬またたくと、のんびりと答える。

「どうしたんだ？　朝から随ずい分ぶん機き嫌げんが悪いんだな。そんなにその恰好が気に入らない？」

「その話はもういい。この服がどうなっても、弁償しろとさえ言われなければ。それより……」

「そう。じゃあ、食事にしないか。何か食べると、苛いら々いらせずにすむよ」

　まるで彼女の苛いら立だちが、空腹のせいだと言わんばかりの言い様が、ますますルーナを苛立たせる。この男はいつもそうだ、わざとなのか無意識なのか知らないが、他人の神経を逆さか撫なでするようなことしか言わない。

「はぐらかすな。今日という今日は、知ってることを全部聞かせてもらう……ってイシュト、おまえまた！」

　その上、彼女の言葉になどお構いなくイシュトが食しよく卓たくに持ち出した朝食が、これまた癪しやくに障さわる。どういうわけか、この屋敷には使用人の姿が見えない。見えないだけで存在はするようで、毎日、この部屋に食事がきちんと用意されているのだが、給きゆう仕じする者はいないらしい。きっと、それが良くないのだとルーナは思った。どうして誰だれも、彼が好き放題にするのを止めないのか。

「ああもう、それ、止やめろって言っただろう。気分が悪くなる」

「どうして？　美味うまいよ」

「そんなに浸つかるほど蜜みつをかけたら、美味おいしいんじゃなくて甘いだけだ。それに、それは菓か子しであって、食事じゃない」

　他人の好みをどうこう言うつもりはないが、それでもこれは常じよう軌きを逸いつしている。目の前で、生き地じを糖衣で固めた菓子を更に蜜に浸け込むようにしているイシュトに、ルーナはげんなりして頭を抱かかえた。本人は至し極ごく当たり前のようにやっているが、見ている方はたまらない。別に甘いものは嫌きらいではないが、頭が痛くなりそうだ。

「十分、腹いっぱいになるよ。最初は、ルーナだって美味いって言ったじゃないか」

　ここに滞在して最初の朝、朝食にと出された揚あげ菓が子しは確かに美味しかった。生地を膨ふくらませてかりっと揚げたものに、砂糖を塗まぶした揚げ菓子は、街では祝祭や特別な日に食べるものだ。高価な砂糖をふんだんに使う菓子は、貧しい街の子供たちには貴重なご馳ち走そうで、当然にルーナも好物だったから、こんなものを普通に食べられるとは、さすがに城の中だと喜んだのだ。

　だが、それも毎食続くとなると話は違う。他人の屋敷で世話になっている以上、出される食べ物に文句をつけるようなことはするまいと思っていたが、それでも丸一日、甘いもの以外は口にできない環かん境きようはどう考えてもおかしい。

「こんなの、美味しいと思うのは最初だけだ。満腹になるまで食べたら、胸焼けするだろ普通」

「おれ、いつも食べるけど美味いと思うよ」

「どれだけ味覚が死んでるんだ。まともな食事をしろ。そのうち身体からだを壊こわすぞ」

　文句を言った結果、彼女にだけ別に用意されるようになった朝食をつつきながら、ルーナは呆あきれて呟つぶやく。白いパンは柔やわらかくて、街で売っている固いだけで味気のないものとは全然違う。まろやかな味のスープははじめて口にする味だが、とても滑なめらかでほっとするし、新しん鮮せんな卵や野菜が当たり前のように皿に載のっているのは、さすがに金持ちらしくて感動する。帝てい都とでは、こうした食材は外から入ってくるものだから、新鮮なうちに手に入れるのは難しい。

　この屋敷のように豊かな暮らしをしているわけではないから、ルーナの日々の食事が断然まともと自信を持って言えるわけではないが、それでも食物の偏かたよった嗜し好こうが、人間の肉体に害悪であることは経験則から知っている。特に、剣けん闘とう士しや踊おどり子のような、身体が資本の仕事をしている者にとってはほとんど常識で、ルーナも幼い頃ころからそれだけは厳しく言い聞かされて育ったものだ。……というか、街ではどこの家でも「好き嫌いをするな」と子供に躾しつけるのが当たり前なのだが、城の中では違うのだろうか。甘やかしすぎだ。

「へえ、そうなの？」

　その、甘やかされた大きな子供は、しかしきょとんとした目で彼女を見返しただけだった。まるで初耳と言わんばかりに問い返され、思わず絶句するルーナに、切実感のない口調で続ける。

「でも、平気だよ。今までずっとなんともなかったし。それに、おれの身体は壊れたりしない」

「今まで平気って、今からの話をしてるんじゃないか。何か病気になってからじゃ遅おそいんだぞ」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。──おれは、死にさえしなければいいんだから」

　簡単にそう言って、イシュトはすっかり蜜に浸かった菓子を躊躇ためらいなく口に入れる。ルーナは顔をしかめて、それを眺ながめやった。人がせっかく忠告しているというのに、まるで聞く耳を持たないとは失礼な話だ。

「馬ば鹿か。死ぬかもしれないし、死ななくても、病気になんかならない方がいいに決まってる。あとで苦しむのは嫌いやだろ」

「生命があれば構わないけど」

「とにかく、そんな甘ったるいものばっかり食べるな。今に……太るぞ」

　言って、ルーナは忌いま々いましげに相手を眺めやった。その完かん璧ぺきな造形の美び貌ぼうが、今ほど腹立たしく思えたことはない。この男は、自分が世の娘むすめたちの恨うらみを一身に背負っても文句は言えない立場だと、解っているだろうか。身体を使う仕事をしているから、ルーナ自身はあまり極きよく端たんに体型の変化を恐おそれることはなかったが、それでも剣を振らずに食べるだけ食べていれば、あっという間に悲ひ惨さんな結果になるだろうことは想像がつく。それがこの男ときたら、毎日特に働いている風もなく、ただでさえ甘い菓子を更に甘くするような暴挙に出ておきながら、その容姿にはまるで影えい響きようしないように見える。詐さ欺ぎだ。でなければ、つけは未来に回ってくるに違ちがいない。

「いいか、私の見るところ、おまえの取り柄えはその顔だけだ。せいぜい大事にしろ。それさえあれば、他人の話を聞いていなくても言うことが頓とん珍ちん漢かんでも、他人ひと様さまの迷めい惑わくを顧かえりみないろくでなしでも、多少は大目に見てもらえるかもしれないから」

　もちろん、彼女は大目に見てやるつもりなどないが。内心で自分に確かく認にんしながら、ルーナは冷たく言ったのだが、しかし相手の反応は予想とは少し違った。彼女の言葉を聞いたイシュトは、機き嫌げんを損そこねるでも苦く笑しようするでもなく、心底驚おどろいた顔をしたのだ。

「そうなの？」

「は？　何が」

「おれの取り柄って、顔なの？」

「顔『だけ』だ、『だけ』。言っとくけど、褒ほめてないから」

　まったく、どんな質問だ。すぐそうして、他人の話の都合のいいところばかり抽ちゆう出しゆつして聞くのは止めろと苦々しく言いかけたルーナだが、相手の表情を見て止めた。真顔で彼女を見つめていたイシュトは、ルーナの答えを聞いてもまだ当とう惑わくしていたが、やがてしみじみと呟いたのだ。

「そうか……そんなこと、はじめて言われた」

「だって、事実なんだからしょうがないじゃないか。おまえは本当にろくでなしだ。誰か、周りの奴やつに言われないのか」

「誰も言わないよ。君だけだ、おれのことをそんな風に言うのは」

　揶や揄ゆするルーナに大おお真ま面じ目めに応じた彼は、そこでようやく表情を変えた。それまでのどこか呆ぼう然ぜんとしたような様子から一変、蕩とろけるような笑え顔がおになる。

　だから、褒めていないと言っているのに。「ろくでなし」の件は聞こえてもいないのか──けれど、咄とつ嗟さに脳のう裏りに閃ひらめいたそれらの苦情を、ルーナは口にすることができなかった。どころか一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られ、口を噤つぐんでしまったのは、彼のその表情が、これまでに見たことのないものだったからだ──なんだか、心から、ほっとしたような。

　──なんでだ……。

　一体どういう理由で、悪口を言って喜ばれてしまうのか。目の前の朝食を飲み込んで、ルーナはため息をついた。本当に、この男はわけが解わからない。思考回路だけではない、素す性じようも、身分も──敵か味方かでさえ。

　貴族でないのに城に住み、『印』もないのに魔ま法ほうを操あやつる人間。となれば、その能力を買われて城で働いているのかと思いきや、ルーナの見るところ、それも何だか怪あやしいところだ。この屋や敷しきに滞たい在ざいしてまだ二日ほどだから、決めつけるのは早計かもしれなかったが、それでも何かというと彼女の近くにやってきて、益やく体たいもない話ばかりしている彼が、そんな大層な仕事をしているとも思えない。

「……本当に、調べてるんだろうな」

　こんな男に、果たして本当に皇宮騎き士しの動向など探さぐることができるのだろうか。『印』なくして魔法を使う能力があって、貴族でないのに城の中に住んでいるような人間なら、きっと皇こう帝ていに重用される立場にあるのではないかと踏ふんでいたのだが、もしかしたら見込み違いだったのかもしれない。

「え、何を？」

　案の定、イシュトはきょとんと問い返してきた。今朝、顔を合わせて最初に彼女が言いかけたことなど、まるで意識にないらしい。つくづく、他人の話を聞かない男だ。

「調べると言い出したのはおまえの方だ。ここにいれば、皇宮騎士はやってこない、その間に詳くわしい事情を探らないと、いつまでも追われることになるって」

　そうした彼の言い分も、ルーナが未だここに滞在している理由の一つだ。彼女としてはすぐにでも帰りたいところではあるが、詳しい事情を知りたい気持ちもある。任せておけというイシュトの言葉もあって、この二日はおとなしく、この屋敷に留まっていたのだ。

　だが、世話になっていることには感謝しているが、いつまでも居い候そうろうしてはいられない。何か解ったことがあるなら教えろと詰つめ寄られ、イシュトはようやく彼女の言わんとしていることを理解したようだった。が、だからといってまともな答えが聞けるとは限らない。

「まあ、そんなに急ぐことないじゃないか。もうちょっとここにいればいい」

「もうちょっとって、いつまでだ！　そんな悠ゆう長ちようにしている暇ひまなんか、私にはないんだ」

　私には、を強調して言ったのは、相手への些さ細さいな当てつけだ。働きもせず食べていけるような身分ではない、仕事をしなければすぐに食い詰めるのが彼女の境きよう遇ぐうである。

「もう、今日で三日目だ。早く戻もどらないと、仕事がなくなる」

　ルーナがここにいることを、どういう事情で帰れないでいるかを知る者は、目の前のイシュトを除いて他ほかにはいない。街へ伝える術すべもない。今いま頃ごろイェーガは、彼女が抜ぬけた穴をどう埋うめようか、頭を悩なやませているに違いなかった。組に所属している他の娘たちに仕事を割り振ふって、しばらくは凌しのぐだろうが、長く続けばルーナを組から辞やめさせなければならなくなるだろう。いくらイェーガが庇かばってくれたとしても、他の者に対して示しがつかない。

　ふと、脳裏に蘇よみがえった馴な染じみの顔が、ますます焦しよう燥そう感かんを煽あおる。思えば、これほど長く自分の住んでいる場所を離はなれたのははじめてだ。ルーナだって小さな子供ではない、一晩か二晩いなくなっても騒さわぎになる歳としではないが、それでもそんなことをただの一度もしたことがない彼女が突とつ然ぜん姿を晦くらませば、不ふ審しんには思われるだろう。

「仕事……〈剣けんノ舞まい姫ひめ〉の？」

　彼女の、生活がかかっているという訴うつたえに、しかしイシュトは何やら考え込むように首を傾かしげた。苛いら立だつルーナが更さらに口を開く前に、逆に問い返してくる。

「つまりルーナ、君は生活のために闘とう技ぎ場に立ってるってことなのか。だから仕事がなくなると困る」

「そう言ってるだろ。当たり前じゃないか」

「〈剣ノ舞姫〉として舞まうのがすごく好きだから、じゃなくて」

「嫌きらいじゃないけど、すごく好きってわけじゃ……ていうか、関係ないだろそんなこと」

　どうしてそんなことを訊きかれたのか理解できず、ルーナは眉まゆを顰ひそめて相手を見やった。他人の目に華はなやかに見える商売だからか、〈剣ノ舞姫〉に憧あこがれる娘は多いが、ルーナ自身は特にそれが素す晴ばらしいと感じたことはない。禁令が出る前は、女剣けん闘とう士しとして闘技場の土を踏む身であった彼女には、それが一番向いている金の稼かせぎ方だったからだ。生計を立てるのに、好きも嫌いもあるはずがない。

「なら、君は街へ帰ることなんかない──ずっと、ここにいればいい」

「は？　馬鹿言え、何言って……」

「もし、君が望むものが闘技場の人気でないのなら、そうしたって構わないはずだ。おれと一いつ緒しよに暮らそう。君に何一つ不自由はさせない──君の望むことなら、なんだって叶かなえるから」

　およそ、数日前に出会ったばかりの他人の口から聞くことがあろうとは思えない台詞せりふを、しかし何の躊躇いも見せずイシュトは告げた。咄嗟に言葉に詰まるルーナを、真っ直すぐな瞳ひとみが見つめる。煙けぶるような色合いの灰かい緑りよくの瞳は、本当に宝石のようだ──綺き麗れいに澄すんでいて、つい心惹ひかれてしまうのに、その奥にあるものが、どうしても見通せない。

　誰だれもが魂たましいを奪うばわれるように見み惚とれるであろう綺麗な顔に真しん剣けんな表情を浮うかべて、愛の告白まがいの言葉を囁ささやかれ、けれどルーナが冷静に思考できるのは、ひとえにその瞳のためだった。見つめられるとどきりとする──だがそれは、何も見えない暗くら闇やみを覗のぞき込む感覚にどこか似たところがある。彼がしばしば口にする愛や恋こいには、あるはずのない空くう虚きよ。

　──なんのつもりだ。

〈剣ノ舞姫〉に限らず、名のある踊おどり子や歌手であれば、身分のある男に一方的に想おもいを寄せられ、迫せまられるという話はよく聞く。中にはそうした男に見み初そめられて、豊かな生活を夢見る娘むすめもあるが、ルーナはそんな機会を欠片かけらも望んではいなかった。金も地位もある男が、街の踊り子を欲しがるのは、子供が目新しい玩具おもちやを欲しがるのと同じだ。手に入れれば満足し、一生側そばに置いたりはしない。

　稀まれには、一時の気き紛まぐれが過ぎ去った後にも、娘を放ほうり出さず面めん倒どうをみる男もいるだろうが、それは単にその男が、捨て続けることができるほどの金を持っているというだけのことだ。何かの拍ひよう子しに事情が変われば、真っ先に男の持ち物から外される立場であることは確かで、そんな境遇になりたいとは露つゆほども思わない。

「……悪いけど、私はそういうの興味ないんだ。これは真面目に言うんだけど、城の中に住めるような男に声をかけられたい子はたくさんいるから、そういう子を誘さそうといい。すごく喜ばれるし、私みたいな愛あい想そのないのを相手にするより、ずっと楽しいと思う」

「…………」

「それに、私は早く帰らないと。……あのさ、最悪、皇宮騎士は後回しでもいいから、外に連れん絡らくする方法だけでもないかな。きっと、心配してると思うし……」

　ルーナの不在を、知り合いたちはどう思っているだろう。特にイェーガは、彼女が皇宮に呼び出されて行ったことを知っているから、まだ彼女がそこから帰ってきていないことに気付いているだろう。しかし、彼が皇宮の中の様子を知ることはできない。──今、ルーナが彼のことを考えているのと同じように、イェーガだって彼女を心配してくれているだろうに。

　だが、彼女がそう言った途と端たん、ふと相手の表情が変わる。動きとしては微かすかに目を眇すがめただけだが、そうしていると彼の繊せん細さいな美び貌ぼうは、いよいよ作り物めいて見えた。イシュトはじっと彼女を見み据すえると、抑よく揚ようを欠いた口調で問う。

「……君は、あの男のことを気にしているの？」

「？　あの男？」

「イェーガ・サッリ、元剣闘士。三年前に剣闘士を引退してからは、それまで所属していた剣闘士組から独立、新たに組を設立して興行主になった。規模は小さいけれど、帝てい都と興行の一部に食い込んでいる。案外、やり手と言えないこともない──君の雇やとい主は」

　よく知っているものだ。並べ立てられた情報に、ルーナは目を瞬またたいた。それは確かに、イェーガの正確な来歴だ。それにしても、どうしてイシュトは、彼女が彼のことを考えていたと解ったのだろう。

「イェーガのことを知ってるのか？」

「君のことは何でも知ってる、君にかかわった人間のことも」

　引退するまでは、花形の剣闘士であったイェーガだから、知られていてもおかしくはないのだが、闘技場の舞ぶ台たいを退いてからも、彼の動向を知っているのは珍めずらしい。〈剣ノ舞姫〉として闘技場に立つルーナを見ていたというくらいだから、剣闘試合が好きなのだろうか、とルーナは思ったが、しかしそういうわけではないらしかった。イシュトは彼女の問いには答えず、冷たい声で言ったのだ。

「どうして、彼を殺さなかった？　あの日──君は、そうするべきだったのに」

「…………！」

　何かに胸を殴なぐられたような衝しよう撃げきが走る。自分の鼓こ動どうだと悟さとるまで、数すう瞬しゆんの間があった。思い出したくもない、けれど忘れられない、あの日の記き憶おくが蘇る。じりじりと焼け付く大地、耳をつんざく喚かん声せい──この手に残る、肉を切り裂さく生々しい感かん触しよく。

「君は、あの男に勝っていた。あとは剣を振り下ろすだけで、片がついたはずなんだ。でも君はそうしなかった。あいつを助けたのは何故なぜだ？」

「私が助けたわけじゃない」

　助けたのではない、助けられたのだ。彼はルーナを助けてくれた──その代だい償しようを支し払はらうことになっても。

「……私はもう、剣闘士を辞めた。罪は償つぐなったはずだ。それに今はもう、そんなことは問題にならない。皇こう帝てい陛下は、闘技場で相手を殺さないよう仰おつしやってくださったんだから」

　今いま更さら、昔のことで責められる謂いわれはない。ルーナがそう言うと、イシュトは僅わずかに躊ちゆう躇ちよを覚えたように黙だまった。皇宮の住人としては当然のことながら、やはり皇帝の名には侵おかしがたいものがあるのだろう。

「おまえには──闘技場の試合を面おも白しろがって見ている、おまえたちのような客には関係のないことだろうけど。イェーガは古い知り合いなんだ、子供の頃ころからの……私に剣を教えてくれた」

　まだ闘技場に出る前、やがて剣闘士として舞台に上がるべく、ただ剣を振っていた幼い頃から、見世物として日々の糧かてを得るのだということは心得ていた。客を喜ばせ、金を落としてもらわなければならない。熱ねつ狂きようには刺し激げきが必要で、しかも飽あきられないように、刺激は日々残ざん酷こくさを増していく。今日まで闘技場の地下の暗闇で、狭せまく息苦しい空間をともに分かち合っていた相手と、明日観衆の前で殺し合いをすることになっても仕方がない、むしろそれが、この道を選んだ者の運命だ。剣闘士たちは皆みなそう思っていたし、ルーナもそう教え込まれた。

　観衆の期待に応こたえること、彼らの望むまま、誰であろうと躊躇うことなく戦って殺すことは、ずっと彼女たちの義務だった。けれど、それを望んでいたわけではない。

「闘技場に来る客はいつもそうだ。相手を殺せって喚わめき立てる奴やつも、残酷な連中だって顔をしかめる奴も同じ。どっちも、そうであってほしいと思うものを、勝手に私たちに見ているだけなんだ。……イェーガを殺したいなら、自分でやってくれ。私は絶対にやらない」

　どうしてこんな話をしているのか。ルーナは困こん惑わくと苛いら立だちを押し隠かくして、できるだけ冷静に聞こえるように言った。この男は、イェーガに何か恨うらみでもあるのだろうか。まさか、そんなことがあるはずがない。イェーガが人の恨みを買う性質かどうかはともかく、皇宮に住む貴族が、一いつ介かいの剣闘士上がりの男と、恨みを抱いだくほどの接点があるとはとても思えない。

「別に。彼に興味はない」

　だが、ルーナの内心の不ふ穏おんにも、イシュトは一向に構う様子がなかった。彼女の予想をあっさり否定はしたものの、依い然ぜん、思うところのありそうな様子で更さらに言う。

「興味があるのは、あの男が君にかかわるからだ。ルーナ、君が街へ戻もどりたいのは、あの男のため？」

「……だったら、どうだって言うんだ？」

「もしそうだったら、君を帰さない。君があの男のことを忘れるか──あの男が消えるかしない限り」

　灰緑の瞳が、真っ直ぐに彼女に向けられている。宝石の瞳の冷たい無感動は、底知れない悪意にも似ていて、ルーナは背筋がぞっとするのを感じた。彼の作り物めいた顔立ちが、尚なお更さらに空そら恐おそろしさを増大させる。何を考えているのか、推おし量ることができない──誰にどんな理り不ふ尽じんを強しいても、その表情はほんの少しも変わることはないと思えるような、血の通わない美貌。

「……それ、どういう意味だ」

　ほんの少し前、朝食のことであれやこれや言い合っていたはずの相手が、いつの間にか別人にすり替かわったようにさえ思える。喉のどが詰つまる感覚を押し切って、ルーナはなんとか声を発した。

「何をするつもり？　もしイェーガに……私の知り合いの誰だれかに妙みようなことをしたら、絶対に許さないから」

「何もしないよ──君が、どこにも行かないって約束してくれるなら」

　彼は淡たん々たんと答える。乱暴な響ひびきなど少しもない、けれど心の奥底を冷やすような声こわ音ね。

「だからルーナ、約束してくれ。ずっとおれと一いつ緒しよにいるって。約束してくれたら、ここから出してあげられるから」

　促うながす声は落ち着いていて、今や優やさしげとも言えそうなほどだ。事情を知らない者が聞けば、親切な手助けとも聞こえそうなその言い分は、しかし明らかに常じよう軌きを逸いつしていて、ルーナは拳こぶしを握にぎりしめた。深く息を吸い込んで、答えを返す。たった一つしか有り得ない答えを。

「ふざけんな、馬ば鹿か！」
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　庭園に足を踏ふみ出すと、床ゆかの感触が変わった。石造りの城の中にあって、土の敷しかれた庭園の中は柔やわらかくて歩き心ごこ地ちがいい。土のせいだけではない、一面を覆おおう緑の草が、衝撃を和やわらげているに違ちがいない。

　帝都にあってはほとんど類を見ない、希少な光景は、しかし今のルーナにとってはなんの意味も持たなかった。むしろ仇かたきのように雑草を踏みしめて、庭園の中央へ向かう。庭木が避よけて植えられ、ぽっかりと広がった空間は、剣けんを振ふり回すのにちょうどいい。

　食堂を出て、使わせてもらっている部屋へ戻り剣を摑つかむと、ルーナは日課にしている剣の稽けい古こをしようと庭へ出てきたのだった。他人の屋や敷しきで高価な衣服を借りている以上、あまり汚よごすようなことをしてはいけないと、今日だけは止めておこうかとも思っていたが……先刻の家主の態度を見る限り、遠えん慮りよは要いらなそうだ。

　その家主の姿は見えなかった。昨日、一昨日おとといは、彼女がここで稽古をはじめると、どこで察知したのか音もなく現れて、物もの珍めずらしそうに眺ながめていたものだが、さすがにさっきの今では、顔を合わせるつもりはないのだろう。空気の読めない男だが、あれくらい怒ど鳴なりつければ効くものらしい。

　刃はのない剣を鞘さやから抜ぬいて構えると、ルーナは一つ深呼吸をした。型をなぞる稽古は好きではないが、それでも身体からだを動かさないと力が落ちる。男に比べて非力であることは、どうしようもないながら致ち命めい的てきな彼女の弱点であったから、克こく服ふくはできないまでもせめて差を縮めるようにと稽古をするのは、剣けん闘とう士しだった頃からできるだけ欠かさないように心がけている習慣だ。本当は、人間相手の手合わせの方が手応えがあって好きだが、誰もいないのなら仕方がない。

　それに、少し考えたいこともある。規則的に身体を動かすことで、次し第だいに感情の靄もやが晴れてきた頭で、ルーナは先刻のことを思い返した。イシュトが、まるで責めるように彼女に言った言葉。

　──どうして、彼を殺さなかった？

　そんなことができたわけがない。あの日のことを、決して忘れることはできなかった。本当なら、あの日生命を落としていたのは、ルーナの方であったはずだからだ。

　剣闘士の試合では普ふ通つう、男と女が対戦するような組み合わせはない。力が違いすぎて、ろくに戦いにならないからだ。しかし何事も、面白さ、目新しさが優先されるのが見世物というものだ。ある日、暴君として剣闘士仲間から忌いみ嫌きらわれていた興行主は、ルーナに男の剣闘士と試合をするよう命じた。剣を取って闘とう技ぎ場に出てから、女の対戦相手にはほとんど負け知らずだった彼女なら、男相手の方が白熱した試合になると考えたのかもしれない。彼女の戦績を妬ねたんだ誰かが、興行主に入れ知ぢ恵えしたのだと言う者もあった。真相は解わからない。

　自分の力は、自分が一番よく解っている。幼い頃から重ねてきた、闘技場の外での鍛たん錬れんとは違う。真しん剣けんを握って生命をかける戦いで、女の力で男に勝てる可能性はほとんどない。

　その上、相手がイェーガだと知ってしまっては、ルーナにはもう絶望するより他ほかには何もできなかった。当代きっての花形剣闘士であり、彼女に戦い方を教えてくれたイェーガの信条はよく知っている。一いつ旦たん、闘技場に出たなら、知り合いだろうがなんだろうが関係ない。全力で戦うこと──たとえ、生命を奪うばうことになったとしても、それが運命なのだという剣闘士の論理を忠実に体現しているイェーガと戦って、生き残る術すべはまずない。

　闘技場に出ることが、常に死と隣となり合わせであるということは、解っていたつもりだった。しかし、避けられない死の運命を前にして、彼女のそんな認にん識しきは粉々に砕くだかれてしまった。死を覚かく悟ごしていると言いながら、本当はずっと心のどこかで、自分だけは死なないと思い込んでいたのだ。死ぬかもしれない、けれど相手に勝ちさえすれば死なずに済む。負けるのは弱いからだ。死は弱い者が辿たどる、当然の結末だ。

　だが、自分が否いや応おうなく『弱い者』の立場に置かれた瞬しゆん間かんに、そんなことは言えなくなった。死ぬのは嫌いやだった。たまらなく怖こわかった。誰がこんなに恐おそろしいことを強制するのか、何の権利があって彼女の生命を奪うのかと、誰だれ彼かれ構わず憎にくんだ。彼女を死地に追いやる興行主も、それに金を払はらう客も、不ふ憫びんそうな顔をするだけで止めてくれない周囲の人間も──何よりも、冷れい酷こくに彼女を殺すイェーガを。

　だから闘技場で対たい峙じしたとき、ルーナは彼を憎んでいた。唯い々い諾だく々だくと彼に殺されるなど、絶対に嫌だった。死を回かい避ひするためになら、なんだってする──彼を殺すことさえ躊躇ためらわない。

　剣を合わせてから、相手の動きがいまいち精せい彩さいを欠いていることに気付いても、むしろ好都合だと思っただけだった。何だかんだ言っても、幼い頃から知っている彼女を相手にしては、イェーガもやりにくいのだろう。彼を愚おろかだとさえ思った。ルーナには、彼を殺すことができないとでも思っているのだろうか。闘技場では、誰であろうと敵だと彼女に教えたのは誰だというのか。

　イェーガの足を傷つけたとき、これで勝ったと思った。もう、彼が動けないことは解っていた。正面から打ち合うのでなければ、男の力など恐れるものではない。観客の喚かん声せいが、一ひと際きわ大きくなったように聞こえた。今なら、彼らの期待にいくらでも応こたえられる。どんな風にでも、彼を傷つけることができるのだ。

　だが、そう思って剣を向けたルーナは、予想だにしない事態に固まってしまう。地に膝ひざをついたイェーガは、しかし剣を構える彼女と目が合った瞬間、一瞬だけ笑ったのだ。

　──上手うまくやれよ。

　大喚声の中、聞こえるはずのない声。けれど確かに、彼はそう言った。そしてそのときようやく、ルーナには解ったのだ。彼が『上手く』やったことを。競せり合っていると見せながら、その実巧こう妙みように、彼女の剣を誘ゆう導どうしていた。観客に気付かれないように、戦う彼女にさえ気取られないやり方で、彼女の生命を救おうとしてくれたのだ──彼自身と引き換かえに。

　それは、彼女が望んでいたことのはずだ。死ぬのは怖かった。何をしてでもそれから逃にげ出したかった──けれど、どうしてそのために、イェーガを殺してもいいなどと思ったのだろう。

　気付いてしまったら、もう『上手く』はやれそうになかった。剣を下ろしたときから、一転して彼女に浴びせられた悪あく罵ばは、おそらく人生で二度とはないものだろう。もし、皇こう帝ていの使者が兵士を率いて闘技場に現れ、剣闘試合の停止を宣言することがなかったら、ルーナは怒いかりに任せた観客たちに叩たたき殺されて、生きて闘技場を出ることはできなかったかもしれない。

　想像もしないような幸運のおかげで、ルーナは生命を救われた。そしてもっと幸運なことに、イェーガを殺さずに済んだのだ。自分が過あやまちを犯おかしたことを、ルーナは十分に思い知っていた。あんな風に考えるべきではなかった。誰であろうと、自分のために傷つけていいはずがない──それなら、自分が死んだ方がずっとましなのだ。

　過ちを、償つぐなわなければならない。彼女が剣を手放さず、今なお闘技場に立ち続けるのはそのためだ。……本当を言えば、魔ま獣じゆうといえども見世物として、面おも白しろ半分に殺すようなことはしたくないけれど、実際のところそれ以外に、彼女に金を稼かせぐ才覚はない。剣を振り回すことと、ユミルにくっついて覚えた舞まいの他は、何一つ目立った特技は持ち合わせなかった。

　イェーガを傷つけて、闘技場に立てなくしてしまったのだから、代わりに立つのは当然のことだ。そういう意味では、闘技場に出るのも嫌ではなかった。きっと自分はそのために、生命を拾ったのだとルーナは思う。

　だから、帰らなければいけない。街には、彼女が果たすべき役目があるのだ。──だが一方で、このままにしておくには少し気き掛がかりなこともある。

　──君が街へ戻もどりたいのは、あの男のため？

　──もしそうだったら、君を帰さない。君があの男のことを忘れるか──あの男が消えるかしない限り。

　何故なぜ、イシュトはあんなことを言ったのか。彼とイェーガの間に、何か関係があるとは思えない。皇宮の住人が、街の剣闘士やその関係者と繫つながるなら、贔ひ屓いきの剣闘士に金を与あたえて戦わせるくらいしかないが、そういう様子でもなさそうだ。

　考えるまでもない、あの言葉は彼女に対する脅おどしだ。そして、やれるものならやってみろと言うには、相手はあまりに得体が知れなかった。貴族たちが使う魔ま法ほうがどんなものか、ルーナはよく知らない。まして、生来の才能で魔法を使うなどという規格外の相手が、何を仕出かすか想像もつかない。

　解らないから、怖い。彼女には親切で、馴なれ馴れしいほどに愛あい想その良い男の態度を、しかしルーナは信じようとは思わなかった。戯たわむれに魔獣を呼び出して、大勢の人間が傷つくことを気にもかけないような男に、どんな心があるものか。

　彼の瞳ひとみを見るたびに、それを美しく思う一方で感じる違い和わ感かんの正体に、ルーナはふと思い当たった。あれは、人間を見る目ではないからだ──彼はまるで人形を見るように、彼女を見る。一方的に彼女を愛めでて、なんでも自分の思い通りになると考えている。

　だがもちろん、彼女は意志のない人形ではない。たとえ誰だれが相手でも、何かを強制されるのはごめんだ。やっと、殺したくない相手と戦わずに済むようになったのだ。守るもののために戦うことだって、きっとできるはずだ。

　意を決するように、剣けんを最後に一ひと振ふりして、ルーナはそれを鞘さやに収めた。息が上がり、肌はだに汗あせが滲にじむが、決して不快ではない。むしろ身体からだの内側から洗われたようで、鬱うつ屈くつしていた気分が少し晴れたような気さえする。

　とにかく、行動してみなければはじまらない。先刻の会話で、イシュトが当てにならないことははっきりした。となれば、なんとか自力でここから出ていく方法を見つけなければならない。

「この屋や敷しきから出ていくだけなら、簡単なんだけど……」

　そもそもが、簡単に迷い込んだのだ。庭園の端はしにある石いし壁かべの裏の忘れられた通路は、本来のこの屋敷の出入り口ではないだろうが、それでも通路は通路なので、通行に支障はない。

　問題は、この城から出られるのかということだ。皇宮の構造が複雑を極きわめ、無む闇やみに歩き回っても決して望む場所に辿り着けないことを、ルーナは既すでに思い知っている。それに、城門の問題もある。皇宮騎き士しが、まだ彼女を捕とらえようとしているのなら、その目を晦くらます方法も考えなくてはならない。

　──誰か捕つかまえて、訊きいてみないと。

　だが、この屋敷に捕まえられる人間などいない。これまでルーナが訪おとずれた限り、城の中の貴族の邸てい宅たくにはどこでも必ず使用人がいて、主人の声の届く範はん囲いに控ひかえているものだった。ましてこれほどの空間を与えられて屋敷を構えている以上、その維い持じのためだけでも大勢の人手を必要とするはずだが、彼女がここを訪れてから、ただの一度もそうした人々と顔を合わせたことがない。

　庭から建物の中に入って、ルーナは回かい廊ろうを歩きはじめた。この二日の間に彼女がうろついたのは、庭園を囲む回廊沿いの食堂や応接間、イシュトが喜んで見せてくれた魔ま法ほう仕じ掛かけの遊び道具が置かれている娯ご楽らく室くらいで、他のことは何も解わからない。どうやら、この庭園を望める空間は、すべて客の滞たい在ざい用であるらしく、何日かを過ごすくらいなら、この空間の外へ出る必要がないような作りらしい。

　だがそれも、世話をする人の手があってのことだ。娯楽室から軽食室を通り過ぎ、ルーナは人の気配を探し回った。これほどたくさんの部屋が、常に整然と維持されているからには、掃そう除じをする人間がまめに出入りしているに違ちがいない。長い卓たくのある広間、図書室、壁一面に絵画の飾かざられた部屋、何に使うのか解らない小部屋の数々を通り抜ぬける。贅ぜいを凝こらした金糸細工の壁かべ掛かけ、磨みがき込まれて艶つややかに光る家具や真しん鍮ちゆうの装そう飾しよく、明かり取りの天窓に至るまで、少しの汚よごれの跡あともなく……だがどこまで歩いても、誰の姿も見つからない。

　窓のない、秘密部屋のような小部屋を通過し、奥の扉とびらに手をかける。次の瞬間、真っ白な光が目を焼いて、ルーナは思わず目を瞬またたいた。空気の流れが頰ほおに触ふれる。ひんやりとした微び風ふうが、木々の緑の香かおりを含ふくんでいることに気がついた頃ころには視界も回復し、ルーナは辺りを見回す。目を焼くと思われた太陽の光は、実はそれほど強くない。鬱うつ蒼そうと茂しげる木々の合間から零こぼれる日の光が、下生えの草の間に刻まれた道を照らしている。

「ここは……」

　また庭だ。さっきまでいた庭園に戻ってきたのかと思ったが、庭園周りの回廊を辿たどったときは、こんな場所に出なかった。この屋敷には、他ほかにも庭園があるのだろうか。というか、ここはどこだ。

　扉をくぐって、庭へと下りる。しかし、草を踏ふみしめて歩き出しかけた途と端たん、ルーナはそれまで感じなかった気配を感じた。自分が立てているもの以外の、微かすかな葉擦はずれの音。じっと息を殺している、けれど殺し切れていない──人の気配。

「誰かいるのか？」

　咄とつ嗟さに、気配のする方を振ふり向く。瞬しゆん間かん、相手がたじろいだような気がしたので、ルーナは慌あわてて言葉を続けた。これはもしかしたら、大当たりかもしれない──やっと、人に出会えたのだ！

「ま、待って！　私は怪あやしい者じゃない。何もしないから、話を聞いてくれ」

　ここで不ふ審しんがられて、逃げられてはたまらない。必死に呼びかけると、ほんの少し間が空いた後、少し離はなれたところからがさがさと音がした。草を踏み分ける音とともに、木こ陰かげから気配の主が現れた。

「……申し訳ございません、まさか、ここにお客様がいらっしゃるとは存じ上げず……」

　そう言って、恐きよう縮しゆくしたように頭を下げるのは、使用人のお仕着せを着た男だった。年老いてもいないが、若くもない。汚れ一つない上着を、目立たないながらもきちんと着こなしているのを見ると、庭師のような屋外の仕事ではなく、屋敷の中を歩き回る仕事をしているのだろう。まさに、彼女が望んでいた通りの人材だ。

「悪いが、教えてもらえないか。ここからこの家を出て、城門へ行くには、どう行ったらいい？」

　となれば、躊躇ためらっている暇ひまはない。相手が皆みなまで言うのを待たず、ルーナは勢い込んで尋たずねる。男は当とう惑わくした顔をして、はあ、と答えた。

「城門でしたら、この屋敷から、通路を真っ直すぐお進みになれば辿り着きます。東方から運ばれた緑石が使われておりますから、お間ま違ちがえになることはないと思いますが……」

　そこまで言うと、男はじっと彼女を見つめる。その表情に、当惑の色は既にない。どころか、真っ直ぐに彼女を見つめる視線は思いがけず無ぶ遠えん慮りよなもので、ルーナは内心でぎくりとした。この屋敷の使用人であるなら、一番に従うのは主であろうイシュトの命令のはずだ。もしかして、イシュトは彼女を帰さないよう、使用人にまで言いつけているのだろうか。だとしたら、この男も当てにはならない。

　だが、そこまでの心配は杞き憂ゆうだったようだ。男は丁てい寧ねいな口調はそのままに、それでしたら、と続けたのだ。

「よろしければ、私がお望みの場所までご案内します。この城は入り組んでおりますから、はじめての方には解りにくいでしょう」

　どうやら、屋敷の使用人までもが敵というわけではないらしい、とルーナはほっとする。と同時に、至いたれり尽つくせりな申し出には、申し訳ないような気になった。彼女にとっては渡わたりに船、だがもしこのことが、この男の主の耳に入ったらろくなことにはなるまい。

「あ、ありがとう。でも、そこまでしてもらわなくても大だい丈じよう夫ぶ。道さえ解れば、自分で行けるから……」

「いえ、どうぞご一いつ緒しよにおいでください。ご心配には及およびません。必ずや安全にお連れしますから」

　──ん？

　さあ参りましょう、と促うながして、男は歩きはじめる。だが、ルーナはそれを追わなかった。男の言い方は、ひどく奇き妙みように聞こえた。『安全に』とはどういうことか。ただ皇宮の中を移動するだけで、危険などあるはずがないのに。

　彼女自身に限ってはそうではない。迂う闊かつに城の中をうろついて、皇宮騎士の目に留まるのは困る──だが、一体誰がそれを知っているというのか。

「どうされました？」

　ついてくる気配がないことに気付いて、男が振り返る。ルーナはその場を動けなかった。頭の中で、警報とそれを捩ねじ伏ふせたい欲よつ求きゆうがせめぎ合う。近付くのは危ない──けれど、これは好機だ。この男についていけば、ここから出られる。家に、帰れるかもしれない……。

　だが、その逡しゆん巡じゆんがまずかった。不意に右みぎ腕うでを摑つかまれて、ルーナは息を吞のむ。彼女が警けい戒かいしていると見るや否いなや、男は素す早ばやく彼女に近付き、乱暴に腕を引いたのだ。

「さあ、来い。──まさか、こんなところにいたとは」

　押し殺した声こわ音ねには、既に取り繕つくろう気配もない。やはり、この男はただの使用人などではなかったのだ。男の力に抗あらがいきれず、体勢を崩くずしながら、ルーナは己おのれの失態に舌打ちする。利き手を取られた、剣が抜けない。

　失態ではあるが、しかし彼女の油断ばかりが原因とも言い難がたい。摑まれた腕がひどく痛んで、ルーナは声が漏もれそうになるのをなんとか堪こらえた。素早く間合いに踏み込んで、的確に彼女の動きを封ふうじるやり方は、素人しろうとの手並みではない。間違いなく、この男には戦う心得があるのだ。

　このままでは、何をされるか解らない。利きき腕が傷つくのを覚かく悟ごして、ルーナが反はん撃げきしようとした瞬間。

「──誰だれの許しを得て、ここに入ってきた」

　不意に背後から聞こえた声に、思わず動きが止まる。それが誰のものなのか、振り返る前から解っていた。解らないはずがない、ここ数日、嫌いやというほど言い合ってきた声なのだから。

「イシュト……！」

　どうして、彼がここにいるのか。さっき別れたときは苦々しい気持ちで、怒ど鳴なって会話を終えたはずなのに。困る、腹が立つ、会いたくない。けれどその思いと同じくらいに──ほっとしてしまうのは何故なぜなのか。

　果たして、彼は確かにそこにいた。まるで気配を感じさせることのないまま、忽こつ然ぜんとその場に現れたように見えるイシュトは、にこりともせずにこちらを見ている。彼の整い過ぎるほど整った顔が、そうして何の表情も浮うかべずにいるのは言い知れない迫はく力りよくがあって、ルーナは微かに身を竦すくめた。

　そしてその思いは、彼女の腕を摑んでいる男も同じだったのだろう。腕に食い込む指の痛みに、ルーナは顔をしかめた。そうだった、この腕をなんとかしなければ。摑まれていては何もできない……。

「────！」

　だが、再び振り向いた視界に、黒いものが過ぎる。同時に、骨まで震ふるえるほどの恐おそろしい絶ぜつ叫きようが上がった。こんな声を、ルーナはこれまで耳にしたことがない。恐きよう怖ふと苦く悶もんが身体からだの内側を食い荒あらし、喉のどを食い破るような──目の前の男の喉を。

　気付けば、男は黒い影かげに覆おおわれていた。それは彼の足あし下もとにできた影から湧わき出いでて、見る間に全身に広がっていく。足から腰こし、胸から顔へ──彼女の腕を摑んでいる手の先まで……。

「触さわらない方がいい」

　しかし、黒い影がルーナに飛び移ってくる前に、男の手が離れる。彼女の手を男からむしり取り、抱だき寄せるようにして距きよ離りを置かせたイシュトは、依い然ぜんとして感情の窺うかがえない顔で淡たん々たんと言った。

「君には影えい響きようしないだろうけど、念のために。触って楽しいものでもないし」

「これ……おまえの仕し業わざなのか？」

　絶叫はやがて掠かすれ、次し第だいに細くなっていく。餌えさに群がる獣けもののような影に取りつかれて身を捩よじっていた男は、ついに地面に倒たおれ伏した。骨までしゃぶった獲え物ものを放ほう棄きするように、影ははじまりと同じく、音もなく地面の影の中に消えていったが、残された男の方は元通りとはいかなかった。顔は苦悶に歪ゆがみ、身体は痙けい攣れんして立ち上がることもできない。見るからに異常なその様子に、ルーナは呆ぼう然ぜんとしてしまったが、すぐに我に返って傍かたわらに問い質ただす。

「イシュト、おまえ何をやったんだ」

「別に何も」

「何も、って……あの黒い影は何なんだ？」

「君が知る必要のないことだ」

　答える声はにべもない。イシュトは表情一つ変えず、倒れた男を冷たく見やったが、すぐに興味を失ったように踵きびすを返した。行こう、と手を引いて促され、ルーナは驚おどろいて相手を見返す。行くといっても……この状じよう況きようをどうする気なのか。

「ちょ、ちょっと待って。こいつ、放っておいたら……」

　既すでに男は動かなくなっていた。うつ伏ぶせて地面を搔かくような体勢で、微び動どうだにしない。呼吸まで止まっているのではないかと不安になり、ルーナは側そばに膝ひざをついて様子を見ようとしたが、しかしそれは叶かなわなかった。彼女の手を取ったままのイシュトが、怪け訝げんそうに尋ねる。

「そんな男はどうでもいいだろう。どうして気にする？　気にかけてやるほど、君が彼に丁てい重ちように扱あつかわれているとは思えなかったけど」

「気にかけてるわけじゃないけど、死なせたらまずいだろう」

　男の苦しみようは尋じん常じようではなかった。生きながら獣に食われる者の末まつ期ごのような悲鳴は、生命の危険を想像させるに十分なものだ。見たところ外傷はないようだが、心臓がまともに動いているかどうかは解わからない。取り返しのつかないことになる前に、何か手を打たなければ。

「死んでなんているものか。そのくらいで死ぬわけない」

「そのくらいって……」

「それに、取り返しがつかないなんてことはない。──いくらでも、代わりはいるんだろうから」

　次の瞬しゆん間かん、ルーナはその場に凍こおりついてしまう。立ち去ろうとしていたところで足を止め、再び男の方を向いたイシュトは、突とつ然ぜん、倒れた男の身体を蹴けったのだ。

「！」

「ほら、生きてる」

　二度、三度と容よう赦しやなく蹴りつけると、それまでぴくりとも動かなかった男が身み動じろぎした。耐たえかねたように微かすかに呻うめくのを耳にして、イシュトは面おも白しろくもなさそうに呟つぶやく。男が無意識に身体を庇かばう姿勢を取るのを、もう一度強く蹴り飛ばして、彼は再びルーナを見やった。

「さあ、行こう。もう用はない」

　けれど、そう言って向けられる視線に、その瞳ひとみの色に、ルーナは答えを返すこともできず立ち尽くす。先刻の記き憶おくが蘇よみがえって、息が詰つまった。そうだ、この男はこういう目をする。宝石の瞳には心がない。その瞳に映るものを冷れい酷こくに切り捨てる──気に入らない人形にするように、目の前の人間を扱って平気でいられる。

「い……や、だっ」

　腕を摑む彼の手が、急におぞましいものに思えた。咄とつ嗟さに振ふり払はらおうとしたが、しかし手は離はなれない。どころか逆に、ぐいと強く抱き寄せられて、ルーナは反射的に抗った。相手の身体を押しのけようと試みる……が、次の瞬間、妙みような具合に視界が捻ねじれた。同時に湧き上がる、不快な感覚。

　──！　これは……！

　覚えがある。あのときと同じだ、とルーナは即そく座ざに思い出した。床ゆかに得体の知れない紋もん様ようが光ったと思ったら、高い塔とうの上まで飛ばされていた、あのときに感じたものとよく似ている。

　胃の中を搔き回されるような気分の悪さは、しかし一いつ瞬しゆんのことだったのだろう。耐えられず目を閉じて、再び目を開けたとき、既に目の前の景色は変わっていた。丈たけの低い草花が風に揺ゆれ、緑と光に満ちた穏おだやかな庭園──彼女が逃にげ出そうとしていたはずの、今はもう見慣れた場所。

「ルーナ、ここにいるんだ。おれの目の届くところにいてくれないと、守ってやれない。……まあ、その様子だと、しばらくはおれの側から離れられないだろうけどね」

　愛してる、という囁ささやきが忌いま々いましく頭に響ひびく。彼の腕に支えられながら、繫つなぎとめている意識の中で、ルーナは今はっきりとそれを悟さとった。彼女はこの城に、この屋や敷しきに──この男に、囚とらわれているのだと。








[image: ６]






　目を開けると、辺りは真っ暗になっていた。背に当たる柔やわらかい寝しん台だいと、肌はだ触ざわりのいい布の感かん触しよくは、そろそろ馴な染じんできたものだ。次第に慣れてきた目が闇やみを透すかして映す天てん井じようの模様は、記憶にある通りのもので、ルーナはようやく自分が眠ねむっていたことに気付いた。そんなつもりはなかったのだが、眩暈めまいと気分の悪さに耐えかねてきつく目を閉じている間に、意識を手放してしまったらしい。

　やっと城の外へ出る機会を摑つかんだと思ったのも束つかの間、現れたイシュトが彼女を元いた建物の前に一瞬にして連れ戻もどしたのは、やはり魔ま法ほうの力だったらしい。案の定その影響を受けて、イシュトが言うところの『酔よって』しまったルーナだが、しかし既に一度経験があったのが幸いしたのかもしれない。「口付けてもいいなら楽にしてあげられるけど」と言うイシュトを追い払って、部屋の家具を移動させて、内側から扉とびらを塞ふさぐまでやってのけた。

　しかし、多分、そんなことをする必要はなかったのだろう。閉とざされたままになっている扉を見やって、ルーナは息をついた。よく考えれば、あの男なら扉が開こうが開くまいが、ここへ来たいと思えばどうしたって現れるはずだ。昼間、彼女をここへ連れ戻したときと同じように。

　今、彼が現れないのは、彼がそうしたいと思っていないからだ。他人の様子を気にかけたり、心配するような感覚は、あの男には備わっていない。

　──愛してる。

　そう囁くイシュトの真意を、今やルーナはかなり正確に把は握あくしていた。『気に入りの人形として』彼女のことを愛しているのだ。彼女の気持ちなど考えない、まして望みなど聞く気さえない。魔法に酔ったルーナが、彼に触ふれられるのを拒きよ絶ぜつしたときの反応からもそれは窺える。断られてあっさり引き下がった辺り、邪よこしまな気持ちがないらしいのは結構なことだが、それで自分の用は終わったとばかりに、彼女を放ってどこかへ行ってしまった。彼女が動けないでいるのなら、側で目を光らせている必要はないからだろう。彼にとって困るのは、玩具おもちやの人形が勝手に手元から消えてしまうことで、それ以外にはない。

　──厄やつ介かいな……。

　今はたまたまどういうわけか、ルーナは彼の『気に入り』の方の箱に入れられた玩具らしい。だが、一いつ旦たんその箱から出されてしまえばどうなるか。あの使用人の男はどうなったのだろうとルーナは思い、魔法による気分の悪さとは違ちがうむかつきが胸に湧わき上がるのを感じた。今いま更さらながらに、助けられなかったことが悔くやまれる。そもそもルーナが話しかけたりしなければ、彼があんな目に遭あうことはなかったのかもしれない。

　だが、彼の身に起きたことは、ルーナにも起こり得ることだ──イシュトの近くにいる限り。あんな悲鳴を耳にして、表情一つ動かさない男に、人間としてまともに扱われることを期待できるわけがない。

　──これ以上は、駄だ目めだ。

　今朝までは、早く街へ戻りたいと思っていただけだった。仕事を放ほうり出したままだし、きっとイェーガたちも心配している。警けい戒かいするべきは、無理な理由までこじつけて彼女を捕とらえようとしている皇宮騎き士しだけのはずだった。

　しかし今は何よりも、ここから逃げ出さなければならないと思う。これ以上、あの男に深入りするのは危険すぎる。──気に入りだろうと何だろうと、結局のところ、彼女は人形に違いないのだ。飽あきられて壊こわされるのは一瞬だ。

　起き上がると、多少頭がくらっとして、ルーナは小さく舌打ちをした。ひと眠りしてだいぶましにはなったが、それでもまだ爽そう快かいな気分とは言い難がたい。

　──あいつ、もしかしてわざとやったんじゃないだろうな……。

　彼女が魔法に弱いと知っていて、敢あえて魔法でここまで連れ戻したのだろうか。体調に後押しされるように苛いら立だちが増大するが、しかしここで一人腹を立ててみても、何がどうなるわけでもない。ルーナは床に降り立って、扉を塞いでいる簞たん笥すを元の位置へと戻した。少し外の空気を吸いたい。

　明かりも持たず、庭園へ下りる。辺りは暗かったが、まったくの暗闇ではなかった。庭園を見下ろすように建っているいくつもの塔の明かりが、星のように照らしている。おかげで、本物の星はよく見えないのだが、闇に慣れた目には空自体がうっすらと明るい。

　城の中にあって、ぽっかりと空が見えるこの眺ながめは、つくづく希有けうなものである。夜の庭園は、昼間とはまた違った風ふ情ぜいで、ルーナはぼんやりと考えを巡めぐらしながら辺りをうろついた。これまでに仕事で行った、どの貴族の屋敷でも、こんな庭を持っている家は他ほかにはなかった。風に乗って漂ただよう緑の香かおりは、青あお臭くさく馴な染じみのないものだが、刺とげ々とげしい気分がすっかり洗い流されるような爽快感を覚える。

「──おまえは！」

　だが、ふとその爽快な気分を破るような声が、耳に飛び込んでくる。ルーナははたと我に返った。誰だれかに怒ど鳴なられたのかと思ったが、そうではない。少し離れたところにある窓が、闇の中にぼんやりと光って見える。

「勝手に何してくれてるんだ！　道理で、見つからないと思ったら……！」

　窓から聞こえてくる声は、男のものだった。ルーナは驚おどろいて息を吞のみ、光が零こぼれる窓辺に忍しのび寄る。聞き慣れない声だ……一体誰がいるのだろう。

「おれが何かしたわけじゃない。彼女の方からここに来たんだ」

　一方応じる声はよく知ったもので、ルーナは密ひそかに聞き耳を立てた。声は普ふ通つうに会話する程度の大きさだったが、ここでなら十分聞こえる──イシュトは部屋の中の誰かと話しているようだった。

「噓うそつけ！　おまえが余計なことをするのでなければ、ここに入れるわけが……」

「庭の奥にある石いし壁かべ、あれ一部開くみたいだ。古い通路の跡あとだね。おれも覗のぞいてみただけだけど、どこか入り込めるところがあるんだろう。調べてみた方がいいかも」

「…………。本当か？」

「本当。見に行く？」

「……どうしようもないな、このボロ城は。無計画にもほどがある。この壁の後ろに人知を越こえた異世界が広がっていても、俺は驚かんぞ」

「仕方ないんじゃないか、おれたちが生まれる前からこうだったんだから。とりあえず伝えたから、あとは塞ぐなり放っとくなり、ロキの好きにしたらいい。君の家なんだし」

「他人ひと事ごとみたいに言っている場合か。広い意味でおまえの家だ、馬ば鹿か」

「そういう意味でどうにかしようと思ったら、ここ全部、基き礎そから潰つぶすしかなくなるだろ。まあでも、今回はこのボロさが役に立ったな。でなきゃ、ルーナがおれのところに来てくれるなんて、まずあり得なかったんだからね」

「俺たちがあの娘むすめに、こうも手を焼かされることもな！」

　突とつ然ぜん自分の名前が出てきて、ルーナはどきっとしてしまう。一体、彼らは何の話をしているのか。

「ああ、聞いたよ。皇宮騎士が束になってかかって、彼女を捕つかまえられなかったんだって？」

「あんな猿さるを、人間が捕まえられるか。あの高さの塔とうから飛び下りようなんて、正気とは思えん。というか、それを知っていながら、なんでおまえは黙だまってるんだ！　こっちがまだあの娘を捜さがしてるとは考えなかったのか？」

「言ったじゃないか、今」

「早く言え！」

「それにしても、見事に出し抜ぬかれたものだね、ロキシス閣下」

「やかましい。嬉うれしそうに言うな」

　──あいつだ！

　話の内容から窺うかがえる事情が、少し前の記き憶おくに重なって、ルーナはイシュトと会話している相手を悟さとった。皇宮騎士を率いて、宮きゆう殿でんの塔の上で対たい峙じした男。滑なめらかな抑よく揚ようの綺き麗れいな発音、きちんとした感じの冷静な声も印象的だ。普ふ段だん、彼女の暮らしている場所で、こんな話し方をする人間はいない。

　とはいえ、まるきり先日の通りとも言い難い。今、部屋の中から聞こえる声は、ルーナと言葉を交かわしたときよりも、乱暴で明け透けな物言いだ。けれど決して不快ではない、むしろ言葉の内容よりもずっと険のないやりとりに聞こえる。馴染み同士の、気の置けない会話──明らかに、イシュトはあの男を知っているのだ。
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「でも結局は、これで計画通りだろう。ここに彼女を閉じ込めているんだから。ルーナはおれのものだ──誰にも、指一本触れさせない」

「おまえのものじゃない、余計なことはするなよ。……せっかく、おまえにあの娘のことは黙ってたのに」

　後半は何やら嘆たん息そくするような響ひびきで、男は小声で呟つぶやいた。イシュトの言動に釘くぎでも刺さしてくれているのかと、ルーナは一いつ瞬しゆん期待してしまったが、そうではなかった。彼は苦々しげな口調で続けたのだ。

「だが、ばれたからには仕方がない。あの娘から目を離はなすなよ。あれは、帝てい国こくの災さい厄やくだ」

「解わかってるよ」

　──ルーナ、君は『輝き石せき』の正統な主だ。君は一人で、この国の全すべてをひっくり返せる可能性がある。

　かつて、彼女にそう言ったのはイシュトだ。彼女が受け継ついでいるらしい『精せい霊れいの民たみ』の血筋のために、皇宮騎士は彼女を捕らえたがっているのだと。

　なんのことはない、彼もぐるだったのだ。皇宮騎士に追われているルーナを匿かくまうと見せかけて、その実、彼女を目の届くところに置いて監かん視ししていたに過ぎなかった。ちょっと考えれば、そう疑って然しかるべきだったはずだ。彼はルーナが皇宮騎士に追われていることを知っていた。彼女を城に引き留めて、街へ戻もどらせたがらなかった。

　もちろん、ルーナも無条件に彼を信じていたわけではない。ただイシュト自身も、皇宮騎士に知れたらまずそうなことを仕出かしていたから、きっと彼らとは関かかわりたくないだろうと思っていたのだ。まさか裏で、これほどはっきり繫つながっているとは考えもしていなかった。……というか、災厄と言うなら彼女より、断然あの男の方ではないのか。魔ま獣じゆうを呼び出して、皇宮の尖せん塔とうを破は壊かいしようとするような奴やつなのに！

「今日もちゃんと、煩うるさいのを片付けておいたよ。ルーナにちょっかい出すようなのを。……ロキ、一度この家に出入りする人間を確かめた方がいいと思う」

　理り不ふ尽じんな非難と裏切られたことへの憤いきどおりに、密かに歯は嚙がみしていたルーナだが、続けて聞こえてきた言葉にはっとして、再び話に聞き入った。きっと、あの昼間の一件のことを言っているのだ。あの哀あわれな使用人はどうなったのだろう。

「ここにか？　どこの手先だ」

「さあ？　訊きかなかったから解らない。でも、彼女のことは知っていたみたいだけど」

「もちろん、息の根は止めたんだろうな」

「まさか。でも、少なくとも一月ぐらいは何も喋しやべれないと思うよ。まず、自分が人間だったことを思い出すところからはじめないといけないだろうから」

「……何をやった？」

「魔ま法ほうをぶつけて、記憶ごと意識を飛ばしただけだよ。ここで見たことを、喋られたら困る。獣けものみたいに喚わめいてたから、人間に戻れるかどうかはしらないけど、まあどうでもいい」

　どうやら、生命だけは助かったようだが、しかしそれが必ずしも幸運だったとはいえない。昼間聞いた、あの魂たましいが削けずられるような絶ぜつ叫きようを思い出し、ルーナは再び背筋がぞっとするのを感じた。確かに、あれは人間の発する声とも思えない、恐おそろしい響きだった──人を人たらしめている、何かを失ってしまったような。

　だがそれも、窓の向こうの二人には、少しの感かん慨がいももたらさないようだった。少しの沈ちん黙もくに、苛いら立だたしげなため息が続く。

「……性しよう懲こりもない連中だ。ハリフか、ノルンゴートか……まあどっちでも同じか。余計なことをするからろくな目に遭あわないということが、まだ解らないのか」

「どうしても、ロキに構ってほしいんじゃないか。最近君が冷たいからさ。この前、ハリフの長男を罷ひ免めんしたし」

「こうなったら遠えん慮りよなく、どいつもこいつもきっちり可愛かわいがってやる。……まったく、救いようのない馬鹿どもだな。せっかく、ここを追い払はらうだけで許してやったというのに、全部はばれてないとでも思っているのか」

「思ってるんじゃないかな。ルーナを手に入れて『輝石』を押さえたら、自分たちに味方しないのらりくらりの皇こう帝ていを、やっと追い払うことができるって。そうしたら、皇帝の威いをかさに着て、やりたい放題の君も失しつ脚きやくに追い込めるってね」

「誰だれがやりたい放題だ、誰が。しかし……本当にそんなことできるのか？」

「彼女は『輝石』の主だ。この国の人間も魔法もみんな、間借り人に過ぎない。皇帝も例外じゃない」

　──ルーナ、君は『輝石』の正統な主だ。君は一人で、この国の全てをひっくり返せる可能性がある。

　窓の向こうで、イシュトが淡たん々たんと告げる言葉を、ルーナは以前に聞いたことがあった。しかし今、ここで交わされている会話は、あのときのような漠ばく然ぜんとした概がい念ねんではない。彼女を利用して、帝位を奪うばう──『この国の全てをひっくり返せる』とは、つまりそういうことであるらしい。

　──冗じよう談だんじゃない。

　もちろん、それがとんでもないことであるというくらいは、ルーナにも解る。皇帝に害を為なそうと企たくらむのは、要するに反逆罪というものではないか。皇帝などという雲の上の相手をどうこうしようなど、これまで想像したことさえないから詳くわしくは知らないが、それは相当に重い罪のはずだった。市場で人の財さい布ふをかすめ取るより重罪だろうか──どんなに金に困っても、そんなことは一度だってしなかったのに。

　──それに、皇帝って……。

　もし記憶に間ま違ちがいがなければ、今現在も帝位にあるのは、あのときの皇帝と同じ人物のはずだ。あのとき──闘とう技ぎ場で彼女と、彼女の大事な相手の生命を救ってくれた皇帝に、感謝しこそすれ楯たて突つく理由はない。

「あんな娘むすめ一人のために、帝国が振ふり回されるのか……」

「早いところ、なんとかしてくれ。帝国はどうでもいいけど、これ以上、ルーナを欲しがる奴が湧わいて出るのは邪じや魔まだ」

「……ああ、まあそれでいいから、おまえはあの娘を捕とらえておけよ。あれは、帝位を奪う鍵かぎだ」

「言われなくてもそうするとも」

「皇宮騎き士しは一いつ旦たん引き上げて、連中の状じよう況きようを探さぐる方に回すぞ」

　──帝位を、奪う。

　もはや一刻の猶ゆう予よもない。彼らの会話はまだ続いていたが、ルーナはそれ以上は訊かなかった。来たときよりも慎しん重ちように気配を消して、その場から離れる。聞く必要はない、既すでに方針は決まっている。──本格的に巻き込まれる前に、早く逃にげ出すべきだ。

　相手に悟られないと確信できる距きよ離りまで離れたところで、一度足を止めて振り返った。彼女があそこに潜ひそんでいたことは、まだ気付かれていないだろう。

　──別に、信じていたわけじゃないんだ、本当に。

　ルーナは深くため息をつくと、今度は振り返らずにその場を後にした。
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　方針を決めれば、ルーナの動きは速かった。さっきまで寝ねていた部屋に戻って、持ってきた剣けんを摑つかむ。彼女がここへ持ってきたものは、細々した飾かざりの類たぐいを除けばこれしかない。できれば服も取り戻したかったが、ぐずぐずしている暇ひまはないので諦あきらめた。持つものを持ったら、明かりを手にして再び庭園へ下りる。微び風ふうに揺ゆれる木立の間を横切って向かう先は、ここに入り込んだときに開けた石の扉とびらだ。

　──皇宮騎士は引き上げる、って言ってた。

　つまり、彼女がここに足止めされていた最大の理由がなくなるということだ。彼女の所在が解った以上、皇宮騎士を配備して、行方ゆくえを捜さがす必要はなくなった。どうやら、あの皇宮騎士を率いていた男にしてみれば、彼女が勝手に動きさえしないのなら、皇宮騎士に捕らえさせようがイシュトに見張らせようが、どっちでも構わないらしい。

　イシュトが揶や揄ゆするように「閣下」と呼んでいたことから考えても、あのロキシスという男は、皇宮内で高位にあるのだろう。でなければ、皇宮騎士を一存で動かせるわけもない。そんな男に、どうしてイシュトが親しく口を利きくことができるのかはよく解わからなかったが、ともあれこれは好機である。今なら、イシュトの目だけを誤ご魔ま化かせば逃げられる。そして彼は、まだルーナが大人しくしていると思っているだろう。

　庭園の隅すみにあるひやりとした石いし壁かべの一部を、渾こん身しんの力で動かす。扉は重く厚く、あの夜、これを動かして開けたことが信じられない気がしたが、どうにかこうにか開いた隙すき間まに滑すべり込んだ。途と端たん、庭園の清せい浄じような空気が消え、澱よどんだ冷たい闇やみが押し寄せる。あの夜感じたものと同じ、しかし今夜は、当てもなく彷徨さまようのではなかった。

　──城門でしたら、この屋や敷しきから、通路を真っ直すぐお進みになれば辿たどり着きます。

　──東方から運ばれた緑石が使われておりますから、お間ま違ちがえになることはないと思いますが……。

　昼間、イシュトが現れる前に、使用人の男と交かわした会話を思い出す。そしてその緑石の通路とやらに、ルーナは心当たりがあった。皇宮騎士に追われて逃げ回っていたときに、一度通った気がしたのだ。広い通路は人目に付きそうで、慌あわてて脇わきの小さな通路へ入り込んだのだが、あれはどのあたりだっただろう……。

　それでも記き憶おくを辿って、来た道を戻もどっていると、見覚えのある扉に行き当たる。豪ごう奢しやな装そう飾しよくが彫ほり込まれた木の扉を押し開けて、ルーナは自分の正しさを確信した。床ゆかに緋ひ毛もうの絨じゆう毯たんが敷しかれた回かい廊ろうは、昼間なら、宝石飾りのついた靴くつを履はいた男たちや長く裳も裾すそを引きずる女たちが大勢行き来しているのだろうが、今は誰の姿もない。絨毯の敷かれていない部分の床や壁かべは、暗がりの中で黒ずんで見えはするものの、確かに深い緑色をしていた。

　ところどころに燃える紫むらさきの炎ほのおが、ぼんやりと奥行きを照らし出す中、壁には古い勲いさおを描えがいた彫ちよう刻こくが、左右非対たい称しようの通路に続いている。急に空気が重くなったのを感じながら、ルーナは息をついて再び歩き出した。紫の炎が幾いくつも灯ともっているということは、その分、魔ま力りよくに満ちた空間ということだ。イシュトの言うことが正しければ、この皇宮そのものが、彼女には合わない場所なのだろう。

　──……でも、そういえばあそこの家では、全然こんな感じにならなかったんだけど……？

　同じ皇宮の中なのに、不思議なことではある。思えば、これらの燭しよく台だいのような魔ま法ほうを使う道具の類がほとんどなかったと、ルーナは今いま更さらながらに気がついた。魔法と無む縁えんの生活を送っているわけではなさそうなのに、あの場所を一度も嫌いやな空気だと思ったことはなかった。普ふ通つうの貴族らしからぬ家だった。

　──もしかして、気を遣つかってくれてたのかな……。

　だが、もし本当にそうだったとしても、親切に感謝しようとは思えない。彼には、彼女をあそこに置いておきたい理由があったのだから。

　人気のない回廊を、ルーナはひたすらに真っ直ぐ歩いた。あの使用人の男の言が正しければ、この先に城門があるはずで、彼女はそれを疑ってはいなかった。立派な通路は、明らかに城内に住む貴人が使うものだ。城の主要な出入口に、必ず繫つながっているに違ちがいない。

　やがて、彼女の期待は正しく叶かなえられた。通路の正面に立ち塞ふさがる、威い風ふう堂どう々どうとした両開きの扉が現れる。いつも彼女が使う、使用人用の入り口ではない、貴族たちのための門だ。

「……これかな」

　近付いて、扉に触ふれる。瞬しゆん間かん、頭の芯しんが揺さぶられるような感覚に襲おそわれた。膝ひざが崩くずれそうになるのをなんとか堪こらえながら、しかしそれは嫌な気分ではなかった。むしろほっと安あん堵どしたのは、予想した通りの結果だったからだ。

　──他ほかのと同じだ。

　皇宮を守る『魔法』の障しよう壁へき。帝てい国こくの黎れい明めい期きから存在し続け、いかなる者も焼き尽つくす目に見えない壁は、帝てい都との民たみには恐おそれられ、皇宮の人々には全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せられている。

　しかし今、扉を押し開けようとするルーナには、なんの災さい厄やくも降りかからなかった。この皇宮の中では常に感じる酔よったような感覚が、より増したように感じはするが、決して深刻な変化ではない。ルーナはようやく、自分が追い回された理由を実感した。彼女ははっきりと異質なのだ──彼らの絶対の拠より所である障壁を、傷一つなく通過できるような人間がいるのなら、危機を感じて捕らえたくもなるだろう。

　扉は厚く、ひどく重かった。けれど力を込めて押し続けると、やがてじりじりと動きはじめる。人が通れるくらいの隙間の向こうに、夜にも輝かがやく石に舗ほ装そうされた地面が見えた。倒たおれそうになる前に、ルーナがその隙間から一歩を踏ふみ出したとき。

「！」

　突とつ然ぜん、弾はじけるように、強い光が目を焼いた。たまらず目を閉じたまま、ルーナは外へ転がり出る。縺もつれそうになる足をなんとか踏ん張って、扉から離はなれる。

　冷や汗あせがとめどもなく流れてきて、ルーナは大きく息をついた。しかし、今のは何だったのだろうと思いながら振り返った瞬間、再び息を吞のむ。

　たった今、彼女が出てきたはずの扉が燃え上がっている。どこからか生じた紫むらさき色いろの炎が、扉を覆おおい尽くすように舐なめ回している光景は、しかしどこか悪い夢のようにも思えた。これが皆みんなが言っている、人を焼く炎なのだとルーナは悟さとった。確かに、普通の人間がこの勢いに吞まれてはどうしようもない。あっという間に骨までも焦こがされて、形も残らないかもしれない。

　星の光も見えない夜空を、この世のものでない炎が焦がす。禍まが々まがしいまでに輝く炎から、二、三歩退いた後、ルーナはよろける足を叱しつ咤たして、門に背を向け逃げ出した。
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　窓の隙間から差し込む光が、狭せまい室内の様子を浮うかび上がらせている。天てん井じようの染しみ、一部剝はがれた貧相な壁。

　踏めば床がぎしぎしと音を立てる狭せま苦くるしい部屋の、小さな寝しん台だいの上で、ルーナは小さく息をついた。簡素な机と椅い子す、申し訳程度に作りつけられた棚たな、少ない手回り品を収めた箱……古くて貧しいながらも、慣れ親しんだ、彼女の部屋だ。

「…………」

　ルーナは身体からだを起こすと、ぼんやりと部屋の中を眺ながめる。昨日、帰ってくるまでのことが思い出された。今でも脳のう裏りに焼き付いている──彼女に襲いかかってきた、激しい魔法の炎の色。闇の中、巨きよ大だいな扉さえも吞み込み、天に燃え上がったあの光。

　通常であれば、人など一いつ瞬しゆんのうちに焼き尽くしてしまうであろう炎は、しかし彼女に傷一つ付けなかった。帝国で利用されている『魔法』の仕組みを受けつけないという彼女の性質は、皇宮の誇ほこる魔法の障壁でさえ例外ではなかったらしい。

　とはいえ、まったく無事というわけにもいかなかった。ただ皇宮の中に入っただけでも、違い和わ感かんを覚えるほどなのに、あんな強力な魔力を浴びてはひとたまりもない。例の『魔ま法ほう酔よい』だ。

　ついていないことに、彼女が通った城の出入り口は、彼女の住まいから離れた場所にあった。少し歩いては休み、途と方ほうもなく遠く感じられる距きよ離りを、それでも懸けん命めいに歩いて家に辿り着いたのは、夜明けも近くなった頃ころだった。そのまま寝台に倒れ込んで、気を失うようにして眠ねむり込んでしまった。

　しかし今は、もう気分は悪くない。何もかもが夢に思える──皇宮に行ったことも、そこで起きた諸もろ々もろの出来事も、偶ぐう然ぜん耳にした、大それた陰いん謀ぼうの計画も。

　──最後のだけは、飛び抜ぬけてまずい気がするけど……。

　だが一いつ介かいの市民に過ぎないルーナには、どうしようもないことだ。利用されないうちに逃にげ出せただけで、よしとすべきだろう。

　立ち上がって、窓を開ける。途端、さんさんと輝く日差しが差し込んできて、がらんとした部屋を照らした。既すでに日は高い。随ずい分ぶんと寝ね過すごした。

　通りから響ひびいてくる街の喧けん騒そうが落ち着かない。昼日中、皆が働き出している時間にこの部屋にいることがあまりないせいもあるが、一番にはこれからの身の振ふり方を考えなければならないと気付いたからだ。これほど時間が経たったなら、今いま頃ごろは城でも彼女が逃げ出したことに気付いているだろう。追手がかけられる前に、どこかに身を隠かくした方がいいのかもしれない。

　部屋を出て、軋きしむ階段を下りる。建物の裏にある井い戸どは、この辺りの住人の生活を支えるもので、常に人がたむろしているものだが、今は誰だれの姿も見えなかった。朝の支し度たくをするには遅おそすぎ、昼には早い時間帯、井い戸ど端ばたで時間を潰つぶす者は少ない。皆それぞれ、己おのれの仕事をこなしているのだろう。人気のない井戸端を決まり悪く感じながら、ルーナは水を汲くみ上げた。顔を洗って、身なりを整えて、それから……。

「──ルーナ！」

　しかし、不意に背後から名を呼ばれた。驚おどろいて、顔を拭ふきながら振り返ったルーナは、そこに旧知の顔を見つけて声を上げる。何故なぜか、ひどく懐なつかしいような気がした。離れていたのは、ほんの数日のことなのに。

「イェーガ」

　少し片足を引きずって歩く独特の動きで近付いてくる彼の姿に、妙みように胸が温かくなった。入れていたつもりはないのに、肩かたの力が抜けるような気がして、ルーナはほっと息をついた。家に帰って来たという実感が、ようやく湧わき上がってくる──何もかも話してしまえる、心から信じられる相手。

「お前、今までどこに行ってたんだ！」

　しかしその相手は、開口一番に彼女を怒ど鳴なりつけてくる。馴な染じんだ怒ど声せいに安堵を覚える一方で、しかし一方的に叱しかられるのは面おも白しろくない。半ば反射的に、いつもの通り言い返そうとしたルーナだが、続くイェーガの言葉で、彼の事情を悟った。

「いくら城に行くのが嫌だからって、突然いなくなるこたぁないだろうが！　城には来てねえって言われるし、どこ捜さがしても見つかりゃしねえ。気に入らねえなら気に入らねえで、一言くらいあるだろう、一体何考えてんだ！」

　どうやら彼女のいない間、イェーガは心配して、あちこちを捜してくれたらしい。ルーナは言い返しかけていた言葉を吞み込み、まだ何か言っているイェーガを見上げた。彼に相談してみるべきだ。これまであったことと、これからのことを全部話して、身の振り方を考えよう。なんと言っても、彼は雇やとい主だし……彼女がいなくなって、怒おこるほど心配してくれる相手など、他にはほとんどいない。

「ごめん。連れん絡らくしたかったんだけど、できなかった。ちょっと面めん倒どうなことになって」

「ちょっと面倒ってなんだ！　こっちがどれだけ捜したと思って……」

「城には行ったんだ。でも皇宮騎き士しに捕つかまりそうになって」

　更さらに怒鳴りかけるイェーガを制するように、ルーナはここ数日の出来事を話した。剣けん舞ぶを披ひ露ろうするために呼ばれたはずなのに、そこには案内されなかったこと。代わりのように皇宮騎士が現れて、彼女を捕とらえようとするので逃げたこと。ここ数日は城の中で過ごして、隙すきをついて城を出てきたこと……何故彼女が追われているのかについては、とりあえず省いた。『精せい霊れいの民たみ』のことはイシュトから聞いただけで、真しん偽ぎのほどは定さだかではないし、第一うまく説明できる自信がなかった。ルーナだけではない、魔ま法ほうがどうのという話にまるで知識がないのは、イェーガにしても同じことだ。我ながら雑な説明だとは思うが、これ以上のことは言えそうにない。

「皇宮騎士……」

　彼女の答えを聞いたイェーガは、愕がく然ぜんとしたように繰くり返した。都に住む市民の誰でも、皇宮騎士の存在を知らない者はないが、どんな形であれ彼らと関かかわり合うことがあろうと考える者もまたいない。彼らはまともな一いつ般ぱん市民の生活からは、かけ離はなれた存在なのだ。

　普ふ通つうでは考えられないような突とつ拍ぴよう子しもない話、しかしイェーガは彼女の話を疑ったりはしなかった。その表情がはっきりと強こわ張ばっているのを見て、逆にルーナが驚いてしまう。彼がそんな顔をするなんて、滅めつ多たにないことだ。

「なんで……お前を捕まえるなんて、どういうことだ」

「……イェーガ？」

　問う言葉は、しかし彼女に向けられたものではない。愕然と呟つぶやく相手に、ルーナは怪け訝げんに首を傾かしげた。衝しよう撃げきを受けたような彼の様子は、捜していた娘むすめが荒こう唐とう無む稽けいな面倒事に巻き込まれたことを嘆なげくというより、もっと別の何かに見えた。まるで、心ここにあらずというような……なんだか、ひどく焦あせっているような。

「ルーナ」

　と思ったら、突とつ然ぜん鋭するどく名を呼ばれ、ルーナは驚いて顔を上げた。正面から合った彼の目が、思いがけない光に満ちていて、密ひそかにたじろぐ。彼のこれほど鬼き気き迫せまる表情を、見たことはなかった──闘とう技ぎ場で相対したときでさえ。

「な、何……」

「お前が帰って来たのは助かった。……おれと、一いつ緒しよに行ってほしいところがある」

「え……どこに？　仕事？」

　不思議な申し出に、ルーナはそれまで相談しようと思っていたことも忘れて、つい訊きき返してしまった。信用されているのか単に面倒くさいだけなのか、仕事相手のところには、ルーナは一人で向かわされるのが常だった。剣けん闘とう士し組の長であるイェーガがわざわざ出向くとしたら、伴ともなう舞まい手てが新人であるか、客がよほどの上客であるか、どちらかくらいしか考えられない。ますます怪訝な顔をするルーナとは目を合わせずに、彼は、ああ、と答えた。

「世話になった相手なんだ。どうしてもお前がいいと言われたら、断れない」

　どうやら、相手はよほどの大物らしい。珍めずらしいこともあるものだと思いながら、とりあえずルーナは頷うなずいた。

「わ、解わかった。いつ行けばいい？　今夜すぐ？」

「今から」

「ああ、今……今から!?」

　今度こそ、ルーナは啞然とした。普通、舞の見物といったら酒がつきもので、多くは日が沈しずんで、人目も仕事も気にしなくていい時間になってから、余興を楽しむものである。こんな昼日中に舞まい姫ひめを呼びつけて宴うたげとは珍しい。よほどの道楽者か、あるいは逆に、外国からの客を迎むかえた重要な商談であるとか、いずれにしろ普通ではない。

「じゃ、じゃあ、ちょっと待ってて、支度してくるから」

「いや、そのままでいい。行くぞ」

「はぁ!?　そのままでいいって、いいわけないだろう！　私、まだ化け粧しようもしてな……」

「いいから！」

　喚わめきかけるルーナの声を遮さえぎって、イェーガは強い口調で言い切った。呆あつ気けに取られる彼女と、ようやく目を合わせると、彼は意を決したように告げる。

「頼たのむ、ルーナ。──急ぐんだ」

　わけが解らない。が、それ以上問うことはできなかった。彼がこんな顔をするのを見るのは、はじめてかもしれない。険しい表情は強張って、とても言い合いをする雰ふん囲い気きではない。「頼む」という言葉とは裏腹の、強制をも辞さない響きに、解ったと答える以外に何が言えるだろう。

　──なんなんだ？

　イェーガに伴われて、街路へ出る。街は常と変わらない騒そう々ぞうしさに満ちていたが、二人は会話もなく歩き出した。人ひと混ごみではぐれないよう、少し遅おくれて彼の大きな背中を追いながら、ルーナはますます困こん惑わくを深めた。この緊きん張ちよう感かんは、一体どうしたことだろう。張り詰つめた気配は、殺気とも思えるほど不ふ穏おんに感じられる。けれど……試合を控ひかえた剣闘士だって、こんな重苦しい空気を纏まといはしないだろうに。

　──とりあえず、上客って線は消えたな。

　ただの接待であれば、ここまで緊張感が漂ただよいはしないだろう。これから向かう先には十中八九、ややこしい事態が持ち上がっているに違ちがいないと、ルーナは覚かく悟ごを決める。着き飾かざりもしない彼女を連れていくことから考えても、真っ当に舞を舞まわせるつもりではないはずだ。

「イェーガ」

　前を行く彼に、声をかける。舞わない舞姫を連れていく、どんな揉もめ事があるのか想像もつかなかったが、それでも踵きびすを返して帰ろうとは思わなかった──舞とは関係なさそうであるにもかかわらず、イェーガは彼女を連れていくと言った。きっと、何か理由があるのだろう。

「なんだ？」

「どこまで行くんだ？」

「もう少しだ」

「ふうん。じゃあ、さっさと相手を殴なぐって帰ろう」

　朝食まだだからお腹なか空いたし、とルーナが言うと、イェーガは意表を突つかれた顔をした。何を言い出すのかと言いたげな相手に、ルーナは、だって、と肩を竦すくめてみせる。

「そのために、私を連れていくんじゃないのか。──今から会いに行く奴やつ、嫌いやな奴なんだろ」

「お前、なんでそんなこと……」

「だって心底嫌そうな顔してるじゃないか。なんだかよく解らないけど、そんなに嫌な相手に無理することないよ。大だい丈じよう夫ぶ、私がちゃんと加勢するから」

　いつもなら呆あきれた顔をされるか、馬ば鹿か言うなと叩たたかれたりくらいはしそうな軽口にも、しかし期待した反応はなかった。イェーガははっとしたように彼女を見たが、何やら曖あい昧まいな声を発すると、それきり前を向いてしまう。ルーナはいよいよ困惑を深める。どうしてそんな顔をされなければならないのだろう。気まずそうな──何か恐おそろしいものから、目を背そむけるような。

　やがて、人混みを縫ぬうようにして辿たどり着いた先は、繁はん華か街がいにある宿の一つだった。胡う散さん臭くさい連中が絶えず出入りするような安宿でも、たった一晩で想像できない金を取る高級宿でもない。他人を呼んで芸事を披露させ、騒さわぐような場所には見えず、当然のことながらルーナには縁えんのないところだ。

　舞姫が呼びつけられるにはあまり似つかわしくないその建物に、しかしイェーガは躊ちゆう躇ちよすることなく足を踏ふみ入れた。宿の人間を呼ぶこともなく、迷いのない足取りで階段を上るイェーガに従い、やがて二人は扉とびらの前に辿り着いた。

　扉を叩くと、応こたえがある。男の声だ。先に入るよう促うながされ、扉を開けたルーナは、しかし一いつ瞬しゆん足を止めてしまう。

「…………」

　部屋の中は暗かった。窓は固く閉じられて、外の光は少しも見えない。広くもない部屋の真ん中に、小さな角灯が置かれているが、それも覆おおいがかけられて、十分な明るさとは言えなかった。急な暗がりに目が慣れず、顔をしかめて瞬またたいたルーナは、次の瞬間、扉の向こうから応じた声が何か言うのを聞いた。

「──この娘に間ま違ちがいないのか。おまえが見たのは」

　部屋の奥に、誰だれかがいる。それも一人ではない、数人いる。ルーナが目を凝こらす前に、問われた別の男が答えた。

「ああ……そうだ、伯父貴おじき、間違いない。この女だ──魔ま法ほうの炎ほのおをぶつけても、傷一つつきやしなかった。化物め」

「おまえは……」

　忌いま々いましげに吐はき捨てる若い男を、ルーナは愕然として見やった。顔は、正直あまり覚えていない──しかしそれでも、彼が何を言っているのかは解る。

　──あのときの！

　市場で乱暴を働いていた、性質の悪い『印持ち』の若者たち。ルーナが棒で殴って追い散らした、あの連中の一人に違いない。

「そうか」

　最初に口を開いた人ひと影かげが言った。椅い子すに腰こしかけて、他ほかの男を従えるように側そばに立たせている。暗がりの向こうから、値ね踏ぶみするような目で彼女を見つめると、低い声で呟いた。

「では、その娘を確保しろ」

　その言葉を待ちかねていたように、立っている男たちは、ざっと音を立てて足を踏み出す。危険を感じ、ルーナは思わず身を引いた。振ふり返り、名前を呼ぶ。たった一人、そこにいるべき味方を捜さがす。

「イェーガ！　こいつら一体……」

　しかし次の瞬間、彼女が皆みなまで言わないうちに、突とつ然ぜん視界が暗転した。







「……にを、させる気で……」

「余計なこと……」

「手て荒あらな真ま似ねは……」

　幾いくつもの声が鼓こ膜まくを震ふるわせる。ルーナは目を開けて──そこでようやく、自分が目を閉じていたことに気付いた。頭がぼんやりする。意識が遠くなっていたらしい。

　とはいえ、それはほんの少しの間のことらしかった。言い争う声が、次し第だいに鮮せん明めいになる。近い方の声が、尊大な口調で言った。

「もはや、おまえの務めは終わった。余計な詮せん索さくは無用だ」

「しかし──」

「おまえの働きは解わかっている。心配は要らん、必ずや報むくいよう──この娘むすめには、それだけの売値がつく」

　ルーナははっとして顔を上げる。ついでに、自分が置かれている状じよう況きようにも気がついた。扉の側に立っていたはずの彼女は、今は部屋の奥で、男たちに囲まれて床ゆかに膝ひざをついている。立ち上がろうとしても、身体からだが自由に動かない──肌はだに食い込むほど強く、後ろ手に縛しばり上げられている。

「……どういうこと？」

　思わず呟つぶやくと、室内の注意が一いつ斉せいに集まった。威い嚇かくするように、側で彼女を小こ突づくのは、市場で会った若い男。椅子に座ったままの年とし嵩かさの男が、見下げるような一いち瞥べつをくれ、彼に従う男たちは露ろ骨こつな警けい戒かいを隠かくさずこちらを睨にらみつけている。

　しかし、そんなものはどうでもいい。ルーナは真っ直すぐに扉の方を見つめた。さっきまで、彼女が立っていたはずの場所。この場でたった一人、味方であるはずの──あるはずだった相手。

「イェーガ」

　その名を口にしてみても、実感は湧わかなかった。先刻、我が身に起きたことを、理解していないわけではない。突然、見知らぬ場所に連れてこられ、わけの解らない男たちに気を取られていたから、すっかり油断していた。背後から伸のばされた手が、強く首筋を押さえるのを、避よけることができなかった。

　けれど、もし目の前の男たちに気を取られていなかったとしても、避けられたとは思えない。こんなことになるなんて、ただの一度も想像したことはなかったのだから。

　──私を……こいつらに引き渡わたそうとした？

　愕がく然ぜんと、というよりはむしろ呆あつ気けに取られて見つめるルーナと、彼は目を合わせようとはしなかった。固く唇くちびるを引き結び、青白い顔で立ち尽つくしている。

「観念するがいい、娘」

　代わりに、座ったままの年嵩の男が口を開く。まだ混乱しているルーナを見下ろす傲ごう岸がんな目は、完全に勝利者のそれだ。

「浅はかな考えを抱いだくのは止やめるんだな。ここにはもう、おまえの味方は一人としておらん。万一、ここから逃にげ出そうが、必ず捜し出すぞ──今のようにな」

「…………」

「それにしても、おまえがイェーガ・サッリの子飼いとは幸運だった。面めん倒どうがなくて済む。義理を果たす男だからな」
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　彼はそう言うと、視線を転じた。依い然ぜん、強こわ張ばった表情で黙だまったままのイェーガに向かって、鷹おう揚ように告げる。

「おまえの手て柄がらだ、イェーガ。よく覚えておくぞ。約束通り、望みのままに援えん助じよをしよう。これまで以上にな」

「援助……」

　ルーナは呆ぼう然ぜんと、その言葉を繰くり返した。つまりイェーガは、この部屋の男たちを知っている。知っているどころか、彼らに従ってさえいる。援助というのは、金きん子すだろうか。それを目当てに──彼女を売ったのか。

「金じゃない」

　不意に、それまで黙りこくっていたイェーガが声を発した。低い声には、しかし感情というものが欠けている。ようやく彼女を見返してきたその目に、ルーナは胸を突つかれる。冷たい光──何もかもを拒きよ絶ぜつするような、虚うつろな眼まな差ざし。

　いつの間にか、違ちがう世界に紛まぎれ込んでしまった気さえする。彼がこんな顔をするのを、見たことがなかった。想像さえしたことがなかった。いつだって側にいて、くだらないことを言って笑って、ときどき怒おこられることはあっても、こんなに冷たい表情を向けられるとは、思ってもいなかった。

　動どう揺ようは、顔に出ていたに違いない。しかしそれでも、相手の声に変化はなかった。息いき詰づまるような沈ちん黙もくの中、イェーガの低い声だけが淡たん々たんと響ひびく。

「金は、それほど重要じゃない。稼かせげさえすれば、手に入る。──必要なのは、興行権だ」

　興行権とは、剣けん舞ぶや剣闘試合といった見世物を大規模に行うために必要なものだ。この国ではどこでも、街や地域ごとに、興行を行える団体の数が制限されている。中でも、帝てい都とは実入りがいいだけに競争も厳しい。

　興行権の制限は、劣れつ悪あくな見世物を排はい除じよして質の高い娯ご楽らくを提供する、というのが建前だが、しかし何をもって質の高さを決めるのか。実際のところ、それは力のある人々の胸三寸といってよかった。

「帝都で興行をしようと思うなら、いくら腕うでがあったって駄だ目めなんだ。顔を売って、伝つ手てを作って、お偉えらい方々になんとかして気に入られなきゃ、腕を振るう機会さえ回ってこねえ」

「………」

「今年はなんとか枠わくに滑すべり込めた。だが、来年はそうはいかん。レミオルの息むす子こが独立するそうだから」

　レミオル組は、帝都で興行する組の中でも最大のものだ。当然、影えい響きよう力も大きい。生まれたときから興行主の世界にいる御おん曹ぞう司しと、張り合えるわけがない。となれば、繫つながりの弱いところから順に、帝都の興行から締しめ出されることになる。

　それを避けるためには、こちらもまた別の後こう援えん者を摑つかまなければならない。そしてそんな折に、彼のところにこの話を持ちかけた者がいたのだ。──彼の組に所属している〈剣けんノ舞まい姫ひめ〉であるルーナを、ここにいる男たちに引き渡せば、相応の見返りがあると。

　淡々と語られる彼の話を、ルーナはただ聞いていることしかできなかった。興行権の存在や、それに絡からむ利権の噂うわさも知っていたし、むしろ彼女のような末まつ端たんにさえ暗あん黙もくの了りよう解かいのようなところがあったが、それほどに事態が差し迫せまっているなんて、少しも気付かなかった。

「今になって……今、興行権を失なくしてたまるかよ。せっかく、ここまでやって来たんだ」

　ずっと淡々と言葉を紡つむいでいた声に、はじめて感情の響きが宿る。独白のような呟きが震える理由は、ルーナにもよく解った。解らないはずはない、彼がこの数年どれだけ努力してきたか、側で見てきているのだから。闘とう技ぎ場で戦う剣けん闘とう士しと、それをお膳ぜん立だてする興行主の仕事は、同じような舞ぶ台たいにもかかわらず、まったく勝手の違う世界だ。何も解らないところからはじめて、ようやく出そうとしている結果を、手放すのは口くち惜おしいだろう。

　しかし……本当にそれだけが理由で、彼は彼女をここに連れてきたのだろうか。

　後ろ手に縛られた手首が痛む。この男たちが誠実な人間であるとは、ルーナにはどうしても思えなかった。彼らは本当に、イェーガとの約束を果たすだろうか。

　──そんなことで、言いなりにならなきゃいけないなんて。

　もういいじゃないかと叫さけびたかった。帝都の興行権なんて、なければないで平気だ。帝都が駄目でも、地方を回ればいくらでも稼げる。帝都ほどの実入りや華はなやかさは望めなくても、その分頑がん張ばって働ける余地がある。この国の大半の見世物商売は、そうやって仕事をしている。帝都の興行権なんて、ある方が異例なのだ。たとえ、旅暮らしの落ち着かない生活をすることになったとしても、彼がこんな連中の顔色を窺うかがって、いいように使われているよりはずっとましなのに。

　しかしそう言いかけて、ルーナは寸前で言葉を吞のみ込んだ。ふと、ある考えが脳のう裏りを過よぎったからだ。彼が帝都の興行にこだわる理由──どうしても、帝都を離はなれるわけにいかない理由。

「……それで、ずっとこいつらと付き合うつもりなの」

　まるで高いところから、まっさかさまに落とされたような気分だ。信じていたものが、目の前で壊こわれていくのに、どうすることもできないでいる。衝しよう動どうに突き動かされるように、ルーナは跪ひざまずいていた床から立ち上がった。身体が震ふるえ、掌てのひらに冷たい汗あせが滲にじむのを感じるが、それがどうしてなのかは、彼女自身にもよく把は握あくできなかった。感じるのは怒いかりではない、何かもっと、重く苦しい感情。

「どうして、こんなことしなきゃいけないんだ。こいつら、イェーガのことも私のことも、組のことだって、なんとも思ってないに決まってるのに」

　誰だれかが背後から小突いてきたが、ルーナは振ふり返らなかった。真っ直ぐにイェーガを見つめて、周りの声を遮さえぎって続ける。どうしても彼に伝えたい。

「私のことはいい。イェーガがそうしたいんなら、どこに行かされたっていいし、なんでも力になるよ。でも、こいつらと付き合うのはよくない。こいつら自分の都合で、イェーガを好きに使うだけだ。本当は解わかってるだろう──こんな奴やつらにいいようにされるなんて、あんたらしくない」

　そんなことをする必要は、どこにもないはずだ。この男たちに限らない、彼が誰かに阿おもねって、唯い々い諾だく々だくと従わされる様を見るほど、ルーナにとって耐たえ難がたいことはなかった。彼ほど強い男はいないと、ずっと思って生きてきた。何があっても助けてくれる、たとえ怒っても許してくれる──彼のようになりたかった。

　しかし、返ってきた答えは意外なものだった。イェーガは一いつ瞬しゆん、驚おどろいたように目を見張る。けれどそこにちらつく感情の色をルーナが読み取るより先に、彼は声を上げて笑ったのだ。

「おれらしくない、だって？　いいや、十分におれらしいんだよ、ルーナ。お前がどう思っているか知らないが、こんなもんなんだ。おれにはもう、なんの力も価値もない──死に損ぞこないの剣闘士風ふ情ぜいにはな」

　むせかえるような熱気、耳をつんざく喚かん声せい。あの日の記き憶おくが、圧あつ倒とうされるほど鮮せん明めいに蘇よみがえる。忘れたくても忘れられない、きっとずっと、手放すことは許されないだろう。手にした剣の重み、抱いた恐きよう怖ふと確かな殺意──彼を傷つけた、その感かん触しよくも。

　こんなはずではなかったと、彼は言った。もしあのとき、ルーナが負わせた傷がなければ、きっと彼は今も花形剣闘士として、闘技場で剣を振るっていただろう──剣だけを振るっていれば、それで良かった。

「だが、現実はどうだ？　興行主にとっちゃ、戦えなくなった剣闘士なんざゴミみてえなもんだ。自分たちの使い捨ての駒こまだった奴なんか、まともに相手にもしねえ。連中の中に食い込むために、おれに、他ほかに何ができるってんだ！」

「…………」

「あの日、おれは幸運だって皆みんなが言ったよ。生命を落とさず、やくざな商売から足を洗えるって。もう闘技場に立たなくてもいい、お前はおれを上手うまく傷つけた、羨うらやましいくらいだってな……ふざけた話だ」

　あそこで死ぬ覚かく悟ごはできていたのだ。どうして今いま更さら、別の人生を歩かなければいけないのか。こんな思いをして生き残ることを、望んではいなかったのに。

「きっと、こんなこと考えるのは間ま違ちがってるんだろうさ。命拾いをしたのは幸運で、それに感謝してやっていくべきなんだってよ。いつもは、おれだってそう思ってる。でも……どうしても考える。お前の顔を見るたびに」

　あのとき、彼はいつでも彼女を殺せた。彼女のためにその機会を放ほう棄きしてくれたイェーガだが、しかしその選せん択たくを、決して後こう悔かいしないわけではない。当然だ、ルーナは何一つ失わなかったのに、彼は癒いえない傷を得て、望む未来を失った。

　見つめ合うイェーガの目には、しかし慣れ親しんだ温かい光はなかった。表情の消えた顔に、冷れい酷こくな眼まな差ざしだけが向けられて、ルーナは唇くちびるを嚙かみ締める。彼からこんな言葉を聞くなんて、想像もしたことがなかった──けれども、その言葉がやけにすんなり心に響くのは、きっとどこかで感じていたからだ。彼を傷つけたルーナが、ずっと忘れられないでいるように、イェーガもまた、あのときのことを忘れられるはずはないのだから。

「おかしいのは解ってる。でもどうしても、お前がいると忘れられない。……きっとおれは、恨うらんでいるんだ、お前のことを」

　あのとき殺していれば、あるいは殺されていれば。こんな思いを、抱いだき続けることにはならなかったのに。

　──いつも側にいて、真実気にかけていた相手を、憎にくんだりせずにすんだのに。

　ルーナは言うべき言葉を見つけられなかった。裏切られたのは間違いない。ずっと好きだった。心から信しん頼らいしていた。けれどその心が、昔とは違うことにも気付いていた。彼女の負い目と、彼の恨み、違うようで同じ思いを抱いたときから、きっと元には戻もどれなかった。

「随ずい分ぶんと、言いたい放題言ってくれるな」

　ルーナが何も言えないでいるうちに、聞いていた男が口を挟はさんだ。皮肉げな口調で言うと、にやりと嫌いやな笑えみを浮うかべる。

「しかし、これで諦あきらめがついただろう。もう話はついているんだ。そいつはおまえを売って、儲もうける方を選んだ」

　好こう奇きの視線が、探さぐるようにこちらを見ているのを感じる。彼女がどんな反応を見せるか、楽しんでいる気配だ。殴なぐってやりたいと思ったが、腕うでが上がらなかった。腕だけではない、身体中に脱だつ力りよく感が広がる。表情を変えたくないのに、今、自分がどんな顔をしているのか解らない。

「行くぞ」

　椅い子すに座っている男が、そう言って立ち上がると、また背後から小こ突づかれた。腕を摑つかまれ、扉とびらの方に引きずられるが、もはや逆らう理由はなかった。もう、逃にげ帰る場所はない。この男たちに従おうと従うまいと同じことだ。

「イェーガ」

　けれど戸口をくぐるとき、思い出して振り返る。何一つ、残ってはいないと思っていたけれど……一つ、思い出した。

「私が行ったら、帝てい都との興行権をもらえるのは確かなのか？」

「……ああ」

　突とつ然ぜん話しかけられて、イェーガは少し驚いたようだった。今になって、これ以上何を話そうというのかと、警けい戒かいするような相手に、ルーナは一言告げておいた。たった一つ、彼女が残していくもののことを。

「ユミルのこと、よろしくね。ちゃんと守って。……私のことは、言わなくていいから」

　もちろん、わざわざルーナが言わなくても、イェーガはそうするに違いない。そのために、彼はあれほどに帝都に固こ執しゆうしていたのだから──腹に子供のいる彼女を、帝都から動かすことはできないし、彼女を置いて行くこともできない。

　もし、ルーナがこの男たちと行くことで、本当に興行権が手に入るなら、きっとそれだけが、彼女にできることだろう。

　ルーナは一つ息をついて、腕を引かれるまま部屋を出た。言葉に詰つまった気配の相手がどんな顔をしていたのかは、見ないままその場を後にした。
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　宿を出ると、路ろ肩かたに馬車が停とまっていた。黒くろ塗ぬりの大きな箱型で、街を行く荷馬車や幌ほろ馬ば車しや、他の乗り物とは明らかに違う、威い圧あつ的な雰ふん囲い気きのものだ。

　ルーナが男たちに強しいられるまま乗り込むと、やがて馬車はゆっくりと動きはじめた。誰だれも、何も教えてくれない。彼女を見張るためか、ともに乗り込んだ男たちは一言も口を利きかなかったが、しかしルーナには、これから行く先がどこなのかなんとなく解っていた。密ひそかに、心の中でうんざりする。──また、あの不快な気分を味わうと思うと嫌になる。せっかく、あんなに必死で逃げ出してきたのに。

　案の定、馬車の振しん動どうはでこぼこの地面を進むものから、石で舗ほ装そうした街路のものになる。馬車の窓は閉とざされて、どこを走っているのかはっきりとは解らなかったが、やがて周囲の耐え難い騒そう音おんが拡散したことで、広場に入ったと解った。人と建物の密集する市街の中心に、これほど広大な空間は一つしかない。皇宮前広場だ。

　馬車は止まりもせずに、広場を突つき進んでいった。向かう先にある皇宮の城門の様子を、ルーナは容易に想像することができた。紫むらさきの炎ほのおが、城じよう壁へきにちらちらと燃えている。魔ま法ほうの力を帯びた馬車を通すため、巨きよ大だいな門が人の手もなくゆっくりと開く。

「…………」

　予想通り、魔法に守られた皇宮に入った瞬しゆん間かんに軽い眩暈めまいを覚えたが、一つ音のないため息をついただけで、ルーナはそれを意識の端はしに追いやった。言ってどうなるものでもない。男たちは、今更そんなことで彼女を解放するつもりはないだろうし、彼女にしても、再びここを逃げ出してやろうという意い欲よくは湧わいてこなかった。逃げ出して、一体どこへ行こうというのか。もう、帰れる場所はなくなったのに。

　馬車から下ろされると、視界いっぱいに広がったのは、隙すきなく積まれた石でできている堅けん牢ろうな石いし壁かべだった。見上げても上までは見通せない、はるかな高さの尖せん塔とうの石壁に、扉があった。使用人が使う裏口とは思えないが、貴族たちの好む豪ごう奢しやで仰ぎよう々ぎようしい装そう飾しよくの類たぐいは一いつ切さいなく、まるで誰からも忘れられたような雰囲気だ。おそらく、普ふ段だんは人気がないのであろうその扉の前には、新たに別の男たちの一団が待っていた。中心にいるのは、金銀の糸で縫ぬい取られた見事な衣装を身につけた、太った男だ。馬車から引き出されたルーナの方をちらりと見ると、横おう柄へいな口調で言った。

「その女で間違いないのか、伝承にある『精せい霊れいの民たみ』は。……ただの小こ娘むすめであったら、取り返しがつかんぞ」

「娘は本物だ。あとは貴き殿でんの手て際ぎわ次し第だいだ。それとも、ノルンゴートはこの程度の仕事もできないと？」

　応じたのは、ルーナを引き出した連中を率いているらしい、先刻の年とし嵩かさの男だ。冷たく揶や揄ゆする口ぶりに、対する太った男の取り巻きたちから、非難の声が上がる。その中心にいる当の本人は、彼らを制しながらも、忌いま々いましそうに言う。

「口の利き方に気をつけろ。今、我らに手を引かれてもいいのか」

「それはそちらも、望むところではないはずだ。今いま更さら、怖おじ気けづいたわけでもあるまい。ここまで来て、至尊の位を手放すつもりか？」

「……皇宮内には人を配置した。万一誰かが動き出しても、必要な時間は足止めできよう。もっとも、今のところ、誰も気付いてはおらんがな。あの小こ賢ざかしい若造でさえな。吞のん気きなものよ」

「あの皇子に知られていないとは、確かなことか？　あれは油断のならん奴やつだ」

「解わかっている。監かん視しは完かん璧ぺきだ」

「ふむ。……では、その上はどうだ？」

「上？　あのお飾かざりの皇こう帝ていか。どうもこうもない、いつも通り出てこんよ。皇宮の主が変わっても、きっと気付きもせず呆ほうけているだろうさ」

「油断は大敵だ。何が起きないとも限らん」

「何が起きるものか。これまで帝位にあって、あの男が何かをしたことがあったか？　女でも囲っていれば話も解るが、何が楽しくて生きておるのやら……ああ、まあ、心配は無用だ。一応、見張りは置いてある」

　切れ切れに耳に入ってくる彼らの会話に、耳をそばだてていたルーナは、密かに眉まゆを顰ひそめた。彼女の敬愛する皇帝陛下に、なんということを言うのか……と考えてようやく気付く。こういう話を、前に聞かなかったか。

　──あれは、帝位を奪うばう鍵かぎだ。

　昨夜、皇宮の中で立ち聞きした話を思い出した。意に沿わぬ皇帝を追い、帝位を奪う計画は、あの場でイシュトたちが話していたはずのことだ。ということは、彼らもまた、この連中の一味なのだろうか。

　しかし、辺りを見回して彼らの姿を探す暇ひまはなかった。気付けば、目の前の男たちのあまり友好的とは言えない会話は終わったようだ。合図とともに、石壁の扉が開きはじめる。重々しい、ゆっくりとした動きだが、音はない。

「行くぞ」

　未いまだ拘こう束そくを解かれない腕を、ぐいと乱暴に引かれれば、ルーナに逆らう術すべはない。先を行く男たちに引きずられるように、ルーナもまた扉の中に足を踏ふみ入れた。

　最初は、使用人向けの通路のように思えた。二人は並んで通れないほどの幅はばで、壁かべには窓一つなく、先の見えない様子は通路というより、隧ずい道どうといった方が正しく思える。もっともこの皇宮にあっては、どこに続いているか解らない通路など珍めずらしくないのだが、しかしそれにしても、この通路は奇き妙みようだった。皇宮の、人の行き来がある通路はどこでも、紫むらさき色いろの魔法の炎が常時暗がりを照らしているものなのに、ここにはその気配がない。どころか、男たちがまるで壁の外の市民のように、ごく普ふ通つうの角灯を持ち込んでいるとなると、ますます奇妙だ。

　細い通路は一本道で、他ほかに交わることはなかった。最初は両側から迫せまってくるように感じられた壁は、階段を下りた先では余よ裕ゆうを持って広がり、まるで通路は広間のようになった。この皇宮には数多くある、古い時代に遺い棄きされて、忘れ去られた場所の一つのようにも思えたが、そうした廃はい墟きよとは何かがはっきりと違ちがった。絵とも文字ともつかない彫ほり物が、壁一面に施ほどこされている様には、不気味を通り越こして、得体の知れない畏い怖ふの念さえ覚える。

　一行はまた階段を下りた。出発地点から考えておそらくは地下に下りているのだとルーナは予想したが、不思議なことに空気が澱よどんでいる気配はなかった。どころか、下りれば下りるほど、息がしやすくなるようにさえ思える。気がつけば、皇宮に入ると感じるあの気分の悪さは、すっかり消えていた。澄すんだ静せい謐ひつな空気が、じわじわと濃のう度どを上げていく。

　皇宮内で、こんな空気を感じられる場所ははじめてだ、と思いかけて、ルーナはふと思い出す。いや、あそこと同じだ──木々の繁しげる庭園を望む、あの屋や敷しきの空気と似ている。こんなにも異様な、闇やみに包まれた無人の空間に、どうしてこんなにも清せい涼りような空気が満ちているのだろう。

　ふと、前を行く男たちの足が止まったので、ルーナも立ち止まらざるを得なくなった。暗い足あし下もとから目を上げると、通路の先は行き止まりになっているようだ。気付けば狭せまかったはずの通路の天てん井じようは、見上げるほどに高くなっており、巨大な壁がその通路全体を、一分の隙すき間まなく遮さえぎっている。

　男たちは、何事か囁ささやき交かわしながら、壁を蹴けったり押したりしていた。何かを探すように、明かりを壁に近付けて、丹たん念ねんに観察している。

　ここが目的地なのだろうか。一体何のために、こんなところへ連れてこられたのだろう。思わずきょろきょろと辺りを見回していたルーナは、突とつ然ぜん、前方に突き飛ばされて声を上げた。暗い虚うつろな空間に、虚ろな悲鳴が響ひびく。

「……！　ちょっと、何する……」

「ここを開けろ。おまえにはできるはずだ」

「はあ？」

　抗こう議ぎするべく振ふり返った瞬間、一方的な口調で命令されて、ルーナはつい素すっ頓とん狂きような声で返事をしてしまった。開けるとは……何を？

「この奥に『輝き石せき』があるのだ」

　困こん惑わくしきりのルーナに向かって、太った男が言った。足下まである豪奢な衣装は、階段ばかりの通路を歩いてくるのには不向きだったらしく、ひんやりとした空気の中で汗あせを滲にじませながら、苛いら立だった目で彼女を睨にらむ。

「この国を統すべる力の源だ。本来なら、おまえのような下げ賤せんの女の目に触ふれさせるものではないが、あの男から奪うためには仕方がない。おまえが『輝石』の力を得れば、一生、私に仕えさせてやるから感謝するがいい」

「何言ってるんだ？　寝ね言ごとは寝てから……」

「ここは『精霊の民』の残した遺い跡せきだ」

　しかしルーナが悪態を吐つき終わらないうちに、別の声が割って入る。今度は、ルーナを街から連れてきた方の男が進み出て、彼女の言葉を遮った。

「奴らは徹てつ底ていした血統主義だ。同じ血を引かぬ人間には、真っ当な方法では侵しん入にゆうできない。おまえが真実、『精霊の民』の血を継つぐなら、それを証明できるはずだ」

「そんなの、別に証明したくもない」

　抗こう弁べんは、しかし鞘さやを払はらう剣けんの音で報むくいられた。偉えらそうな二人が目で合図した途と端たん、それに従う男たちが一いつ斉せいに剣を抜ぬいて、彼女の方に向けたのだ。

　一対一で、剣を取って戦うのなら後おくれを取るつもりはなくても、さすがに多勢に無勢だ。こちらには剣もない、そもそも後ろ手に縛しばられていては、戦うどころか身動きも怪あやしい。壁を背にして、ルーナは一歩後ろに下がった。どこにも逃にげられる余地がない。

「……解った。なんでも言う通りにするから、これを解いてくれ」

　こんな風に拘束されていては、できることもできないと訴うつたえると、仲間内の目配せの後に二人が近付いてきた。一人が彼女に剣を突つきつけている間、もう一人が乱暴に、腕うでを縛りつけている縄なわを解く。彼らの慎しん重ちようさは予想外で、ルーナは内心で舌打ちをした。もし相手に隙があれば、剣くらいは奪い取って、身を守ることもできたのに。

　壁かべ際ぎわに追い詰つめられ、ルーナは困って背後を見上げた。どっしりとした存在感のある石壁には、扉とびらめいたものはどこにも見つからない。ここまで見てきたものと同じような、精せい緻ちだが見慣れない装そう飾しよくが、灯火に照らされて濃こい陰いん影えいを作り、ゆらゆらと揺ゆれている。

　おそらくは古い時代に作られたものなのだろうが、しかしそれらにはほとんど損傷らしきものが見られなかった。どころか、たった今、石を削けずり出したかのような、妙みような生々しささえ感じられる。誘さそわれるように、ルーナは炎ほのおの光を照り返している壁の表面に触れた。

「！」

　瞬しゆん間かん、辺りが真っ白に輝かがやく。まるで稲いな妻ずまのように、広い壁の全面に光が走ったのだ。暗がりに慣れた目を、鋭するどく焼くような閃せん光こうは、しかし本当に一瞬のことに過ぎなかった。すぐに消え失うせ、辺りは再び何事もなかったかのように暗くなる。

　──……何？　今の……。

　何が起きたのか解らなくて、ルーナは男たちを振り返った。もしかしたら、彼女だけが見た錯さつ覚かくかもしれないとも思ったが、彼らの驚おどろきの表情がそれを否定していた。確かに、今起きたことは現実なのだ。

　と、目の前の男たちの表情が更さらに変化する。何、と疑問を抱いだいたのは束つかの間、すぐにルーナにも理由が解わかった。僅わずかな振しん動どうが、足下を揺らしたのだ。はっとして、背後の壁を見やった彼女もまた啞あ然ぜんとする。ゆっくりと、壁が動きはじめていた──石造りの床ゆかに吸い込まれるように下がっていき、天井から隙間が開いていく。

「……開くぞ……！」

　誰だれかが、興奮を押し殺した声で呟つぶやくのが聞こえる。しかし、おそらくこの事態を引き起こした張本人であろうルーナは、ただ呆あつ気けに取られて、消えていく壁を見つめるよりなかった。どうしてこんなことが起きたのか、理解できない。全然楽しくない──強しいて言えば、店先で触さわってもいない商品が、地面に落ちて壊こわれたり汚よごれたりするのを見るときの気分に似ている。何かの間ま違ちがいだと、全力で主張したい。こんな大おお掛がかりな仕し掛かけで脅おどかすなんて、きっと何か性質たちの悪い悪戯いたずらに決まっている。

　だが不幸なことに、彼女以外にそう考える者はいなかったらしい。壁が消えていく間、男たちはどこか薄うす気き味み悪わるそうな目でルーナを見やっていたが、やがて完全に壁の奥が見み渡わたせるようになると、関心はそちらに移ったようだった。そこに広がる見たこともない空間に、ルーナも含ふくめ誰もが息を吞のんでしまう。

　壁の向こうは、光に溢あふれていた。ぽっかりと開いた空間は、広間と言うほどには広くなかったが、壁へき面めんから曲線を描えがく天井は高く、ここが地の下だとは思えないほど、軽かろやかな洗練された造形である。部屋の中央には、まるで玉座でも据すえ付けるような台座があり、その上に鎮ちん座ざしているものこそが、この空間に満ちる光の源だった。強すぎず弱すぎない、柔やわらかな光を放つ、巨きよ大だいな石せつ塊かい。

「──あれが、『輝石』か……」

　帝てい国こくを支えるすべての魔ま法ほうの源──『精せい霊れいの民たみ』の残した遺産。この場にいる誰も、その名と存在は知っていても、実際に目にするのははじめてらしい。皆みな、一瞬、魂たましいを抜かれたようにその場に立ち尽つくしていたが、いち早く我に返ったらしい太った男に腕を摑つかまれて、ルーナはぎょっとした。

「来い。あれを手に入れるんだ」

　手に入れるとはどういうことか。まさかあの大きな石塊を、盗ぬすみ出そうとでもいうのだろうか。いくら人数がいるといっても、人の手では到とう底ていそんなことはできそうにない……と思っている間にも、男はぐいぐいと彼女を引っ張って、台座の方へ向かっていく。

「あの石から力を奪うばえ。魔ま力りよくの大本さえ押さえておけば、楯たて突つける者などおらん。この国の主に相応ふさわしいのは私だ、この私だ！」

「痛っ……触るな離はなせ！　馬ば鹿かじゃないのか、私にそんなこと、できるわけないだろう。魔法なんか使えないし、あんなの見たこともない」

　不快な接せつ触しよくを振り払おうと、もう片方の手を上げかけた瞬間、そちらも別の手に摑まれた。先刻まで彼女を捕つかまえていた、屈くつ強きような護衛の一人だ。年とし嵩かさの男が前に進み出て、動きを阻はばまれたルーナを振り向き冷静に言った。

「だが、おまえは門を開いた。『精霊の民』の創造物は、おまえを受け入れる。たとえおまえが何も知らずとも、その血がすべてを解決するだろう」

　男たちは彼女を引きずるように、台座を上っていく。近付くにつれ、不思議な輝きの発される『輝石』の様子がはっきりと見えてきた。透すき通った石の内側から、小さな光の渦うずが次々と湧わき上がってくる。光の波は紋もんが互たがいに干かん渉しようし合って揺れる様は、まるで静かな水面のようで、どこか心が落ち着く眺ながめだ。

　しかし、決して揺らがないものもある。『輝石』の表面には、幾いく筋すじもの金色の帯がかかっている。遠目には、贈おくり物の装飾のようにも見えるその筋は、ぎっしりと詰まった何かの記号であるらしい。光の波紋を分断し、『輝石』に食い込んでいる異質な光の筋を見ながら、ルーナはふと、自分の胸むな元もとにある痣あざのことを思い出した。どこか似ているような気がした──何か意図を感じさせる、そこにあるには異質な何か。

　金色の光が、目の奥に滲む。階段を上る足が、急に重くなった。なんとも言えない衝しよう動どうが込み上げてくる。慕したわしくて、厭いとわしい。近付きたくて、近付きたくない。

　──なんだ、あの石……。

「離して」

　もう一度、腕を振り解こうと試みる。しかしもちろん、今いま更さらそんなことができるはずはなかった。腕を摑む力が強くなる。無理矢理階段を上らされて、いよいよ『輝石』に近付いたとき。

「！」

　突然、近くで、空気が破は裂れつするような鋭い音がした。押し殺した悲鳴が上がり、ルーナは自分が自由になったことに気付いた。彼女の腕を摑んでいた男たちは、その手を押さえて蹲うずくまっている。

「彼女に触ふれるな」

　何が起こったのか理解するより早く、はっきりとした声が辺りに響ひびき渡わたる。ルーナは思わず声のした方に目をやったが、思いがけないものを発見して啞然とする。台座の下、たった今、彼女が引きずられて通ってきたはずの──誰もいるはずのない場所に、忽こつ然ぜんと現れた声の主は、あろうことか既き知ちの人物だ。

「やあルーナ、随ずい分ぶん久しぶりだ。半日も君の姿を見られないなんて、本当におれはどうかなりそうだったよ。ところで、おれのことをまだ忘れてはいないだろうね」

　にっこり笑ってそう言うのは、確実に厭いやみだろう。たった半日の逃とう亡ぼうを経て、心ならずも再会してしまった相手を、ルーナは半ば啞然とし、しかし半ばは忌いま々いましさを込めて睨にらんだ。こんな男を、忘れられるはずがない──一目見れば忘れられない美び貌ぼうに、黙だまっていれば誰の心も蕩とろかしそうな笑えみを浮うかべて、素すっ頓とん狂きようなことを言い出すはた迷めい惑わくな人間が、何人もいてたまるものか。

「……イシュト？」

　なんだって、この男がここにいるのか。そもそも、彼はルーナを皇宮内に捕とらえておこうと企たくらんでいたはずだ。この男たちと通じていたのか、それとも、まったく別の謀はかりごとであったのか。

　わけが解らず、咄とつ嗟さに言葉が出てこないルーナだったが、しかし驚いたのは彼女だけではないようだった。蹲っていたはずの男たちもまた、愕がく然ぜんとした顔で台座の下を見下ろしている。それも普ふ通つうの驚きようではない。今まで偉えらぶっていた男の顔から、血の気が引いていく様を怪け訝げんに思ったルーナだが、次の瞬間、彼女もまた同じ、あるいはそれ以上の衝しよう撃げきを味わうことになった。男の掠かすれた喉のどから、引きつった声が漏もれる。

「何故なぜ……あなたがここにおられるのです──皇こう帝てい陛下、どうして、あなたが」







　……一瞬、時の流れが凍こおったように感じられた。今、誰かが何か、とんでもないことを言わなかったか。頭の中が真っ白になって、上手うまく考えがまとまらない。誰が、なんだって？

「どうして？」

　魂が抜ぬけたような気分で、その場に立ち尽くすしかないルーナの視線の先で、イシュトには動どう揺ようの欠片かけらも見えなかった。先の言葉を当たり前のように受け入れて、逆に問い返している。

「おれがここにいて、おかしなことはないだろう。『輝き石せき』の維い持じは、皇帝の専任事じ項こうだ。言い訳はそちらがするべきだ、アスモ・ノルンゴート」

　太った男が、ひいっと声にならない悲鳴を発したが、ルーナの耳には入らなかった。そんなことよりももっと聞き逃のがせない一言に、意識を奪われてしまう。どうやらさっきの発言は本当に、聞き間違いでもなんでもないらしい。

　──皇帝……。

　あの日、闘とう技ぎ場で生命を救われたときから、ずっと敬愛していた。娯ご楽らくのための流血をなんとも思わない、他ほかの身分の高い人々とは違う、優やさしい人だと信じていた。あまりにも身分が違いすぎて、きっと姿を見ることさえないだろうけれど、それでもいつか、何かの形で恩を返すことができたらと願ってさえいた。

　──…………。何それ……。

　理想というものは往々にして叶かなわないものだと知ってはいるが、それにしても、こんな裏切られ方があるだろうか。混乱と動揺が極きわまって、ルーナは前後の見境なく、その場にへたり込んでしまいたい衝動に駆かられた。どこか誰もいないところに行って、心の底から落ち込みたい。

　しかし目下のところ、その望みは果たせそうになかった。予期せぬ皇帝の出現は、彼女に与あたえたものとは別の混乱を辺りにもたらしているようだ。名指しを受けた男は、肥満した身体からだをわなわなと震ふるわせながら、それでもまだ目の前の現実が信じられないというように呟く。
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「し、しかし……イシュトヴァルド陛下、あなたは居室を出られないはずだ。扉とびらは見張らせて……」

「確かに、あなたの手の者は真面目まじめに働いていると思う」

　弱々しい声こわ音ねのおどおどした響きとは対照的に、イシュトは動じる様子もない。わざとらしいほどはっきりとそう言って頷うなずいて見せると、皮肉げな笑みを浮かべる。

「ただ、引きこもりの皇帝でも、いつも中にいるとは限らないだろう。──そちらの動きが解わかっていれば、先回りして身を隠かくしておくくらい、簡単だとは思わないか」

「…………」

「まあ、そちらはおれよりも、宰さい相しよう閣下の動向に興きよう味み津しん々しんだったようだから、確かめようとも思わなかったんだろうけれど。そうだ、あなた方の嫌きらいな策士の宰相閣下は、今いま頃ごろは上で、あなた方の関係者を端はしから捕まえているはずだ。じき、ここにも下りてくる」

　サイショウカッカ、というのは、きっとあの男のことだろう。ルーナは昨夜、皇宮を逃にげ出す前に隠れて耳にした会話を思い出した。あのとき、皇宮騎き士しを率いてルーナを追い回した男に対して、イシュトは今と同じように、どこか揶や揄ゆする調子で呼んだものだった。

　誰だれも、何も言わず、辺りはしんと静まり返った。ようやく謀はかられたと悟さとったのだろう、アスモと呼ばれた男は血の気の引いた顔で、言葉もなくその場に立ち竦すくんでいる。と、小さな音が静せい寂じやくを破った。忌々しげな舌打ちを漏らしたのは、おそらくはこの計画のもう一方の首しゆ謀ぼう者しや、ルーナの側にいる年嵩の男だ。彼は、もし視線に力があったなら、確実に相手を射殺しているだろう目で相手を睨むと、鋭するどく吐はき捨てる。

「しくじったな、ノルンゴート。貴様などに仕事を任せるのではなかった。手を組んでやった恩も忘れて、仇あだで返すとは、よくよく使えん男だ」

「わ、私は……」

「もういい、貴様は落ちるところまで落ちろ。だが──私は違う」

　突とつ然ぜん、男の視線が動いた。目の前で展開される現実に戸と惑まどっていたルーナは、僅わずかに反応を遅おくらせてしまう。男は乱暴に彼女の腕うでを引っ摑つかむと、同時に台座の下に向かって叫さけぶ。

「まだ間に合う、その若造を取り押さえろ！　もはや、我らが生き残る道はそれしかない！　『輝石』の力さえ手に入れれば、何者も恐おそれるに足らん」

　ルーナははっとして腕を振ふり払はらおうとしたが、一いつ瞬しゆんの遅れは取り戻もどしがたい。何かが視界の端で閃ひらめいたかと思うと、ひやりとした感かん触しよくが首筋に当たる──肌はだにじんと痺しびれる、鋭えい利りな刃やいば。

「ルーナ」

　イシュトが呼ぶ声が聞こえたが、そちらを振り向くことはできない。他人のことより自分の心配をしろ、と喚わめく彼女に、更さらに刃を強く当てて黙らせると、男は彼女を台座の上へ進ませた。台座の中心には、絶えず揺ゆれる輝かがやきを放つ石せつ塊かいがある──帝てい国こくの礎いしずえ、すべての魔ま法ほうの源。

「『輝石』の力を奪うばえ。ヴァルシウスの術式を破れば、皇帝の力も消え失うせる」

「そんなこと、私にできるわけない！」

「おまえは本物だ。『精せい霊れいの民たみ』の血は、何よりも優先される。あの門は、おまえの前に労せずに開いたではないか」

「さっきの壁かべ？　私は何もしてない、あれは勝手に……」

「なら、それでいい」

　彼女が最後まで言う前に、男は背後から彼女を突つき飛ばした。たまらずよろけて、ルーナは膝ひざをつく。立ち上がるため、反射的に『輝石』に手をかける……が、その手は空を切った。いや違う、通り抜けたのだ──『輝石』はまるで幻まぼろしのように、実体が感じられない。

　光がますます強くなる。『輝石』はぐにゃりと歪ゆがむと、一気に膨ぼう張ちようし、彼女を吞のみ込んでいく。濃のう密みつな光が押し寄せてきて、ルーナはきつく目を閉じた。光は圧力をもって彼女に襲おそいかかってくる。瞼まぶたの裏まで眩まぶしいほどの光に、息さえもできない。たまらず声を上げかけたとき、

『────』

　どこかで、誰かに呼ばれた気がした。







　はっとして、目を開ける。眼球を刺さすような眩しさは消えていた──何もかもが消えていた。視界はただ、白一色。人ひと影かげもない、争いの音も聞こえない。石造りの天てん井じようも床ゆかも、どこにもない。

　上下の感覚さえ怪あやしくなり、ルーナはぞっとする。失明したのかもしれないと思った。あの恐ろしい光の奔ほん流りゆうが、彼女が目にした最後の光だったのか。

『────』

　そのとき、無音の世界に声がした。声というよりは、空間が震えて発した音という方が近い。耳ではなく、身体に伝わってくるその振しん動どうは、まるで聞き覚えのない音だったが、何故かルーナには、それが何を意味しているのか理解できた。声は、彼女を呼んでいるのだ。

『────、まってた』

『ずっとまってた、────』

『あいたかった』

　音は幾いく重えにも重なって、白い空間に満ちる。多くの相手が口々に話しているようでもあり、すべての声が同じもののようにも聞こえる。ルーナは問うた。

「誰だ？」

『────をまってた』

　一いつ斉せいに響ひびき渡わたる声が、次し第だいに収しゆう斂れんされて一つになる。子供のようなたどたどしい響きは、しかしどこか無機質で、感情というものを感じさせない。

『ずっとまってた。はじめからおわりまで』

「待ってたって……だから誰なんだ」

『……ずっと、──をまってた』

　重ねて問うと、答えを躊躇ためらうような間があって、声は同じことを繰くり返した。まるで、上手うまく言葉の喋しやべれない幼い子供が、大人に矢や継つぎ早に質問されて立ち往生しているような気配にも思える。どうやら彼女の質問は、声の主には答えにくい概がい念ねんであるらしい。

「ここはどこ？」

　ならばと、再度別の問いをしたが、声は何も告げなかった。代わりのように、白一色の空間が微かすかに揺らぎはじめる。柔やわらかく明暗が分かれ、緩ゆるやかに明めい滅めつする。その変化を見て、自分の目が見えなくなったわけではないと気付いたルーナは安あん堵どしたが、同時にその光の加減に既き視し感かんを覚えた。どこからか溢あふれ出すような、光の渦うず。

「あの……変な石……か」

　白い空間を切り裂さくように、金色の線が現れる。周りの光とは明らかに異質な黄金の輝きは、精せい緻ちな細工の鎖くさりのように見えた。視界いっぱいに、網あみのように広がっていく。空間が震えた。それが不快の念だと、ルーナには解った。この空間は──この声の主は、この金色の鎖が嫌いなのだ。

『ときはなって。しばられたくない』

　声は、やがて大きな波になっていく。波は紋もんのように広がって、空間の隅すみ々ずみにまで満ちる。

『あなたにすべてをあげられる。あなたのちからになる』

　不意に、胸に何か温かいものが湧わき上がってくる。それは温かく、優やさしく、心ここ地ち良い感情。柔らかく耳をくすぐる声に、心が傾かたむいていく。ずっとここにいたいと思った。この声を信じられると思った。何もかもが満たされる……。

　だが一方で、頭のどこかが警告を発する。どうしてこんな気持ちになるのか、自分でも理解できない。ひどく気味が悪かった。心の中をかき乱される。目には見えない力が、彼女の心を傾けている。

　快感と不快、信しん頼らいと不信の狭はざ間まで、声はルーナに語りかける。子供を宥なだめる母親のように甘く、罪を告げる警けい吏りのようにはっきりと。

『のぞみをかなえる。──あなたののぞむ、せかいのために』

　白い光が、熱を帯びたように感じられる。いや、熱くなっているのは彼女の身体からだだ。何かが内側に流れ込んでくる。感じたことのないはずの感覚、しかしそれが何なのか、ルーナは既すでに知っていた。声の言うことは正しい、これは力だ──帝国の『魔法』など及およびもつかない、膨ぼう大だいな力。

　そしてその力の使い方を、彼女は知っている。何もかもすっかり解っているという、実感があった。不思議な高こう揚よう感かんが、全身を駆かけ巡めぐる。この力があれば、どんな困難も打ち破れる。恐れるべき敵はない、誰もがこの力の前に跪ひざまずく。

　けれど──それがすべてのはじまりではなかったか。

「うるさい！」

　流れに抗あらがうように、懸けん命めいに叫ぶ。悲鳴じみた喚き声が白い空間に響いた瞬しゆん間かん、頭の芯しんがすっと冷えた。理由の解わからない高揚の代わりに、湧き上がってきたのは怒いかりだ。確かに彼女自身のものと感じられる、純然たる感情。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。今いま更さら、なんの望みがあるものか。──彼女の望んでいた世界は、とうに壊こわれてしまったのに。

「勝手なことするな。私は何も望んでない──こんなもの、欲しくもなんともない」

　望んでいたことは、一つだけ。昨日と同じように、今日が続いていること。貧しくても良かった、好こう奇きの目に晒さらされても、後ろ指を指されても気にならなかった。信じた相手を信じていられるなら、それで十分だった。

　──きっとおれは、恨うらんでいるんだ、お前のことを。

　本当はそれさえ、ずっと噓うそだったのかもしれない。彼女が日常と信じていたものは、もうずっと前に崩ほう壊かいしていて、今日まで見えていたものはただの、惰だ性せいの残像に過ぎないのだろう。けれどそれでも、完全に失ってしまうのは耐たえ難がたかった。その幻では、結局誰だれも幸せになれないと、突きつけられるのは苦しかった。

　いつか破は綻たんする運命、けれどもしこんなことにならなければ、昨日は今日も続いていたはずだ。ルーナに、こんな力を受け入れる素養がなければ、誰も彼女を追い求めなかった。彼女の価値が、昔、道みち端ばたで拾われたときの、あの無力な子供のままであれば──イェーガは今でも、噓をついていてくれただろうか。

　白い空間が凍こおりついた。湧き上がる光は薄うすくなり、溺おぼれそうなほどの濃密な力の気配は少し遠ざかる。がらんとした空間に向かって、ルーナはもう一度、大声で叫んだ。

「おまえなんか要いらない──私に触さわるな！」







「──ぜだ！　何故なぜだ！」

　男の怒ど鳴なり声に、はっとする。気付けば、そこは既に白い空間ではなかった。彼女が座り込んでいるのは石の台座、薄うす暗ぐらい辺りをぼんやりと照らしているのは、彼女が寄り掛かかっている『輝き石せき』の光だ。

　しかしその光は、先刻の激しいものとはほど遠い。石には確かに実体があって、手が通り抜ぬけるようなこともなかった。突とつ然ぜん変化した様相についていけず、ルーナは呆ぼう然ぜんとしてしまう。今のは一体何だったのだろう。夢でも見ていたのか。どこから、どこまで？

「『精せい霊れいの民』は、『輝石』を支配するはずだ。ヴァルシウスの術式も消えるはず……」

　目の前で、男が憤ふん怒ぬの形相で何事か言う様子も、どこか現実感に乏とぼしい。ぼうっとそれを眺ながめているルーナを庇かばうように、別の声が割って入る。

「彼女が、あなたの望みに従う義務はない。彼女には『輝石』を利用する権利があるけど、それを選ばないでいることもできる」

　台座の下からそう言ったイシュトに、ルーナは驚おどろきの目を向けた。たった今まで彼女が見ていたものを、すっかり知っているようだ。やはりあれは、本当にあったことなのだろうか。でもどうして彼だけが知っているのか。

「彼女を放せ、オーラルド・ハリフ。あなたの計画はもう終わった」

　淡たん々たんと、けれどはっきりとそう告げるイシュトに、男は何も答えなかった。青ざめた顔は恐きよう怖ふというよりも、怒りの色が濃こく見える。生気のない顔の中、ただ眼光だけが、炯けい々けいと輝かがやいている。

「──ならば、選べないようにするまでだ」

　視線が、再び鋭するどく彼女を捕とらえる。同時に向けられた短たん剣けんが、その目と同じ、ぎらつく光を放って閃ひらめくのを見て、ルーナは身体の奥がぞっと冷える感覚に襲おそわれた。考えるより先に、身体が動く。どうしても最初の一いち撃げきを回かい避ひできない間合いなら、致ち命めい傷しようだけは避さけなければならない──たとえ腕うでの一本は犠ぎ牲せいにしても、死ぬよりはましだ……。

　──……本当に？

　だが瞬間、唐とう突とつに心に浮うかんだ問いが、彼女の動きを止める。本当に、そうなのだろうか。結局何をどうしても、彼女が許されることはないのに、生が死よりましな理由はどこにあるのだろう。もう何も、残ってはいないのに。

　瞬まばたきするほどの間、問いに答えは出なかった。掲かかげられた剣が、やけにゆっくりと迫せまってくる。既にそれを避けることができないと気付いたが、感じるのは恐怖ではなかった。自分は死ぬのだろうか──多分、間ま違ちがいなく、次の瞬間に。

　そうしたら、許されるだろうか。いつか恨みは消えるだろうか。──もう一度、家に帰ってもいいと言ってくれるなら。

　しかし、不意に視界が塞ふさがれる。落ちかかるはずの剣の代わりに、凍るような冷たさが腕を摑つかみ、彼女の身体を引き寄せる──抱だきしめられていると気付いた瞬間、それまで圧縮されていた時間が一気に弾はじけ飛んだ。ルーナは身を固くして、声を上げる。勝手に彼女を抱きしめて──彼女が受けるべきものを受けた相手の名を。

「イシュト！」

「…………っ」

　視界の端はしで、剣を振ふりかざしていたはずの男が、よろめきながらあとじさるのが見える。その手に握にぎられていたはずの剣はない──彼女に向けられていたはずの剣は、彼女を庇った別の相手を傷つけたのだ。

　見上げるとすぐ側そばに、息を吞のむほど綺き麗れいな顔がある。しかし今、心臓がぎゅっと潰つぶれそうな心ここ地ちになるのは、その美び貌ぼうのせいではない。彼の形のいい唇くちびるから、小さく息が漏もれるのを聞いて、ルーナは何が起きたのかを悟さとった。慌あわてて腕に力を込めたのは、倒たおれかかる彼の身体を支えるためだ。

「ルーナ」

　耳元で囁ささやく声に、答えが返せない。真っ白になった頭のどこかが、一体何をやっているのだろうと冷静に思う。誰かが傷つくところなど、見慣れているはずだった。重要なのは迅じん速そくな対処、十中八九失われる生命だとしても、躊躇ためらっている場合ではない。

　解っている。解っているはずなのに、身体が動かない。相手を支えているのか、自分が縋すがっているのか解らないまま、ぎゅっと彼を抱きしめ返すのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　──まただ。

　また、誰かを傷つけてしまう。取り返しのつかないものを失ってしまう。何度でも思い知らされる──自分さえ、いなければよかったのだと。

「……なんだ」

　だが、きつく目を閉じた瞬間、耳に飛び込んできたのんびりした声に、ルーナははっと顔を上げた。目が合ったのは、想像したような深刻な表情ではない。苦痛どころか、楽しげな響ひびきさえ滲にじませる声の主は、驚いて見つめるルーナに皮肉げな笑えみを浮かべた。

「君もやればできるじゃないか。──こんなに熱ねつ烈れつに抱きしめられれば、おれだって悪い気はしないよ」

「!?」

　咄とつ嗟さに、返す言葉が出てこない。半ば反射的に、ルーナは彼から身を離はなした。何が起きているのか、よく理解できなかった。どうして、彼はそんなにも平気そうな顔をしているのだろう。さっき、彼の身体越ごしに感じた衝しよう撃げきは、確かに彼を傷つけたはずなのに。

　──あのときも。

　前にも、こんなことがあった気がする。ルーナが剣を突つきつけても、彼は動どう揺ようしなかった。どころか逆に危険な振る舞まいをしさえした。自分の身が傷つくことをまるで恐おそれていないその態度は、無む頓とん着ちやくで片付けるには何かが異質すぎて、彼女を不安にさせたものだ。目の前にいる人間は、本当に人なのだろうか。美しい姿をし、同じ言葉を話しても、どこか根本的な部分で決して解り合えない──人ではない何か。

　──何なんだ。

　よろけるようにもう一歩退き、ルーナは身を震ふるわせる。違い和わ感かんは膨ふくらんで、今や視界すら変えつつあった。目の前の、この男は一体誰だろう。ひどい傷を負っている、早く手を貸さなければ──けれどたったそれだけのことが、何故か恐ろしくて手が出ない。

　だが、逡しゆん巡じゆんして立ち尽つくしているルーナとは裏腹に、イシュトの動きには迷いがなかった。ごく無造作に、自分に突き立てられた剣を引き抜くと、それきり彼女の方は見ず、今や逃にげ腰ごしの男に向かって言った。

「運が良かったな、オーラルド。今なら、あなた一人が死ねば済む。──もしルーナに一筋でも傷をつけていたら、一族郎ろう党とうの生命と引き換かえにしてやろうと思っていたのに」

　対する男は、目を見開いてその場に固まっていた。目の前のイシュトと、自分の手を見比べたが、しかしイシュトが一歩そちらへ足を進めると、青ざめて更さらに距きよ離りを置く。

「く、来るな！　どういうことだ……化物め」

「知らなかったのか？　帝てい国こくの皇帝は化物だ。……少なくとも、人間じゃない」

　それはひどく何気ない言い方であったが、耳にしたルーナは思わずぎくりとする。まるで彼女の内心を、見み透すかされているような気がしたからだ。しかし、それはどういう意味だろう。確かに、皇帝という地位にある者はただ人とは違ちがうだろうが、それにしては、悪意に満ちた単語ではないか。

　しかし、ルーナはそれ以上、考えることはできなかった。その答えを出す前に、予想もしないことが起きたからだ。イシュトは表情一つ変えず、弄もてあそんでいた短剣を、無造作に自分の腕に突き立てる。

「！」

　声を上げそうになるのを、なんとか堪こらえる。脳のう裏りに、あの日の記き憶おくが蘇よみがえった。剣が肉を斬きる感かん触しよく、人の身体からだを傷つけるということ。決して取り返しがつかない、見る間に湧わき出てとめどもなく流れ落ちる血の色の眩まぶしさ──生命の証あかし。

　だが、目の前で引き抜かれた剣には、少しの曇くもりもないままだ。剣だけではない、白い肌はだに、この上なくはっきりとつけられた痛々しい傷口には、血の一いつ滴てきも滲んではいない。

　ひどく現実感を欠いた光景。ルーナは息を吞んだまま、表情のないイシュトの顔を眺めやった。繊せん細さいな美貌は、そうしているとますます作り物めいて見えて、彼女を落ち着かない気分にさせる。血の通わない、温ぬくもりのない──どれだけ人に似ていても、どこかで違う、冷たい肌の人形。

「帝国が『輝き石せき』を利用する代だい償しようだ」

　慄おののいている周りとは対照的に、当の本人は傷つけた腕をなんとも思っていないようだ。ほんの一いち瞥べつをくれただけで、感情のこもらない笑みを浮かべると、淡々と呟つぶやく。

「『輝石』の力を魔ま力りよくに変える『ヴァルシウスの術式』を維い持じすることが、皇帝の責務だ。でも、どうやってそれを維持していると思う？　あれは厄やつ介かいな代しろ物ものなんだ、一度壊こわれたら二度と同じものは発現させられないし、一時も途と切ぎれず制せい御ぎよしていないと暴走する。一いつ瞬しゆんたりとも、だ。絶対に気を逸そらさず、別のことを考えず、もちろん眠ねむりもしないで、生きている間ずっと面めん倒どうをみなくてはいけない……そんなこと、誰だれにもできるわけがない」

「…………」

「一つだけ、方法がある。人が何をしていようと変わらず動き続けるものに、術をかけて『輝石』を制御するんだ。そうすれば、皇帝が生きている限り、『輝石』に問題は起こらない──呪のろわれた心臓の死なない身体を、本当に生きていると言うのかどうかは解わからないけれど」

　イシュトは更に近付くと、男の腕を摑む。青ざめるを通り越こして、今や真っ白になっている相手は、まるで死神に触ふれられたかのように、ひっと引きつった声を発したが、構わずその手に先刻の短たん剣けんを握らせる。その先を自らの左胸に当てて、イシュトは低く告げた。

「だから、いくらおれの身体に傷をつけても殺せない。狙ねらうならここだ。そうすればおれも死ぬ、ルーナに構わなくても、帝国から魔ま法ほうの力も消え去る。やってみたらどうだ、きっと歴史に名が残る」

　ひどく穏おだやかな口調は、優やさしげにさえ聞こえたが、しかしその声を耳にした者は誰も、身み動じろぎ一つできなかった。敵の手に剣を握らせて涼すずしい顔をしているイシュトは、ますます出来のいい人形のようで、ルーナは得体の知れない焦しよう燥そうを感じる。彼を止めなければならないと思った。あんなことを言わせていてはいけない──なんだか本当に、彼が人形になってしまうような気がして。

　混乱と、得体の知れないものへの恐きよう怖ふを滲ませていたはずの男が、虚うつろな目になって彼を見上げる。その目に意志が戻もどり、手にした短剣を強く握り直すよりも早く、ルーナは鋭するどく叫さけんだ。

「イシュト、どけ！」

　凍こおりついた空気が破れる。驚おどろいて振り返ったイシュトの方は見ずに、ルーナは一気に距離を詰つめる。狙いは、今にも彼を刺さし殺そうとする短剣だ。

　男の手から、剣を叩たたき落とす。力で争えば不利だが、不意打ちであれば難しいことではない。間かん髪はつ容いれず、摑んだ腕うでを捻ひねり上げる。どうやら、相手にはそれほど心得がなかったらしい。拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりと腕を捻られた男が、苦痛の声を上げるのを無視して、有う無むを言わさず床ゆかに跪ひざまずかせる。

「ルーナ」

　完全に男を取り押さえたことを確信して、密ひそかに安あん堵どの息をついたとき、名を呼ぶ声が聞こえる。視線を上げてみれば、イシュトがその場に立ちつくしたまま、呆あつ気けに取られた顔で彼女を見下ろしていた。さっきまでのものとはうって変わった、心底驚いた表情からは、あのぞっとするような、作り物めいた気配はすっかり消えている──ちゃんと生きて、心のある、当たり前の人間の表情。

「──馬ば鹿か！」

　それを確かく認にんした途と端たん、ルーナは思いきり彼を怒ど鳴なりつけた。なんだか無む性しように、腹が立って仕方がない。こいつは一体、何を考えているのか。自分が何をしていたのか、解っているのか。

「何をぼけっとしてるんだ、そこの剣を拾え！」

「あ、ああ」

「いつまでそこで突っ立ってるんだ。どけって言ったのが聞こえなかったのか」

「突とつ然ぜんすぎてびっくりしたんだ。ルーナこそ、何を……」

　頭ごなしに命令されたイシュトは、面めん食くらいながらも唯い々い諾だく々だくと彼女に従い、床に転がった剣を拾い上げる。男から完全に武器を取り上げたことにほっとしながら、ルーナはなおもイシュトを睨にらみつけた。彼は馬鹿だ、大馬鹿だ。

「うるさい！　おまえこそなんのつもりだ──そんな馬鹿げた挑ちよう発はつなんかして、刺されたらどうするんだ！」

　自分の胸に剣を向けるなど、しかもその剣を敵の手に握にぎらせるなど、まともな人間のすることではない。渾こん身しんの力で罵ののしられたイシュトは、目を丸くして彼女を見た。そんなことは考えてもみなかったという顔だ。

「別に、挑発なんかしてない」

「してただろう、たった今！　自分が何をしたのかも解ってないのか？」

「だって本当に、そういうつもりじゃなかったんだ」

「じゃあどういうつもりだ！」

「どういうって……」

　いきなり怒鳴られたせいか、それとも別の理由のせいか、イシュトは困こん惑わくしたように口ごもる。その態度がますます癪しやくに障さわって、ルーナは更に怒鳴りつけそうになったが、しかしそのとき、別のところでわっと上がった喊かん声せいに気勢を殺そがれた。

「動くな！　歯向かう者は、この場で斬る！」

　騒そう々ぞうしい足音、それさえも圧して響ひびき渡わたる大声が、地下の静せい謐ひつを破る。突とつ如じよとして現れたのは、揃そろいの武具に身を固めた兵士たちだった。指揮を執とっているのは、磨みがき抜ぬかれた剣を携たずさえ、魔力を封じた紫暗の宝玉を身に付けた男たち──皇宮騎き士しだ。統制のとれた動きで、中にいた連中を追い詰めて、見る間にその場を制圧していく。

「…………」

「ああ、やっと来た。──彼らが来るまで、時間を稼かせぐつもりだったんだけど、やってみるとなかなか難しいな。間が持たない」

　台座の上から、唐とう突とつにはじまった混乱の渦うずを見やって啞あ然ぜんとしているルーナの側そばで、イシュトだけがどこかのんびりと、そんなことを言った。







　踏ふみ込んできた皇宮の兵士たちの仕事は迅じん速そくだった。ルーナをここまで連れてきた一味の中には、揉もめ事を力で解決するために引き連れられていたらしい屈くつ強きような男も少なくなかったのだが、数の利と規律正しい作戦行動の前には、さしたる敵ではなかった。

　やってきた皇宮騎士に、取り押さえた男の身み柄がらを引き渡しながら、ルーナはちらちらと、横目で彼らの動きを追った。気になるのは、彼らの仕事ぶりではなく、もっと別のことだ。誰もが、彼女の側に立つイシュトに恭うやうやしく話しかけ、彼もまたそれをなんとも思わないように平然と答える様子を見て、認めたくない現実が蘇る。

　──……本当なんだ……。

　帝てい国こく皇こう帝ていイシュトヴァルド──人を傷つけ傷つけられ、やがては生命を落とす運命から、彼女を救ってくれた顔も知らない皇帝に、ずっと感謝していた。きっと、実際には見たこともないであろう市し井せいの民たみの暮らしを、それでも気にかけてくれる立派な人だと敬愛さえ抱いだいていた。そんな機会はまずないと知ってはいたが、それでも万が一、直接言葉を交かわすことができたなら、どんなにか素す晴ばらしいだろうと思っていた。

　……今からでも、言った方がいいのだろうか。しかしこの裏切られたような衝しよう撃げきは、どこへ持っていけばいいのか。大体今の時点で、彼に対しては感謝の言葉を口にするどころか、思うさまに罵った記き憶おくしかないのは致ち命めい的てきではないのか。このまま、彼女も皇宮騎士に引っ張られていってもおかしくない。不敬罪とか……。

「──ルーナ？」

　そんなことを考えて、内心で恐きよう々きようとしながら見ている視線を感じたのか、イシュトがふと振ふり向いた。どう口を利きいたものか解らず、つい口ごもる彼女に怪け訝げんな顔をする。

「どうしたんだ？」

「あ、ああ……」

　どうしたもこうしたもない。混乱して、ルーナは彼から目を背そむけて俯うつむいた。適切な距きよ離りを保とうと、僅わずかに身を引く。皇帝と自分との間に、どれほどの距離を取れば適切かはまるで想像がつかなかったが、ともあれこれほど間近に話していい相手でもない。

　しかし、そう思って動こうとしたところ、ぐいと腕を摑つかまれる。身体からだを固くして見上げると、こちらを覗のぞき込む瞳ひとみが間近に見えた。咄とつ嗟さに言葉もないルーナを、イシュトは真顔で見つめていたが、やがて上から下まで眺ながめまわして気が済んだのか、ようやく表情を崩くずす。

「よかった。どこにも傷はついてない」

「…………」

「君に傷がついたら嫌いやだからね。うん、変わらず綺き麗れいなままだ。──おれは、上手うまくやっただろう？」

　──上手くやれよ。

　耳の奥で、消えない声が重なる。あのときもそうだった──傷つかないでいる彼女の代わりに、別の誰だれかを傷つける。

　ルーナは身体が震ふるえるのを感じた。恐おそれなのか怒いかりなのか、あるいは嘆なげきなのか、自分でも判断がつかない。ただ、ひどく胸が苦しかった。押し潰つぶされて、息ができない。

「……なんで」

　懸けん命めいに絞しぼり出した声は、自分の耳にも掠かすれて聞き取れなかった。もう一度息を吸い込んで、今度こそルーナは叩きつけるように言った。目の前で得意げな顔をする忌いま々いましい男に──ここにはいない、別の誰かに。

「なんで、こんなことをするんだ。勝手なことして──誰がおまえに、庇かばってほしいなんて言った！」

　死ぬのは怖こわかった、傷つくのは嫌だった。けれどもう、逃にげたくはなかったのだ。あの日、他人の生命を犠ぎ牲せいにしてまで生き延びたかった自分を、間ま違ちがっていると思ったときに、覚かく悟ごを決めたはずだった。もしもう一度、同じことがあったなら──運命の避さけられない刃やいばが、彼女か、彼女の守るべき人に向けられたなら、今度は決して間違えないように。

　けれど、結局また同じことの繰くり返しだ。

「馬鹿じゃないのか、おまえはそんなことができる立場でも、義理でもないだろう！　あの男が剣けんを向けたのは私にだ、自分の身も守れないなら、余計な手出ししてくるな！」

「自分の身も守れないのは、君の方だったと思うけど？」

　いきなり怒鳴りつけられて、さすがにイシュトも面おも白しろくなかったらしい。身を挺ていして庇った相手から、感謝どころか非難されれば、それも当然の反応だろう。ルーナにもそれは解わかったが、しかし一度堰せきを切った感情は止めようがなかった。

「守ってほしいなんて、頼たのんでない。一言も言った覚えはない！」

「何を言ってるんだ、ルーナ。おれは頼まれたことはやらないけど、したいことはするよ」

「ふざけたことを……！」

「何をそんなに怒おこってるんだ？　そんなに、おれに庇われたくなかった？　だったら、おれを責めるのはお門かど違ちがいだ」

　もしそれで彼女の気持ちが損そこなわれたなら、それは彼女の自尊心の問題だ。彼に助けられるのが気に入らないのなら、彼女は自力で窮きゆう地ちを脱だつするべきだったのだ。だから自分には関係ないと、大おお真ま面じ目めに告げるイシュトに、ルーナは一いつ瞬しゆん、怒りも忘れるほどに啞然とした。この男は、本当に解っていないのだろうか。

　──誰が、そんな話を。

　気持ちだとか自尊心だとか、そんな形のないものが、傷ついたからどうだという。傷ついて、二度と取り戻もどせなくなるのは、常に形のあるものの方だというのに。

「……っの、馬ば鹿か！」

　ルーナは思わず手を伸のばして、彼の腕うでを取る。無残に切り裂さかれた袖そでに流血の跡あとはなかったが、その下には生々しく傷口が開いたままだ。たった今、この傷がつけられたときのことを思い出し、ルーナはますます憤いきどおりを募つのらせた。イシュトはこの傷を、自身の手で付けたのだ。剣を持つ手に躊躇ためらいはなく、顔色一つ変えず肉まで切り裂いてみせた。あまりにも無造作に、何でもないことのように──まるで痛みも苦しみも、人が持つべきあらゆる感覚を持ち合わせていないとでもいうように。

「私が言ってるのは、これのことだ！　何でこんな、馬鹿げたことするんだ。こんな怪け我がされるくらいなら、助けなんか要いらなかった！」

　自分の敵ならば戦える。相対して争ったなら、たとえ何を失っても、それが結果だと納なつ得とくもできる。けれど、こんなことはもう耐たえられない──彼女の生命の代だい償しようを、彼女以外の誰かが払はらわされるのを、庇われて見ているだけなのは、もうたくさんだ。

「何で、おまえまで……こんなことするんだ。私は……私には、何も取り戻せないのに」

　剣を持つことはできる、誰かを傷つけることも──けれど傷ついたものを、元に戻すことはできない。一度失ってしまったら、やり直すことなんてできないのに。

　瞼まぶたの裏に、何かが溢あふれてくる。揺ゆらいでぼやける視界の中で、今度はイシュトが何やら呆あつ気けに取られているらしいのが見えた。どこから見ても完かん璧ぺきに整った彼の美び貌ぼうが、心底意表を突つかれたような間ま抜ぬけな表情を浮うかべているのは少し笑える気もしたが、しかし彼女の方にもそれをまじまじと見つめる余よ裕ゆうはない。ルーナは顔を背けて、何度も瞬まばたきを繰り返した。別に何でもない、ちょっと落ち着かなくて、妙みような気分になっているだけだ。何でもない、何でもない──泣いたりなんてしていない。

「ルーナ」

　再び顔を上げて相手を見たとき、イシュトはこれまで見たことのない顔をしていた。いつものような無む駄だに愛あい想そのいい笑えみもなく、かといって、口先だけの愛を囁ささやく冷たい表情とも違ちがう。日ひ頃ごろは余計な口ばかり叩たたいている男が次の言葉にも不自由した様子で、彼女の名を呼んだまましばらく絶句していたが、やがて困こん惑わくの表情のままで呟つぶやいた。

「ルーナ、おれは何一つ失ってなんていない。失うものなんかない──血の一いつ滴てきでさえ」

　さっきも言っただろう、とイシュトは続けた。傷つけられても傷つかない、何故なぜなら彼の身体は、彼のものではないからだ。心臓に呪のろいを受け、『輝き石せき』の力と混じり合ったときから、傷つくことなどありえなくなった。

「必要なのは、心臓だけだ。他ほかには要らない。おれは、生きてさえいれば困らないんだよ」

　それだけが務め、それだけが存在する理由。どんな傷を受けようと、死にさえしなければ問題にならない。『輝石』の力を借りさえすれば、叶かなわないことなどこの世にほとんどない。

「でも、君はそういうわけにいかないだろう。君は現在確かく認にんされている唯ゆい一いつの『精せい霊れいの民』だ、失うことはできない。それに、君の見た目に傷がつくのも嫌だったし」

　だから、取り返しのつかないものなどない。守るべきものを守っただけ、とイシュトは言う。ルーナは思わず言い返そうとした。今、彼が口にした理由のどれ一つとして、彼の行動の理由にはなっていない。たとえ彼女が『精霊の民』でも、見た目がどうでも、もしあのとき振り下ろされた剣で、生命を落とすかもしれなかったとしても、それが彼の身体を損なう理由にはならない。

　だがそう言おうとした瞬しゆん間かん、ふと脳のう裏りに蘇よみがえった光景がある。自分の身体を傷つけて、当たり前のように淡たん々たんとしているイシュトは、あのときもこんな顔をしていなかったか。──城の庭園で、地面に倒たおれ伏ふした男を、人形のように蹴けりつけた。相手を死なせてしまうことを危き惧ぐするルーナに、心底不思議そうな顔をした。

　──取り返しがつかないなんてことはない。

　──いくらでも、代わりはいるんだろうから。

　あのときと同じだ。宝石の瞳ひとみに心がないと、あのときルーナは感じたものだった。他者の痛みも苦しみも、彼は決して理解しない。だから、平然とあんなことができるのだ。他人を虐しいたげ、踏ふみ躙にじり、そのことにまったく痛つう痒ようを感じない、悪あく魔まのような男だと。

　今、イシュトはあのときと同じ顔をして、彼女の目の前に立っている。あのときと同じように、彼女の言葉を怪け訝げんそうに聞いている彼は、おそらく何も理解していないのだろう。他者の痛みも苦しみも──きっと、自分のものでさえも。

「イシュト」

　どう言ったら、伝わるのだろう。憤りとはまた違う焦しよう燥そうのような衝しよう動どうに突き動かされ、ルーナは彼の名を呼んだ。彼は間違っていると思った。どれほど強力な魔ま法ほうの加護があっても、決して守られてなどいないではないか。流れる血を失わない代わりに、何を失ったのかさえ解っていないのだから。

　帝てい国こくの皇帝は魔法の守護者、『輝石』と『術式』を維い持じするために生きる──それだけがすべてだと、信じ込むほどに。

「君に恩を売るつもりなんかないよ」

　強こわ張ばった表情のルーナに、イシュトはそう言って肩かたを竦すくめてみせる。

「もちろん、文句も聞く気はないけど。一応、できるだけ君を巻き込まないように努力はしたつもりだけど、出ていったのは君の方だから、お互たがいさまってところだろう。そろそろ機き嫌げんを直して……」

「違う」

　その言葉を途と中ちゆうで遮さえぎり、ルーナはきっぱりと言った。その勢いに、少し顔をしかめたイシュトを見て確信する。やっぱり、彼は何も解っていない。

「違うって……だって、そっちが勝手に怒って」

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「え？」

「この傷──痛くないのか」

　摑つかんだままの腕うでの、大きな傷口。見上げて問いかけると、イシュトは再び絶句して黙だまり込んだ。まじまじと彼女の顔を見つめるその瞳は、相変わらず綺き麗れいな色で……けれど今は宝石のようには見えない。驚おどろいたようなその瞳の、その奥に揺れる光を見み据すえて、ルーナは懸けん命めいに続けた。

「死ぬとか、死なないとか、そんな話をしてるんじゃない。どんな理由があったって……たとえ死ななくたって、怪我なんかしたら駄だ目めに決まってるじゃないか。おまえがきつい思いをするだけなのに……なんでこんなことするんだ」

　いくら特とく殊しゆな事情があっても、自分の身体からだを故意に傷つけるべきではない。ましてやあんな風に、取引や脅おどしのために、自分から傷を負うなどということはあってはならない。イシュトが顔色一つ変えずそうしてしまえることに、身み震ぶるいするほど腹が立った。

　腹が立つのは、恐おそろしいからだ。こんなに恐ろしい思いをさせる相手を、心から憎にくんでしまうからだ。

「怒おこってるかって、怒るのが当たり前だろう。あんなことされたら、誰だれだって……目の前でそんな怪我をされたら、心配するに決まってるって、なんで解わからないんだ」

「…………」

「本当に……死んでしまうと思ったじゃないか……」

　だが、そこまでが限界だった。一度は堪こらえ切れたはずの涙なみだが、不意に堰せきを切って溢れる。止める間もなく一ひと粒つぶが頰ほおに零こぼれ落ち、ルーナは慌あわてて顔を背そむけた。

　憤りと苛いら立だちと羞しゆう恥ちが込み上げて、何が何だか解らなくなる。どうして、こんなみっともないことになっているのだろう。前に涙など零したのはいつなのか、もう記き憶おくにもないくらいなのに。

　きっと、たまらなく悔くやしいからだ。何故、こんなにも話の解らない奴やつを相手にしなければならないのか。何をどう言ったって、心が通じる気がしないのに──それでも伝えたいと願ってしまう。苛いら々いらする、頭にくる、我が慢まんならない。

「……ルーナ」

　だというのに、その元げん凶きようときたら、彼女の内心になどお構いなく声をかけてくる。どういう神経をしているのだろう。顔を背けて押し黙って、話しかけられたくない雰ふん囲い気きは十分出しているはずなのに。

「うるさい。黙ってろ」

「……なんで、泣いてるんだ」

「泣いてない。知るか馬ば鹿か」

　尚なお更さらに彼を視界から締しめ出して言い返すと、少しの間、沈ちん黙もくがあった。ルーナがそのまま黙り続けていると、やがてイシュトは、摑まれたままだった腕を、彼女の手から取り戻もどした。そのまま腕を伸のばして、彼女の背に回す。

　抱だき寄せる仕草は、普ふ段だんの彼の言動からは想像もつかないものだった。まるで壊こわれ物でも扱あつかうように、そっと抱き寄せられ、ルーナは振ふり払おうとしていた動きを止める。ぎこちないその腕は、どこか頼たよりなかったが……けれど決して、不快ではなかった。

　胸に頭を預けても、相手は何も言わなかった。ルーナは一つ息をつくと、しばらくこのままでいようと決めた──零れ落ちた涙を拭ぬぐって、もう一度、顔を上げられるようになるまで。
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「イシュト！　どういうつもりだ！」

　彼女をここまで連れてきた衛兵が目を剝むくのにも構わず、ルーナは扉とびらを蹴けり開けた。幾いく重えにも重なり合う柔やわらかな布地が、吸いつくように脚あしに纏まとわりつく──鬱うつ陶とうしい。実に鬱陶しい。

「やあ、ルーナ」

　扉を開けた先にいた二人のうち、彼女が名指しで呼んだ相手が、軽く片手を上げて応こたえた。少し離はなれたその場所から、イシュトは彼女の姿を上から下まで眺ながめると、満足げな笑えみを浮うかべる。

「待ってたよ。うん、その服もなかなか似合うね。とても綺麗だ。もう、一通り案内されたかい？」

　不備はなかったと思うけど、とにこにこしながら言うイシュトは、彼女が置かれた状じよう況きようを正しく把は握あくしているようだ。というよりも、そもそも彼の差し金に違ちがいない。ルーナは憤いきどおりも露あらわに彼に近付くと、声を上げて抗こう議ぎした。

「当たり前みたいに勝手なことを言うな！　一体、どういうことなんだ──私に、ここに住めなんて！」

　彼女にとっては寝ね耳みみに水のこの話は、先刻、厳格な雰囲気の城の女官から、粛しゆく々しゆくと言い渡わたされたものだった。ルーナは改めて、今の自分の姿を見下ろしてみる。つい今しがた、彼女によってたかってこの衣装を着せつけた女官たちは、無表情のうちに彼女に向かって膝ひざを折り、恭うやうやしく告げたのだ。

　──本日より、お仕えさせていただきます。何なりとお申し付けを。

「やっぱり、おまえの仕し業わざなんだな」

　先刻の、城の地下での一連の騒そう動どうのあと、ルーナは自分も捕つかまるのだと思って疑わなかった。彼女をここに連れてきた男たちは、結局のところ、皇こう帝ていに対する反逆者だったわけだ。ならば、彼らとともに、皇宮の禁じられた聖域に足を踏ふみ入れたルーナも、また同じ罪に問われるだろうと思った。牢ろうに入れられるのだろうか、それとも殺されるのだろうか……しかし、それを避さけなければならない理由も思いつかない。

　──どうでもいい。もう。

　彼女には反逆の意志などなかったし、あの男たちのことも、計画も何も知らなかった。しかしそんなことを主張して、誰が信じてくれるというのだろう。役人が信じるわけがない──彼女のことを、疑いなく信じてくれる人は、もうどこにもいなくなってしまった。

　万が一、許されて街へ戻ったとしても、今までの暮らしには戻れない。イェーガの本心を知ってしまった以上、彼を頼ることはできないし、そうなるとこれまでのように〈剣けんノ舞まい姫ひめ〉を続けることもできない。姉のように思っていたユミルには、一目会いたい気もしたが、彼女が身重の身体であることを考えれば、それが得策でないことは明らかだった。衝しよう撃げきを与あたえて、余計な葛かつ藤とうを強しいるだけだろう。

　このまま、ルーナが黙って姿を消す方が、誰にとってもいいに違いないのだ。……それを言うなら本当は、あの日、イェーガと闘とう技ぎ場で対たい峙じしたときに、彼を傷つける前に生命を落としでもしていた方が良かったのだが。あのときに失なくし損そこなった生命なら、今いま更さら何がどうなろうと、構うことはない。

　だから、厳いかめしい顔つきの女たちに引き渡されたときも、女看守だとしか思わなかった。城の一室に連れていかれ、服を脱ぬがされたときも、危険な武器を隠かくし持っていないか調べられているのだと信じ込んでいた。しかし、見たこともないような豪ごう奢しやな浴室に放り込まれ、自分でできるからと断っても聞き入れられず身体からだを洗われきちんと拭ふかれ、その上精せい緻ちな織りの華はなやかな衣装を着つけられれば、さすがにおかしいと気付く。光こう沢たくのある薄うす絹ぎぬをふんだんに使い、縁ふちはすべて刺し繡しゆうで飾かざられ、床ゆかにまで裾すそを引きずるような優ゆう雅がな装いの囚しゆう人じんなど、いるはずがあろうか。

　だがもちろん、皇宮の女官たちには、勝手にそんなことをする意志も権限もない。彼女らに、そうするよう命じた者がいるのだ。

「そうだけど？」

　その、命じた張本人はといえば、しかし一方的なやり方を反省する気配もない。どころか、睨にらみつける彼女と目が合うと、いかにも不思議そうに首を傾かしげる。

「あれ、何か気に入らなかった？　喜んでくれると思ったんだけど」

「おまえわざと言ってるだろう！　どう考えても嫌いやがらせだ！　冗じよう談だんじゃない、私は街に帰……」

「──それは困る」

　しかし、ルーナの主張を遮さえぎってそう言ったのは、目の前で空とぼけているイシュトではなかった。突とつ然ぜん、口を挟はさまれて、ルーナは室内にいる、もう一人の方に視線を転じた。彼女が扉を蹴り開ける前から、中にいてイシュトと何か話していたらしいその男も、知らない顔ではない。

「おまえを野放しにしてはおけない。これまで通りの暮らしは、諦あきらめてもらうしかない」

　城に呼ばれた彼女を、皇宮騎き士しを使ってひっ捕とらえようとしてくれたあの男だ。先刻、城の地下に兵たちを連れて現れて、『輝き石せき』に近付いた男たちを拘こう束そくしたときにも顔を合わせている。

　合わせてはいるが、しかしこうして、落ち着いた場所で相対して口を利きくのははじめてだ。ルーナは相手の様子を窺うかがった。今の言葉はどういう意味だろう。一体どうしてこの男に、そんなことを言われなくてはならないのか。

「ルーナ。彼はロキシス、おれの宰さい相しようだ」

　一いつ瞬しゆんの不ふ穏おんな沈黙をものともせず、イシュトはそう言って彼を紹しよう介かいした。途と端たん、紹介された方の眉み間けんが不ふ機き嫌げんに寄る。

「おまえのじゃない。勝手なことを言うな」

「うん、それは反逆ってことでいいの？」

「フォーセガルドの民たみと国には忠誠を誓ちかうが、おまえの気き紛まぐれに付き合うのはごめんだ。俺はおまえの便利屋じゃないんだぞ。この娘むすめだって」

　そしてその不機嫌な表情は、そのままこちらに向けられる。負けじと顔をしかめてみせたルーナだが、次に発せられた言葉には目を剝いた。

「おまえが拾うんなら、おまえが面めん倒どう見ろ。どうして、俺の家に住まわせるなんて話になるんだ」

「──はぁ!?」

「だって、あそこが一番都合がいいんだ。魔ま法ほうの影えい響きようが少ないから。──それに、彼女を放ってはおけないんだろう」

　またしても、とんでもないことを聞かされた。思わず声を上げたルーナに構わず、イシュトはまず隣となりのロキシスに向かって言う。そしてどうやらそのことは、彼らの間では既すでに話し合われた後らしい。不満げな、しかし承服せざるを得ないという様子でロキシスはため息をつき、イシュトは彼女の方に向き直った。

「そういうわけで、ルーナ、彼が君の住まいを提供してくれる。昨日までいたあの屋や敷しきが、彼の家だ。もう慣れただろう？」

　あそこなら、おれもすぐに行けるし、とイシュトは嬉うれしそうに言うが、聞かされている方は嬉しくもなんともない。一方的な言い分に、開いた口が塞がらない思いのルーナだったが、慌あわてて再度抗議する。何を勝手なことを言っているのか。

「私は帰るって言ってるだろう！　大体、なんで私に断りもなく、そんなことを言ってくるんだ。そっちの、えーと宰相閣下にだって迷めい惑わくじゃないか」

　彼女と同じく、苦々しげな顔をしているロキシスに目を向ける。その態度からみて、きっと彼も、この案に乗り気ではないと思ったのだ。援えん護ごを期待するつもりで、というかむしろ、なんとかしてくれ、という彼女の願いが通じたのか、ロキシスは重々しく頷うなずいた。

「それは、俺もまったく同意見だ」

　つまりは彼の方でもルーナを邪じや魔まがっているという意味だが、この際味方であればなんでもいい。ほら見ろ、と言いかけたルーナだが、しかし彼女が得意げに口を開くより、彼の言葉の方が早かった。ロキシスはじっと彼女を見て、だから、と続けたのだ。

「だから俺としては、牢にでも入っていてくれると助かるんだが」

「……は？」

　味方かと思いきや、こっちはこっちで何やら言うことがおかしい。ルーナは再び開いた口が塞ふさがらなくなった。確かに、牢に入れられる覚悟はしていたが……一体何の話をしているのか。

「あそこなら、いかなるときも監かん視しを続けることができる。近付く者を排はい除じよできるし、外との接せつ触しよくを最小限に抑おさえることもできる、いいこと尽ずくめだ。悪いようにはしないから、牢に入れ」

「私にとっては悪いことしか起きないじゃないか、それ」

　何が「悪いようにはしない」なのか、さっぱり意味が解わからない。ルーナは呆あきれて返事をしたが、しかし相手は至って大おお真ま面じ目めらしい。表情一つ変えず、ロキシスは冷れい淡たんな口調で、仕方がない、と言った。

「恨うらむなら、自分の生まれを恨むんだな。──おまえが『精せい霊れいの民』である以上、こうせざるを得ない。この国のために」

　帝てい国こくを支える魔法の源である『輝石』の働きに干かん渉しようできる『精霊の民』。『輝石』を作り出した彼らの存在は、伝承としては知られていたが、実在しているとはっきり解ってはいなかった。今回の騒動からも解る通り、『精霊の民』は現在の帝国において、存在するだけで国を崩ほう壊かいさせかねないほどの脅きよう威いだ。長い年月をかけて、歴代の皇帝が幾いく重えにも術をかけて支配してきた『輝石』を、望んだだけで手中に収められるとなれば、たとえ本人がどうでも、利用したがる者は後を絶たないだろう。

「おまえの身み柄がらは、この城で管理するのが妥だ当とうだと判断した。これ以上、こんな揉もめ事を起こされても面倒だ」

「それは私のせいじゃ……」

「おまえのせいでなくても起きるから、揉め事と言うんだ。だから牢ろうへ」

「なんでそうなるんだ！　嫌に決まってる」

「だからさ、ロキの家で暮らしてよ。君に目が届くなら、そううるさくは言わないからさ」

　横から、イシュトがのんびりと口を挟んで、ルーナはようやく事情のすべてを把は握あくした。つまりそれが彼らの、この一件の片付け方なのだろう。牢に入れるか、あるいは城内で常に監視しておくか──どちらにしろ、彼女を自由にするつもりはない。

　しかしそれはおそらく、温情ある措そ置ちというものだろう。この国の体制の頂点にいる彼らにとって、その体制を揺ゆるがす反逆という罪は、他ほかの何にも増して捨て置けないものであるに違ちがいない。本当なら、この一件に関かかわったすべての人間を、最初にルーナが想像していた通り、生命を奪うばうなり問答無用で牢に叩たたき込むなりしているところだ。少なくとも、彼らにはそうするだけの理由も権力もある……と、そこまで考えて、ルーナははっと気付いた。彼女の申し渡わたされたこれが温情ある措置なら、他の人間はどうなっているのか。

　いや、知りたい相手は一人だけだ──彼女の特とく殊しゆな事情も、自分が何に利用されたのかも知らずにこの陰いん謀ぼうに手を貸してしまった、あの人はどうなるのか。

「同じようなことを企たくらむ者は、いくらでも出てくる。今回の不心得者を、末まつ端たんに至るまで全員処分しても、また別の連中がおまえを手に入れたがるだけだ」

　それは彼女の罪だと、言われているような気がした。人の野心を呼び起こすということは、それに巻き込まれる多くの人々を生み出すということだ。誰だれかの運命を捻ねじ曲げると解っていながら、なんの対処もできず混乱を引き起こすのであれば、それは彼女自身の悪意と同じことだ。

　ルーナはきつく拳こぶしを握にぎった。他の人間なんてどうでもいい、帝てい位いや国の争いなんて、興味もないし解らない──けれど、そんなものに巻き込みたくはない。あの人だけは。

「……解った」

　私は城に残る。言って、ルーナは彼女に選せん択たくを強しいる目の前の二人を見つめて答えた。だが、それで終わりではない。彼らが口を開くより先に、急いで続ける。

「ただ、一つ条件がある」

「条件だと？」

　ロキシスは、何を言うのかという顔で眉まゆを顰ひそめる。確かに、恩情をかけられた側の彼女が、条件など言い出せる立場ではないだろうが、しかし引くわけにはいかなかった。彼女は自分の自由を賭かけるのだ、少しの見返りくらいあって然しかるべきではないか。

　彼女の自由を賭ける。他のどんなものも、差し出して構わない。──だから。

「ここにいて、監視を受け入れる。なんでも、あなたたちの言う通りにする。だから、他の奴やつは許してくれ」

　首しゆ謀ぼう者しやは仕方がない。彼らは自分の野心のために行動したのだから、それに見合った報むくいを受けるのは当然のことだ。しかし彼女と同じように、そんなこととはまるで無関係に巻き込まれた人間まで、野心の罪に問われるのはおかしい。

「……それが、君の『条件』？」

　だが、ルーナがそう言った途端、剣けん吞のんな雰ふん囲い気きで呟つぶやいたのは、ずっと無ぶ愛あい想そうな顔をしているロキシスではなかった。それまでは面おも白しろそうに彼らのやりとりを聞いていたイシュトが、露ろ骨こつに顔をしかめて彼女を睨にらむ。突とつ然ぜん、非難がましい目を向けられて当とう惑わくするルーナに、彼は吐はき捨てるように言った。

「なんだそれ。もしかして、この期ごに及およんでまだ解ってないなんてことはないだろうね。君だって、本当は知っているはずだ──あの男は君を見捨てたんだって」

　鋭するどい視線に刺さし貫つらぬかれて、息が詰つまる。心臓が大きく鼓こ動どうを打つのを感じながら、ルーナは愕がく然ぜんと相手を見返した。彼は明らかに気付いているのだ、彼女の出した条件の理由に──彼女が未いまだに手放せない思いに。

「もちろん、知っている。君のことなら何でも」

　まるで彼女の心を読んだかのように、イシュトは言った。宝石のような瞳ひとみには、しかしこれまでの無機的なものではない、見たこともないような光がある。冷たい、けれどそれだけではない、感情の光。

「他の奴、なんかじゃない。君が救いたいのはあの男だけだ。そんなことをして、なんの得がある？　あいつは君より、目先の利益を取ったんだ。そのために、君をどんな目に遭あわせても構わないと思って」

「…………」

「なのに、また彼を庇かばうのか──何をやっても、もう元には戻もどらないのに」

　欺ぎ瞞まんは暴あばかれ、偽いつわりの温ぬくもりは消え去った。イシュトの指し摘てきはこの上なく正確に、彼女の現実を示している。反論の言葉もなく、ルーナは黙だまり込むしかなかった。イシュトの言う通りだ、きっと元には戻らない。互たがいの本心を知らず、甘えて暮らしていた日々は、もう永遠に終わってしまった。

　──それでも。

「だって、仕方がないじゃないか。今いま更さら、変えられない……ずっと一いつ緒しよにいてくれたのに」

　恨んでいると、『彼』は言った。彼女を、彼女のせいでねじ曲がった運命を恨んでいると。けれどそう言われても、今までの記き憶おくは残り続けてしまう。優やさしくされた、大事にしてもらった、だから今だって信じている──あの日から今まで、恨んでいるはずの彼女を側そばに置いて、一言もそう言わなかったのは、きっと『彼』の優しさだったと。

「そ、それに約束したんだ。ユミルのことは守ってって。……今、イェーガがいなくなったら、誰もユミルを守れなくなる」

　正確には、約束とは言わないかもしれない。彼女が一方的に告げた願い、けれどきっとそれだけは、『彼』は叶かなえてくれるだろう──ユミルを残して帝てい都とを離はなれられないくらいに、大事に思っているのだから。

　しかし、ルーナがそう答えても、目の前のイシュトの表情は変わらなかった。依い然ぜん、不満げな表情で彼女を見つめたまま、何か言いたげに口を開く。が、おそらくは非難めいたものであったのだろうその言葉を、聞くことはなかった。

「ああ、なんだ、そのことか」

　それまで黙って二人の会話を聞いていたロキシスが、ようやく合点したというように呟く。彼はルーナに向き直ると、確かく認にんする口調で問うた。

「回りくどく言うな、話が見えない。──つまりおまえの条件というのは、イェーガ・サッリを罪に問うなということでいいのか」

　いきなり核かく心しんを突つかれて、ルーナは焦あせった。イシュトが知っている以上当然ではあるのだろうが、やはりロキシスも経けい緯いを知っているらしい。反逆を企む貴族と繫つながりがあったと知って、イェーガだけを見み逃のがしてくれるはずがない。なんと言い訳しようかと慌あわてるルーナの前で、しかし相手の答えは意外なものだった。

「解わかった、それで決まりだ」

　至し極ごくあっさりと、ロキシスは頷うなずいた。あまりにも呆あつ気けない結果に、ルーナはぽかんと彼を見返してしまう。拒きよ否ひされたいわけではなかったが、こうも簡単に受け入れられるとも思っていなかった。言い訳をする暇ひまさえないなんて。

「ほ……本当に、いいの？」

「実際、良くはないが仕方がない。俺としては、後あと腐くされない方がいいと思うが、勅ちよく令れいだとねじ込まれたらどうしようもないだろうが。まあ、今のところ解っている限りでは、あの男は事情を知らずに利用された口のようだが」

　次があれば容よう赦しやはしないが、そうでないなら今回の件で咎とがめるほどの理由は、少なくとも皇宮にはない。そういう方向で既すでに話がついているのだと聞かされて、ルーナは驚おどろいて視線を転じた。どこで話がついているのかは、聞くまでもない──『勅令』などという大おお仰ぎような代しろ物もので、帝てい国こくの宰さい相しようを従わせることができるのは一人しかいない。

「ロキ！」

　視線の先で、イシュトが声を上げる。彼にしては珍めずらしく慌てた様子で、ルーナは更さらに驚いた。何事に対しても、良く言えば泰たい然ぜんと、悪く言えば他人ひと事ごとな彼がそんな顔をするところを、見たことはなかったのだ。

「余計なこと言わなくていい。結局、彼の処しよ遇ぐうにはそっちも賛成しただろう」

「は？　言い出したおまえが煩うるさいからだろうが。てっきり、その娘むすめに頼たのまれでもしたんだと思ったんだが」

　話と一緒に視線を向けられて、ルーナは慌てて首を横に振ふった。もちろん、そんなことはしていない。彼女の望みを打ち明けたのは、たった今、この場がはじめてだ。

　イシュトは、それ以上何も言わなかった。ただ、彼女と目を合わせず、むっつりと違う方向を向いている。もう文句を言う気配のない彼に、どうでもいいけど、と呟いて話を切り上げたロキシスは、再びルーナに向き直った。

「これで、おまえの条件とやらは成立だ。おまえにはこの城で、我々の監かん視し下に入ってもらう」

　そうだ、とりあえずはその話を片付けなければならなかった。告げられて、ルーナは今度は素す直なおに頷いた。自分の言葉を違たがえる気はない──それで望みがかなうなら、どんなことでもしよう。

「でも牢ろうは嫌いやだ。選べるんだろう？　ならあなたの家に行く」

「……残念だ」

　どんなことでもするつもりだが、好き好んで辛つらい思いをしたいとは思わない。ルーナの答えに、ロキシスは心底から残念そうに言ったが、一つため息をついただけで、拒きよ絶ぜつはしなかった。

「だが、決まったからには仕方がない、好きにしろ。──話がついたから、俺は行くぞ。あとは、そこの暇な皇こう帝ていにでも訊きけ」

　俺は忙いそがしい、と言うなり、彼は踵きびすを返して、手近な椅い子すの背に引っかけられていた外がい套とうを取り上げる。これで義務は果たしたとばかりに会話を打ち切ると、さっさと部屋を出ていこうとする。扉とびらに手をかけたところで振り返ると、最後に念を押すように言った。

「おい、イシュト。その娘から目を離すなよ。あと、家まで連れていけ。迷うから」

「うるさいな。解ってるよ。忙しいんだろ、さっさと行ったらどうなんだ」

　どちらがどちらか解ったものではない。皇帝を堂々と顎あごで使って気き後おくれする様子もなく、ロキシスは部屋を出ていった。扉が音を立てて閉とざされる。

　二人だけ取り残された室内では、少しの間、どちらも口を開かなかった。沈ちん黙もくしたまま、ルーナはもう一度、黙って立っているイシュトを見つめた。思えば出会ってからこっち、何かといえば彼女に纏まとわりついてちょっかいを出してばかりいた彼が、こんな風に黙っていることはなかった。

　と、不意にその沈黙が破られる。依然、彼女とは目を合わせないまま、イシュトは一つため息をついた。

「──馬ば鹿かだな、君は」

　何故なぜかいきなり罵ののしられた。反射的にむっとして、顔をしかめるルーナに構わず、イシュトは更に勝手に続ける。

「想像してたのと、全然違う。剣けんを持ってるときはいつも、強くて冷静で神秘的で綺き麗れいで、本当におれの好みなのに」

「なんだそれ。そんなもの、仕事用に決まってるだろう。期待して幻げん滅めつするのは勝手だけど、私のせいじゃない。というか、おまえ人のこと言えるのか」

　外見の理想を裏切る度合いなら、この男にだけは言われたくない。黙って立っていれば非の打ちどころのない彼の美び貌ぼうを、ルーナは舌打ちを堪こらえて睨んだ。これが一度口を開けば、自分勝手の常識なし、他人の迷めい惑わくを顧かえりみないはた迷惑な冷血漢だなどと、この容姿から誰だれが想像できるものか。

　想像できるわけがない──何より、彼の素す性じようを。

「……どうして、イェーガを助けてくれたんだ？」

　先刻から気になっていたことを、ルーナはようやく尋たずねてみた。フォーセガルド帝てい国こくの国主、皇帝イシュトヴァルド──帝位を狙ねらう陰いん謀ぼうは、誰よりも彼にとって危険なものであったはずだ。イェーガにしろ、ルーナ自身にしろ、知らないこととは言えその謀はかりごとの片棒を担かつぐことになってしまった者に対して、彼に配はい慮りよする理由はない。

「別に、助けたわけじゃない。罪に問うほどの関かかわりじゃなかったから」

　単純に事実に照らしてそうしただけ、という彼の言葉が、噓うそなのは明らかだった。事実を正確に追つい及きゆうするなら、少しでも陰謀に関わったことを重く見て、むしろイェーガを処断するだろうし、イシュトはそれを躊躇ためらうような性質でもない。その気になればいくらでも、他人の生命を物のように扱あつかってしまえる性格は、もうとうに思い知らされている。

　でも、それだけがすべてではない。彼がわざわざ配慮して、イェーガを助けてくれたことを、ルーナは確信していた。──あのときと、同じに。

「もし……あなたに会うことがあったなら、訊こうと思っていた」

　救われるのは、これで二度目。──青い空、焼け付くような白い光、絶望的な喚かん声せいの中に立ち尽つくして動けなかったあの日。

「皇帝陛下」

　はじめて彼をそう呼ぶと、イシュトはびっくりした顔で彼女を見た。それまで逸そらされていた瞳ひとみと、ようやく正面から視線が合う。

「あのときも、私たちを助けてくれただろう。もう、何年も前だけど。闘とう技ぎ場で、剣けん闘とう士し同士の試合を禁止してくれた」

　あの日、闘技場で起きたことを、ルーナはずっと、ほとんど奇き跡せきだと思っていた。そうしてくれたのは皇帝だということは解っていて、一方的に感謝はしていたが、その奇跡に理由があると考えたことはなかった。雲の上の存在である皇帝には、一いつ介かいの剣闘士の生死などどうでもいいはずで、だからあの禁令も、たまたま窮きゆう地ちを救ってくれた幸運な偶ぐう然ぜんだと思っていた。

　けれど、きっとそうではなかったのだ。あれは、彼女のために起きた奇跡だ──他ほかの誰でもない、彼女のためだけに。

「……ずっと、君を見てたんだ」

　やがて、問いかける彼女の視線に答えるように、イシュトは静かに口を開いた。

「最初は本当に偶然、君の試合を観みた。剣闘試合なんて興味なかったけど、君が剣を振るうところは綺麗で、ぼんやり見てた」

　それはまだ、ルーナが〈剣ノ舞まい姫ひめ〉ではなく、血を流して戦う剣闘士だった頃ころのことだ。──流すものが自分の血とは限らないということが、まだよく解っていなかった頃。

「当たり前みたいに君は勝って、観客は皆みんな、君に称しよう賛さんの声を送った。君は、それは愛あい想そよくにっこり笑って皆に手を振って……でもおれ、気付いたんだよ。君は客席に向かって笑うけど──その実、声に出さずに悪態吐ついてるって」

「!?　ちょ、なんで知って……！」

　思いがけない指し摘てきに、ルーナは咄とつ嗟さに動どう揺ようを隠かくせなかった。彼女たちを高いところから見下ろして、自分の血は一いつ滴てきも流さず、好き勝手に野次る闘技場の観客が嫌きらいだった。もちろん、彼らが払はらう賭かけ金で生活していることは重々承知だが、それでも好きになれるかどうかとは話が別だ。実際に口に出して言うことはできないから、誰にも聞こえない場所で言った──血に熱ねつ狂きようする彼らを罵らなければ、いつか自分も、あの狂乱に巻き込まれてしまうと恐おそれた。

「勝利するのは剣闘士の使命だろうに、君だけはいつ見ても、笑っているけど嬉うれしそうじゃなかった。だから、ああこの子本当は、こんなこと好きじゃないんだなって──あの日も」

「…………」

「あの日、君はもう笑わなかった。悪態も吐かなかった。あの闘技場の真ん中で、どこにも味方はいないって顔をしてた」

　罵ば声せい、非難、怒ど号ごう、悲鳴。誰も彼もが敵だった。皆が彼女と、彼女の大切なものを踏ふみにじりたいと、願っているように見えた。

　けれどあのとき、確かに彼女は探していたのだ。目に映る有う象ぞう無む象ぞうの血に飢うえた観客の中に、それ以外のどこかに──誰かが見てくれてはいないかと。周りの他の誰とも違う、彼女を追い詰つめることなどしない、誰かがいてくれたなら。

「今日だって、同じなんだ。……あの男を死なせたら、きっと君は泣くんだろう」

　過去が今に蘇よみがえる。忌いまわしいはずの記き憶おくは、しかし今やすっかりその様相を変えていた。ルーナは半ば呆ぼう然ぜんと、その場に立ち尽くしてしまう。

　願いは、とうに叶かなえられていたのだ。あの日、彼女の人生最悪の日に。どこかで誰かが、彼女のことを見ていてくれる。彼女のことを気にかけて、助けたいと思ってくれている。たとえ、そのときは解わからなくても──今は誰も、側そばにいなくなったような気がしていても。

「君は、いつもおれのことを見ていない」

　そう言うと、イシュトは真っ直すぐに彼女を見つめた。一歩足を踏み出して、手を伸のばす。白い指が、彼女の長い髪かみを掬すくう。

「だから今度こそ、おれの方を見てもらう。君の無数の観客の一人じゃない、こうして君に触ふれることもできる──やっと、君をおれだけのものにできる」

　相変わらずの、勝手な言葉。けれどそう言って彼女の髪に口付ける仕草は、この上もなく優やさしくて、ルーナは深いため息をついた。目の前にいるこの男が、どういう人間かは解っている。帝てい国こくの皇こう帝てい、自分勝手な冷血漢。普ふ通つうに考えて、決して近付きたい相手ではない。

　けれど、それでも──そんな風に幸せそうに見つめられたら、離はなれがたくなるではないか。

「……やっぱり、勝手だな、おまえは」

　だから意を決して、ルーナは顔を上げる。側に立つ彼を見上げると、小さく息を吸い込んで、きっぱりとした口調で告げた。

「私が見ていないなんて、勝手なことばかり言って。見えはしないけど、声は聞こえなくても──そこにいてくれればいいと、ずっと願っていたのに」

「…………」

「助けてくれて、ありがとう。──我が皇帝陛下に、心からの感謝と忠誠を」

　真っ直ぐに彼を見つめてそう言うルーナに、イシュトからの答えはなかった。一いつ瞬しゆん前の勝手な振ふる舞まいはどこへやら、当とう惑わくしているらしい彼の手を取ると、ルーナはまるで騎き士しがするように、そこに唇くちびるを落としたのだった──彼の口付けに対する、ささやかな仕返しとして。




　　　　[image: ]




　触れた唇は柔らかく、重ねた手は熱かった。生きて、血の通う、確かな人間の温度──とうの昔に、彼が失ってしまったもの。

　ずっと、目の前の少女は彼の夢だった。美しい彼の理想は、しかし決して触れられない幻でもあった。だからこそ、ずっと見ているだけでいられたのだ。作られた幻影の中の舞姫は、いつも彼の間近に見えたが、側で生きてはいなかった。

　だが──一度手を触れてしまえば、もう戻れない。

　口付けを受けた手を握りしめる。彼女が顔をしかめても、離す気にはなれなかった。消えてしまわないように閉じ込めたい。押さえ付けて縛り付けて、彼女の何もかもを手に入れたい。その力も、心も、魂までも奪い尽くして、絶対にどこにも逃げられないように。

　この感情をなんと呼ぶのか、彼は一つしか知らない。




「ルーナ、愛している──君はおれのものだ」








あとがき









　こんにちは。本書をお手に取ってくださいまして、ありがとうございます。




　本作は一応、分類としては「剣けんと魔ま法ほうのファンタジー」になるかと思います。ファンタジーとしては王道も王道、むしろファンタジーといえば当然そうあるべき！　と言ってもおかしくないほどですが、遺い憾かんなことに私は、これまでそうしたものを書いたことがありませんでした。この作品はどこをとっても、私にとってははじめて要素が多くて、泡あわを食ったり、逆にやりすぎたり、いろいろと試行錯さく誤ごすることも多々ありましたが、こうして本になってみると、それもとても楽しかったなと感かん慨がい深いです。

　どうか、読んでくださる皆みな様さまにも、楽しんでいただければと思っています。

　ちなみに作品に関して、「剣と魔法」に並んで私が泡を食ったポイントは、

私「やっぱり、ヒーローも新しいタイプにしたいんですよね」

担当様「どういう感じですか？」

私「えっと……強くて恰かつ好こ良よくて金持ちなんだけどストーカー、とか！」

担当様「あはははは……それでいきましょう！」

私「本気で!?」

　……担当様の思い切りの良さには、本当に感服します。

　しかしこれはむしろ、ツッコミ不在の悲劇だったのではないかと思わなくもありません。




　この本を作るに当たって、多くの方にお世話になりました。

　イラストを描かいてくださったまち様。私は、キャラクターラフをいただく度たびに「うわっちょっ恰好いい可愛かわいい何死ぬ」と悶もん絶ぜつし、カバーイラストではついに魂たましいが抜ぬけて戻もどってこなくなりました。美しいイラストに惚ほれ惚ぼれします。ありがとうございます。

　このお話の最初の最初からお付き合いくださいました担当様には、本当に言葉では言い表せないほどご迷めい惑わくをおかけしました……。こうしてこの本が出せたのも、ひとえに担当様の忍にん耐たいとご尽じん力りよくあってのことと、心から感謝しております。編集部をはじめ、出版に関かかわってくださったすべての皆様に、厚く御おん礼れい申し上げます。

　そして何よりも、ここまで読んでくださった皆様、本当にありがとうございました。この本を読んでいる間、少しでも楽しい時間を過ごしていただけますよう、心から祈いのっています。
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